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昭
和
戦
前
期
の
国
内
自
動
車
旅
行
と
交
通
事
情

―
一
九
三
六
年
の
三
井
高
公
の
四
国
一
周
旅
行
を
事
例
に
―

下
向
井 

紀
彦

　
　
　
は
じ
め
に

　
一
　
高
公
ら
の
四
国
一
周
旅
行
に
つ
い
て

　
二
　
旅
行
記
録
に
み
え
る
交
通
事
情

　
三
　
旅
行
記
録
に
み
え
る
旅
の
様
子

　
　
　
お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
は
、
三
井
高
公
（

）
1

と
自
動
車
旅
行
仲
間
の
残
し
た
記
録
を
も
と
に
、
昭
和
戦
前
期
の
自
家
用
車
を
利
用
し
た
旅
行
の
具
体
像
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
該
期
の
自
動
車
利
用
は
主
に
貨
物
自
動
車
、
乗
合
自
動
車
・
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た
営
業
用
自
動
車
が
中
心
で
あ
っ
た
（

）
2

。
特
に
、

研
究
ノ
ー
ト
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道
路
整
備
の
進
ん
だ
関
西
で
は
貨
物
自
動
車
を
用
い
た
小
口
輸
送
が
広
範
に
展
開
し
て
い
た
（

）
3

。
自
動
車
を
使
っ
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
自
家

用
車
で
は
な
く
乗
合
自
動
車
を
利
用
し
た
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
本
稿
で
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
四
国
の
場
合
、
八
十
八
ヶ

所
巡
り
に
乗
合
自
動
車
を
利
用
す
る
こ
と
は
戦
前
の
段
階
で
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
車
の
利
用
を
勧
め
る
遍
路
案
内
も
作
ら
れ
て
い
た
が
、

車
で
の
八
十
八
ヶ
所
巡
り
（
車
遍
路
）
が
本
格
的
に
な
る
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
（

）
4

。
自
家
用
車
が
少
な
く
、
富
裕
層
の
持
ち
物

の
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
（

）
5

、
自
家
用
車
を
用
い
た
旅
行
そ
の
も
の
が
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
高
公
は
自
動
車
愛
好
家
仲
間
と
頻
繁
に
自
動
車
旅
行
を
し
て
い
た
。
特
に
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
か
ら
昭
和
十

一
年
（
一
九
三
六
）
ま
で
、
毎
年
夏
に
長
期
間
に
わ
た
る
自
動
車
旅
行
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
旅
行
を
終
え
た
後
、
高
公
ら
は
日
程
、
ル

ー
ト
、
走
行
距
離
、
走
行
時
間
、
平
均
時
速
、
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
、
旅
行
の
日
記
な
ど
を
記
載
し
た
旅
行
記
録
を
冊
子
に
ま
と
め
て
印
刷
し
、

自
動
車
仲
間
な
ど
に
配
布
し
て
い
た
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
四
国
旅
行
の
冊
子
は
、「
四
国
一
週
（
マ
マ
）旅
行
記
録
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
縦
一
九
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
横
二
七
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
横
長
の
印
刷
物
で
あ
り
、
冒
頭
に
使
用
車
と
同
行
者
の
リ
ス
ト
と
、
行
程
の
地
図
（
第
1
図
）
を
掲
載
し
、
次
い
で
「
四
国

一
週
（
マ
マ
）自
動
車
旅
行
そ
の
日
そ
の
日
」
と
い
う
日
記
（
以
下
、
日
記
）
を
一
〇
頁
載
せ
て
い
る
。
そ
の
後
ろ
に
道
路
概
況
を
記
録
し
た
表
（
以

下
、
道
路
概
況
表
と
す
る
）
が
一
六
頁
続
き
（
第
2
図
）、
日
別
の
走
行
距
離
・
所
要
時
間
・
平
均
速
度
・
停
車
時
間
な
ど
を
記
し
た
集
計

表
一
頁
、
総
移
動
距
離
・
総
所
要
時
間
な
ど
を
記
し
た
集
計
表
一
頁
も
掲
載
し
て
い
る
。
地
図
も
含
め
て
本
紙
三
〇
枚
か
ら
な
る
旅
行
記
録

で
あ
る
。

旅
行
冊
子
の
道
路
概
況
表
は
、
①
通
過
地
点
、
②
月
日
、
③
時
分
、
④
マ
イ
ル
数
（
そ
の
日
の
出
発
地
か
ら
の
累
計
距
離
（

）
6

）、
⑤
路
情
標

準
、
⑥
道
路
概
況
、
⑦
ガ
ソ
リ
ン
、
⑧
備
考
、
か
ら
な
っ
て
い
る
。
通
過
地
点
の
四
段
階
評
価
は
⑤
に
、
通
過
地
点
間
の
路
情
変
化
の
激
し

い
場
所
や
特
記
事
項
は
⑥
に
記
載
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
道
路
概
況
表
を
付
表
1
、
付
表
2
に
分
割
・
整
理
し
て
文
章
末
に
掲
載
し
て
い
る
。
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第
１
図
　
四
国
一
週
旅
行
略
図
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第
２
図
　
路
情
概
況
調
査
表
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付
表
1
は
道
路
概
況
表
の
う
ち
、
①
～
⑥
を
抽
出
し
、
便
宜
的
に
タ
イ
ト
ル
部
分
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
①
通
過
地
点
は
通
過
地
名
と
記

録
地
点
に
分
割
し
、
④
マ
イ
ル
数
は
走
行
距
離
と
し
、
単
位
も
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
換
算
し
た
。
付
表
2
は
、
①
～
③
・
⑧
を
抽
出
し
、
便
宜

的
に
タ
イ
ト
ル
部
分
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
冊
子
は
当
時
の
道
路
や
旅
行
の
様
子
を
自
動
車
運
転
者
・
同
乗
者
の
立
場
か
ら
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
戦
前
の
自
家
用
車
利
用
や

各
地
の
交
通
状
況
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
（

）
7

。
自
動
車
仲
間
に
配
布
し
て
い
た
た
め
か
、
高
公
ら
の
自
動
車
旅
行
と
そ
の
記
録
冊
子
に
つ

い
て
は
多
少
世
に
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
概
要
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
（

）
8

。
し
か
し
、
旅
行
記
録
の
内
容
を

踏
ま
え
て
当
時
の
自
動
車
旅
行
を
詳
述
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。
筆
者
も
、
旅
行
冊
子
に
基
づ
い
て
高
公
ら
の
自
動
車

旅
行
と
旅
行
準
備
の
概
要
な
ど
を
史
料
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
個
別
の
旅
行
の
具
体
的
内
容
に
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（

）
9

。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
昭
和
十
一
年
の
高
公
ら
の
四
国
一
周
旅
行
の
冊
子
と
四
国
旅
行
の
映
像
資
料
な
ど
を
も
と
に
、
当
時
の
自
動
車
旅
行

の
概
要
を
整
理
し
た
上
で
、
当
時
の
自
動
車
運
転
者
・
旅
行
者
の
見
た
本
州
・
四
国
の
道
路
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
ま
た
、
冊
子
に

記
さ
れ
た
旅
行
の
記
録
を
通
し
て
、
当
時
の
自
動
車
旅
行
特
有
の
苦
労
な
ど
、
実
際
の
旅
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
自
家
用
車
を
用
い
た
旅
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
四
国
一
周
旅
行
の
記
録
冊
子
は
、
北
三
井
家
か
ら
三
井
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
未
整
理
史
料
（
以
下
、
北
家
未
整

理
史
料
）
中
の
、
高
公
の
自
動
車
旅
行
関
係
史
料
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
本
稿
で
は
、
北
三
井
家
か
ら
寄
贈
を
受
け
た

映
像
フ
ィ
ル
ム
群
に
含
ま
れ
る
四
国
一
周
旅
行
の
映
像
の
一
部
も
用
い
て
い
る
（

）
10

。
こ
れ
ら
未
整
理
資
料
群
に
つ
い
て
は
将
来
的
な
公
開
に
向

け
て
目
下
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
1
）　
三
井
高
公
（
一
八
九
五
～
一
九
九
二
）。
三
井
北
家
一
〇
代
高
棟
次
男
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）、
三
七
歳
の
と
き
に
家
督
を
相
続
し
て
、
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三
井
家
同
族
会
議
長
、
三
井
合
名
会
社
社
長
に
就
任
し
た
。
こ
の
四
国
旅
行
を
行
っ
た
昭
和
十
一
年
に
は
四
一
歳
で
あ
り
、
三
井
の
総
帥
と
し

て
活
動
し
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
一
年
八
月
も
、
高
公
は
家
族
で
長
期
滞
在
し
て
い
た
葉
山
か
ら
会
社
（
三
井
合
名
会
社
、
日
本
橋

の
三
井
本
館
に
所
在
）
に
毎
日
出
勤
し
て
い
る
。
四
国
一
周
旅
行
の
前
日
と
帰
宅
し
た
翌
日
も
出
勤
し
て
い
た
。

（
2
）　
宇
田
正
「
新
た
な
交
通
政
策
」（
野
田
正
徳
・
原
田
勝
正
・
青
木
栄
一
・
老
川
慶
喜
編
『
日
本
の
鉄
道
―
成
立
と
展
開
』
日
本
経
済
評
論
社
、

一
九
八
六
年
、
第
七
章
第
一
節
、
二
一
九
～
二
二
六
頁
）。

（
3
）　
北
原
聡
「
道
路
法
と
戦
間
期
日
本
の
道
路
改
良
―
自
動
車
輸
送
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
関
西
大
学
経
済
論
集
』
五
一
―
二
、
二
〇
〇
一
年
）、

北
原
聡
「
都
市
化
と
貨
物
自
動
車
輸
送
―
戦
間
期
の
蔬
菜
輸
送
を
中
心
に
―
」（
中
村
隆
英
・
藤
井
信
幸
編
『
都
市
化
と
在
来
産
業
』
日
本
経

済
評
論
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
北
原
聡
「
戦
間
期
関
西
地
方
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
輸
送
の
展
開
―
阪
神
国
道
建
設
の
影
響
を
中
心
に
―
」

（『
交
通
史
研
究
』
六
四
、
二
〇
〇
七
年
）、
関
谷
次
博
「
大
正
・
昭
和
初
期
の
小
運
送
―
大
阪
市
を
事
例
と
し
て
」（『
交
通
史
研
究
』
五
三
、

二
〇
〇
三
年
）、
森
田
耕
平
「
両
大
戦
間
期
の
京
阪
神
三
都
市
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
営
業
に
関
す
る
基
礎
的
検
討
」（『
立
命
館
地
理
学
』
三

〇
、
二
〇
一
八
年
）。

（
4
）　
長
田
政
一
「
四
国
の
道
路
整
備
と
遍
路
道
」（『
現
代
の
四
国
遍
路
―
道
の
社
会
学
の
視
点
か
ら
―
』
学
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
）、
星
野
英
紀

『
四
国
遍
路
の
宗
教
学
的
研
究
―
そ
の
構
造
と
近
現
代
の
展
開
―
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
、
一
八
七
～
二
〇
七
頁
）、
森
正
人
「
近
代
に
お

け
る
空
間
の
編
成
と
四
国
遍
路
の
変
容
―
両
大
戦
間
期
を
中
心
に
―
」（『
人
文
地
理
』
五
四
―
六
、
二
〇
〇
二
年
）、
森
正
人
『
四
国
遍
路
―

八
八
ヶ
所
巡
礼
の
歴
史
と
文
化
―
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（
5
）　
奥
井
正
俊
「
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
自
動
車
の
普
及
過
程
」（『
新
地
理
』
三
六
―
三
、
一
九
八
八
年
）。
他
方
で
、
大
規
模
な
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
日
本
一
周
自
動
車
旅
行
を
行
う
場
合
も
あ
り
、
明
治
末
期
に
は
銀
座
の
山
口
勝
蔵
商
店
の
店
主
一
行
が
自
動
車
旅
行
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
（
大
須
賀
和
美
「
日
本
自
動
車
史
の
資
料
的
研
究
―
一
七
―
明
治
末
期
、
全
国
周
遊
自
動
車
旅
行
の
記
録
（
一
九
一
〇
～
一
九
一

二
）」『
中
日
本
自
動
車
短
期
大
学
論
叢
』
二
一
、
一
九
九
一
年
）。

（
6
）　
③
④
の
情
報
を
組
み
合
わ
せ
る
と
通
過
地
点
間
の
時
速
を
計
算
で
き
る
の
だ
が
、
試
算
し
た
と
こ
ろ
路
面
に
見
合
わ
な
い
速
度
の
地
点
も
い

く
つ
か
出
て
き
た
。
距
離
・
時
間
に
つ
い
て
は
誤
記
の
箇
所
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
の
確
認
作
業
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
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稿
で
は
参
考
と
し
て
③
④
の
数
値
を
記
載
し
て
お
く
。

（
7
）　
土
木
関
係
の
専
門
家
集
団
が
東
海
道
、
山
陽
道
を
自
動
車
で
走
り
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
道
中
の
様

子
を
記
録
し
た
も
の
の
み
な
ら
ず
、
舗
装
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
、
街
路
樹
な
ど
を
細
か
く
調
査
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
て
、
よ
り
専
門
的
な
内

容
と
な
っ
て
い
る
（
関
西
道
路
研
究
会
編
『
東
海
道
道
路
調
査
報
告
書
』
一
九
三
四
年
、
同
『
山
陽
道
道
路
調
査
報
告
書
』
一
九
三
五
年
）。

（
8
）　
田
中
某
「
三
井
高
公
『
東
海
道
自
動
車
旅
行
記
録
』」（『
道
路
の
改
良
』
一
二
―
五
、
一
九
三
〇
年
）、
花
井
俊
介
「
口
絵
　
三
井
高
公
と
自

動
車
愛
好
家
仲
間
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
二
六
、
一
九
九
二
年
）、「
自
動
車
今
昔
縦
横
談
」（
片
岡
秀
之
編
『
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ク
ラ
ブ

の
歴
史
　
一
九
五
六
―
一
九
九
六
』
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
一
九
九
八
年
、
初
出
は
『
モ
ー
タ
ー
マ
ガ
ジ
ン
』
三
一
―
一
～
五
、
一

九
五
七
年
一
～
五
月
）、
三
井
文
庫
編
『
三
井
家
文
化
人
名
録
』（
二
〇
一
二
年
）、
小
林
彰
太
郎
『
昭
和
の
日
本
　
自
動
車
見
聞
録
』（
ト
ヨ
タ

博
物
館
編
、
二
〇
一
三
年
）、
霞
会
館
編
『
御
料
車
と
華
族
の
愛
車
』（
二
〇
一
八
年
）。

（
9
）　
下
向
井
紀
彦
「
史
料
紹
介
　
戦
前
日
本
に
お
け
る
自
動
車
旅
行
の
記
録
―
三
井
高
公
と
自
動
車
仲
間
の
旅
行
―
」（『
交
通
史
研
究
』
九
二
、

二
〇
一
八
年
）。

（
10
）　
四
国
一
周
旅
行
の
映
像
は
編
集
さ
れ
た
う
え
で
五
本
の
フ
ィ
ル
ム
に
分
割
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
各
フ
ィ
ル
ム
一
五
分
程
度
で
、
日
ご
と

の
冒
頭
に
そ
の
日
の
移
動
ル
ー
ト
を
図
示
し
、
簡
単
な
解
説
や
テ
ロ
ッ
プ
が
付
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
撮
影
さ
れ
た
大
ま
か
な
場
所
が

わ
か
る
た
め
、
特
徴
的
な
地
形
や
人
工
物
の
映
っ
て
い
る
シ
ー
ン
で
は
撮
影
地
点
を
特
定
で
き
た
場
所
も
あ
る
。
そ
の
他
、
四
国
旅
行
で
撮
影

さ
れ
た
写
真
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
の
な
か
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。
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一
　
高
公
ら
の
四
国
一
周
旅
行
に
つ
い
て

1　

旅
行
の
行
程

（
一
）
旅
の
目
的

ま
ず
、
高
公
一
行
の
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
四
国
一
周
旅
行
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
こ
う
。
こ
の
旅
行
参
加
者
は
、
三
井
高
公
、

石
橋
勝
浪
（
飛
行
士
）、
榊
邦
彦
（
医
師
）、
伊
達
十
郎
（
南
三
井
家
の
縁
戚
）、
松
平
康
邦
（
高
公
の
妻
・
鋹
子
の
兄
）
の
五
名
で
、
い
ず

れ
も
高
公
の
友
人
で
自
動
車
愛
好
家
で
あ
り
、
夏
季
の
自
動
車
旅
行
の
常
連
で
あ
っ
た
（
以
下
、
こ
の
五
名
に
つ
い
て
は
名
字
を
省
略
し
て

名
前
で
表
記
す
る
）。

高
公
ら
の
旅
行
は
自
動
車
で
遠
乗
り
す
る
こ
と
そ
の
も
の
を
目
的
に
し
て
い
た
。
日
記
冒
頭
に
は
「
例
年
の
自
動
車
性
能
テ
ス
ト
と
か
通

過
地
方
の
産
業
状
況
視
察
？
（
マ
マ
）と
か
の
他
に
、
大
師
様
の
御
利
益
に
す
が
ら
う
と
す
る
宗
教
的
意
味
を
含
め
た
と
こ
ろ
」（
八
月
八
日
条
）
と

書
か
れ
て
お
り
、
自
動
車
性
能
テ
ス
ト
や
各
地
の
産
業
状
況
視
察
、
八
十
八
ヶ
所
巡
り
も
兼
ね
る
と
い
う
名
目
で
出
か
け
て
い
た
。

四
国
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、
日
記
で
は
「
顧
れ
ば
昭
和
五
年
以
来
、
已
に
毎
年
走
り
続
け
る
事
七
回
。
大
き
く
云
へ
ば
本
州
全
土
轍

の
跡
の
到
ら
ぬ
と
こ
ろ
な
く
、
今
年
に
な
つ
て
は
先
づ
海
を
渡
つ
て
外
へ
出
る
よ
り
致
し
方
な
く
、
そ
こ
で
比
較
的
渡
る
に
都
合
の
好
い
四

国
を
選
ん
だ
」（
八
月
八
日
条
）
と
し
て
い
る
。
過
去
の
自
動
車
旅
行
で
本
州
の
主
要
道
を
走
破
し
た
た
め
、
本
州
外
で
比
較
的
渡
海
し
や

す
い
四
国
を
選
定
し
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
実
際
、
過
去
の
夏
季
の
長
距
離
旅
行
の
行
き
先
は
、
東
北
一
周
（
昭
和
五
年
〔
一
九
三
〇
〕）、

紀
伊
半
島
一
周
（
同
六
年
）、
中
国
地
方
一
周
（
同
七
年
）、
関
東
・
中
部
天
幕
旅
行
（
同
八
年
）、
信
越
羽
（
同
九
年
）、
北
陸
（
同
十
年
）

で
あ
り
、
自
動
車
で
行
く
こ
と
の
で
き
る
本
州
各
地
は
お
お
む
ね
走
り
尽
く
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
（

）
1

。
こ
れ
ら
の
旅
行
で
は
い
ず
れ
も
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旅
行
冊
子
を
作
成
し
て
い
る
。

（
二
）
旅
行
の
行
程

旅
行
冊
子
に
よ
る
と
、
八
月
八
日
（
土
）
に
東
京
を
出
発
し
、
二
十
三
日
（
土
）
に
東
京
に
戻
る
日
程
で
、
合
計
移
動
距
離
は
一
六
五

四
・
二
マ
イ
ル
（
二
六
四
六
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
先
述
の
よ
う
に
原
史
料
は
マ
イ
ル
表
記
だ
が
、
以
下
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
換
算
し
て
表
記
す

る
）、
所
要
時
間
は
一
〇
四
時
間
二
三
分
、
正
味
走
行
時
間
は
七
七
時
間
四
二
分
、
平
均
走
行
速
度
は
時
速
三
三
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ

た
と
い
う
。

旅
行
冊
子
収
録
の
収
計
表
を
も
と
に
、
行
程
を
第
1
表
に
ま
と
め
た
。
八

月
八
日
（
土
）、
自
動
車
で
東
京
を
出
発
し
、
東
海
道
ル
ー
ト
で
京
都
に
向

か
っ
た
。
京
都
で
休
憩
を
取
っ
た
の
ち
、
九
日
（
日
）
に
岡
山
県
の
玉
に
到

着
し
た
。
玉
で
は
三
井
物
産
造
船
部
玉
造
船
所
の
三
井
倶
楽
部
に
投
宿
し
た
。

走
行
距
離
は
八
二
七
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
所
要
時
間
は
三
四
時
間
一
分
で

あ
っ
た
。

十
日
（
月
）、
玉
か
ら
高
松
に
移
動
。
本
州
か
ら
四
国
へ
の
車
両
輸
送
に

は
宇
野
港
と
高
松
港
を
結
ぶ
宇
高
航
路
を
利
用
し
、
高
公
ら
旅
行
者
は
三
井

物
産
造
船
部
の
所
有
船
・
児
島
丸
で
玉
か
ら
高
松
に
直
接
渡
っ
た
。
高
松
上

陸
後
、
屋
島
を
見
学
し
た
。
宿
泊
は
高
松
の
老
舗
旅
館
・
川
六
旅
館
で
あ
っ

た
。高

松
か
ら
四
国
一
周
の
開
始
で
あ
る
。
十
一
日
（
月
）、
高
松
か
ら
徳
島

第 １表　四国一周旅行の日別記録� （距離単位　km）

月日 出発地 到着地 走行
距離

所要
時間

平均
時速

走行
時間

走行
平均
時速

8月
8～ 9日 東京 玉 827.7 34:01 24.3 23:01 36.0
10日 玉 高松
11日 高松 徳島 83.8� 5:38 14.9 2:22 35.5
12日 徳島 室戸岬 147.7 6:15 23.6 5:07 28.9�
13日 室戸岬 高知 91.4 3:02 30.2 2:53 31.7
14日 高知 宇和島 197.8 7:38 25.9 6:49 29.0
15日 宇和島 道後 118.9 5:20 22.3 4:43 25.3
16日 道後 高松 166.6� 6:52 24.3 4:55 33.9
17日 高松 玉
18日 玉 京都 268.3� 10:41 25.1 8:10 32.9
19日 京都
20日 京都
21日 京都 下呂 243.8 8:31 28.6 7:50 31.1
22～23日 下呂 東京 516.1� 16:25 31.4� 12:22 41.7
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に
移
動
。
途
中
、
大
阪
峠
手
前
で
徳
島
県
知
事
の
清
水
良
策
の
出
迎
え
を
受
け
、
知
事
の
車
の
先
導
で
進
み
、「
四
国
第
一
吉
野
川
の
鉄

橋
」（
吉
野
川
橋
、
日
記
八
月
十
一
日
条
）
を
渡
っ
て
徳
島
入
り
。
宿
泊
は
徳
島
の
老
舗
旅
館
・
澄
屋
旅
館
で
あ
っ
た
。
走
行
距
離
は
八
三
・

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
所
要
時
間
は
五
時
間
三
八
分
で
あ
っ
た
。

十
二
日
（
火
）、
徳
島
か
ら
室
戸
岬
に
移
動
。
宿
泊
は
室
戸
岬
の
室
戸
岬
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
移
動
距
離
は
一
四
七
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
所

要
時
間
は
六
時
間
一
五
分
だ
っ
た
。

十
三
日
（
水
）、
室
戸
岬
の
弘
法
大
師
関
係
史
跡
・
室
戸
岬
灯
台
を
見
物
し
て
出
発
し
、
高
知
に
移
動
す
る
。
宿
泊
は
高
知
の
城
西
館
で

あ
っ
た
。
移
動
距
離
は
九
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
所
要
時
間
は
三
時
間
二
分
で
あ
る
。

十
四
日
（
木
）、
高
知
か
ら
宇
和
島
に
移
動
し
、
宇
和
島
の
老
舗
旅
館
・
蔦
屋
旅
館
に
投
宿
す
る
。
移
動
距
離
は
一
九
七
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
所
要
時
間
は
七
時
間
三
八
分
で
あ
っ
た
。

十
五
日
（
金
）、
宇
和
島
か
ら
道
後
へ
移
動
。
宿
泊
は
道
後
の
老
舗
旅
館
・
鮒
屋
旅
館
で
あ
っ
た
。
移
動
距
離
は
一
一
八
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
所
要
時
間
は
五
時
間
二
〇
分
で
あ
る
。

十
六
日
（
土
）、
道
後
を
出
発
し
、
途
中
で
金
刀
比
羅
宮
を
参
詣
し
て
高
松
に
移
動
し
再
び
川
六
旅
館
に
宿
泊
す
る
。
移
動
距
離
は
一
六

六
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
所
要
時
間
六
時
間
五
二
分
で
あ
る
。
高
公
ら
の
四
国
一
周
は
こ
れ
で
達
成
し
た
。

十
七
日
（
日
）、
高
松
か
ら
宇
高
航
路
を
利
用
し
て
車
両
を
宇
野
港
に
送
り
、
高
公
ら
は
三
井
物
産
船
舶
部
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
玉
に

渡
っ
た
。
途
中
、
女
木
島
（
通
称
鬼
ヶ
島
）
に
立
ち
寄
っ
て
見
物
し
て
い
る
。
玉
で
は
再
び
三
井
倶
楽
部
に
投
宿
し
た
。

十
八
日
（
月
）
か
ら
復
路
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
ま
ず
玉
か
ら
京
都
ま
で
一
気
に
走
破
す
る
。
京
都
で
は
下
鴨
の
永
田
旅
館
に
宿
泊
し
て

い
る
。
移
動
距
離
は
二
六
八
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
所
要
時
間
は
一
〇
時
間
四
一
分
で
あ
っ
た
。

十
九
日
（
火
）
は
京
都
に
滞
在
。
二
十
日
（
水
）
は
神
戸
ま
で
往
復
小
旅
行
し
て
い
る
。
二
十
一
日
（
木
）、
京
都
を
出
発
し
て
中
山
道
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を
利
用
し
て
下
呂
に
向
か
う
。
下
呂
で
は
湯
ノ
島
館
に
宿
泊
し
た
。
移
動
距
離
は
二
四
三
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
所
要
時
間
は
八
時
間
三
一

分
で
あ
っ
た
。

二
十
二
日
（
金
）、
下
呂
を
出
発
。
名
古
屋
を
経
由
し
て
東
海
道
を
進
み
、
二
十
三
日
（
土
）
に
東
京
に
到
着
し
た
。
移
動
距
離
は
五
一

六
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
所
要
時
間
は
一
六
時
間
二
五
分
で
あ
っ
た
。

以
上
が
高
公
ら
の
四
国
一
周
旅
行
の
行
程
で
あ
る
。
一
六
日
か
け
て
二
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
走
る
、
長
距
離
・
長
期
間
の
自
動
車

旅
行
で
あ
っ
た
。
高
公
ら
は
四
国
を
時
計
回
り
に
走
っ
て
い
た
が
、
各
県
の
主
要
都
市
を
網
羅
的
に
経
由
し
た
り
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
り

の
ル
ー
ト
を
結
ぶ
コ
ー
ス
を
と
っ
て
い
な
い
。
香
川
・
徳
島
の
沿
岸
部
や
内
陸
部
、
足
摺
岬
方
面
、
今
治
方
面
な
ど
経
由
し
て
い
な
い
場
所

も
多
く
、
最
短
で
四
国
一
周
を
達
成
で
き
る
ル
ー
ト
を
選
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

2　

旅
行
で
使
用
し
た
自
動
車

彼
ら
の
自
動
車
旅
行
で
は
自
分
た
ち
の
所
有
す
る
自
動
車
を
使
用
し
て
い
た
。
四
国
旅
行
に
は
二
台
の
自
家
用
車
を
用
い
て
い
て
、
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
乗
り
込
む
車
と
自
分
の
役
割
を
決
め
て
い
た
。

一
台
は
高
公
の
所
有
し
て
い
た
Ｓ
・
Ｓ
カ
ー
ズ
の
ジ
ャ
ガ
ー
一
・
五
リ
ッ
タ
ー
、
サ
ル
ー
ン
で
あ
る
（

）
2

（
第
3
図
、
以
下
Ｓ
Ｓ
）。
イ
ギ
リ
ス

車
で
、
当
時
の
現
地
で
の
販
売
価
格
は
二
八
五
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
（

）
3

。
Ｓ
Ｓ
の
乗
員
は
、
高
公
（
運
転
手
）、
十
郎
（
記
録
）、
勝
浪
（
メ
カ
ニ

ッ
ク
）
の
三
名
で
あ
る
。
自
動
車
旅
行
の
参
加
者
は
み
な
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
緊
急
時
に
は
運
転
を
交
代
す
る
こ
と
も
可
能

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
十
郎
は
記
録
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
旅
行
冊
子
の
路
面
概
況
の
記
録
や
日
記
に
つ
い
て
は
主
に
十
郎
の
記
載
し

た
も
の
を
基
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
台
は
康
邦
の
所
有
し
て
い
た
ラ
イ
レ
ー
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
シ
ッ
ク
ス
、
サ
ル
ー
ン
で
あ
る
（
第
4
図
、
以
下
ラ
イ
レ
ー
）。
こ
ち
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ら
も
イ
ギ
リ
ス
車
で
、
当
時
の
現
地
で
の
販
売

価
格
は
三
六
五
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
（

）
4

。
も
と
も
と

高
公
が
中
古
で
購
入
し
、
の
ち
に
康
邦
に
売
却

し
た
も
の
で
、
高
公
は
ラ
イ
レ
ー
に
つ
い
て

「
下
が
黄
色
で
上
が
黒
、
屋
根
も
色
が
異
る
と

い
う
、
今
で
い
え
ば
さ
し
ず
め
ス
リ
ー
・
ト
ー

ン
と
い
う
し
ゃ
れ
た
車
で
、
い
か
に
も
華
や
か

な
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ら
し
い
車
（

）
5

」
と
語
っ
て
い
る
。

ラ
イ
レ
ー
の
乗
員
は
、
康
邦
（
運
転
手
）、
邦

彦
（
記
録
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
）
だ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
車
を
選
ん
で
い
る
の
は
高
公
の
好

み
も
大
き
い
。
高
公
は
欧
州
車
の
ス
ポ
ー
ツ
モ
デ
ル
を
特
に
好
ん
で
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
車
（
ア
ル
ヴ
ィ
ス
、
ベ
ン
ト
レ
ー
、
Ｓ
Ｓ
、
ラ
イ
レ

ー
、
モ
ー
リ
ス
な
ど
）、
フ
ラ
ン
ス
車
（
ブ
ガ
ッ
テ
ィ
、
イ
ス
パ
ノ
・
ス
イ
ザ
）、
イ
タ
リ
ア
車
（
ラ
ン
チ
ア
）
な
ど
欧
州
車
を
多
数
所
有
し

て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
車
も
少
な
か
ら
ず
所
有
し
て
い
た
が
「
下
駄
代
り
で
、
ど
う
も
味
合
い
に
乏
し
く
好
か
な
い
（

）
6

」
と
い
う
。
大
型
・
頑

丈
・
パ
ワ
フ
ル
・
工
業
製
品
的
、
と
い
う
ア
メ
リ
カ
車
の
雰
囲
気
を
好
ん
で
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

四
国
旅
行
で
使
用
し
た
自
動
車
は
二
台
と
も
比
較
的
小
型
で
あ
る
。
旅
行
用
の
車
に
つ
い
て
高
公
は
「
車
は
、
だ
い
た
い
旅
行
用
に
小
さ

い
車
を
買
う
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
二
千
キ
ロ
く
ら
い
乗
っ
て
み
て
悪
い
と
こ
ろ
を
み
ん
な
整
備
し
て
、
そ
れ
か
ら
出
発
し
ま
す
、
帰
っ
て
く

る
と
そ
れ
を
売
っ
ち
ゃ
う
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
（

）
7

」
と
語
る
。
Ｓ
Ｓ
も
事
前
に
試
運
転
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
七
月
十
六
日

第 ３図　SS（左側）

第 ４図　ライレー（手前）



昭和戦前期の国内自動車旅行と交通事情（下向井）

259

（
木
）
の
午
後
遅
く
か
ら
十
九
日
（
日
）
ま
で
、
高
公
は
家
の
者
に
行
き
先
を
伝
え
ず
自
動
車
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
（

）
8

。
高
公
の
記
録
に
よ

る
と
、
こ
の
と
き
Ｓ
Ｓ
を
使
っ
て
い
る
。
出
掛
け
た
の
は
愛
知
県
刈
谷
で
、
豊
田
自
動
車
製
造
を
見
学
し
て
お
り
、
同
乗
者
は
自
動
車
の
輸

入
・
販
売
を
手
が
け
る
野
沢
三
喜
三
で
あ
っ
た
（

）
9

。
高
公
ら
は
、
長
距
離
移
動
・
悪
路
に
耐
え
ら
れ
つ
つ
、
狭
隘
で
屈
曲
の
多
い
地
方
の
道
路

を
走
る
た
め
に
小
回
り
の
効
く
小
型
車
を
あ
え
て
購
入
し
て
、
自
動
車
旅
行
に
臨
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

3　

旅
先
で
会
っ
た
人
々

と
こ
ろ
で
、
四
国
旅
行
で
高
公
ら
は
三
井
の
関
係
者
や
知
人
と
会
う
予
定
を
組
ん
で
い
る
場
所
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
偶
然
知
人
と
遭
遇
し
、

急
き
ょ
会
食
を
入
れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
旅
先
で
出
会
っ
た
人
々
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

（
一
）
三
井
物
産
造
船
部
関
係
者

高
公
ら
は
往
路
・
復
路
と
も
に
三
井
物
産
造
船
部
・
玉
造
船
所
の
三
井
倶
楽
部
に
宿
泊
し
、
滞
在
中
の
食
事
や
ゴ
ル
フ
、
車
両
整
備
な
ど

で
造
船
部
の
世
話
に
な
っ
た
。
特
に
、
三
井
物
産
造
船
部
の
鵜
飼
宗
平
（
造
船
部
部
長
（

）
10

）
と
大
森
茂
（
造
船
部
営
業
課
）
が
高
公
ら
に
帯
同

し
て
世
話
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
八
月
十
日
、
鵜
飼
は
高
公
ら
の
高
松
渡
海
前
に
造
船
部
を
案
内
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
松
へ
の
渡
海
に
も

造
船
部
所
属
船
・
児
島
丸
を
提
供
し
て
お
り
、
鵜
飼
・
大
森
と
も
に
玉
か
ら
高
松
へ
の
渡
海
に
同
道
し
、
屋
島
を
案
内
し
て
、
こ
こ
で
高
公

ら
を
見
送
っ
て
い
る
。
復
路
で
は
十
六
日
に
金
比
羅
で
大
森
が
出
迎
え
て
金
刀
比
羅
宮
を
参
詣
し
、
十
七
日
に
高
松
港
で
鵜
飼
・
大
森
ら
と

合
流
し
て
造
船
部
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
女
木
島
見
物
を
し
て
玉
に
渡
っ
て
い
る
。
鵜
飼
・
大
森
は
、
玉
造
船
所
の
案
内
、
三
井
倶
楽
部
で

の
応
対
、
玉
・
高
松
間
の
渡
航
補
助
、
金
比
羅
・
女
木
島
の
案
内
な
ど
、
玉
・
高
松
に
お
け
る
高
公
ら
の
旅
行
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
。

（
二
）
三
井
物
産
船
舶
部
関
係
者

復
路
の
神
戸
で
は
、
三
井
物
産
船
舶
部
の
古
川
虎
三
郎
（
船
舶
部
長
）
と
会
っ
て
い
る
。
旅
行
の
当
初
予
定
で
は
、
十
八
日
に
明
石
付
近
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の
路
上
で
会
合
予
定
だ
っ
た
が
、
想
定
よ
り
早
く
到
着
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
三
井
物
産
神
戸
支
店
を
直
接
訪
問
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
川

は
す
で
に
出
発
し
た
あ
と
で
入
れ
違
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
古
川
の
帰
社
を
待
っ
て
、
よ
う
や
く
会
う
こ
と
が
で
き
、
用
事
を
済
ま
せ
て

高
公
ら
は
京
都
に
向
か
っ
た
。
こ
の
会
合
が
単
な
る
挨
拶
な
の
か
、
何
ら
か
の
相
談
事
な
の
か
、
現
時
点
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
三
）
徳
島
県
知
事

高
松
に
上
陸
し
屋
島
見
学
を
し
た
後
、
香
川
・
徳
島
県
境
の
大
阪
峠
手
前
で
、
当
時
徳
島
県
知
事
に
就
任
間
も
な
い
清
水
良
策
の
出
迎
え

を
受
け
て
い
る
。
清
水
の
ビ
ュ
イ
ッ
ク
の
先
導
で
大
阪
峠
を
越
え
て
徳
島
県
入
り
し
、
徳
島
の
澄
屋
旅
館
に
投
宿
し
た
。
自
動
車
は
知
事
の

配
慮
で
県
庁
の
車
庫
に
格
納
し
て
い
る
。
夜
に
は
清
水
の
も
う
け
た
席
に
招
か
れ
た
。
旅
行
冊
子
の
日
記
で
は
「
夜
は
知
事
閣
下
の
御
招
宴
。

後
藤
総
務
部
長
殿
（

）
11

を
も
御
同
道
、
有
名
な
阿
波
踊
を
見
せ
て
頂
く
。（
中
略
）
清
水
氏
取
つ
て
置
か
れ
の
手
品
を
も
拝
見
す
る
の
栄
を
得
、

一
同
大
満
悦
（
後
略
）」
と
あ
る
。
徳
島
の
夜
は
さ
ぞ
や
賑
や
か
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
翌
朝
、
高
公
ら
は
一
度
旅
館
に
自
動
車
を
回
し
て

旅
館
を
出
発
。
再
び
県
庁
ま
で
行
き
、
そ
こ
で
清
水
と
別
れ
て
、
四
国
一
周
の
旅
を
再
開
し
た
。

旅
行
の
二
ヶ
月
前
の
六
月
二
十
一
日
、
清
水
は
北
家
の
本
邸
（
今
井
町
邸
）
を
訪
問
し
て
い
る
（

）
12

。
知
事
就
任
の
挨
拶
で
あ
ろ
う
か
。
高
公

と
清
水
と
は
親
交
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
二
人
と
も
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
経
済
科
に
在
学
し
て
い

た
と
い
う
共
通
点
は
あ
る
が
、
高
公
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
入
学
、
清
水
は
同
年
卒
業
な
の
で
接
点
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

あ
る
い
は
自
動
車
愛
好
家
と
し
て
知
り
合
い
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
人
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
高
公
ら
は
清
水
に
徳
島
県
内
の
移
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、
ト
ラ
ブ
ル
な
く
徳
島
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
四
）
親
戚

先
述
し
た
よ
う
に
、
復
路
の
京
都
滞
在
中
の
八
月
二
十
日
、
高
公
ら
は
神
戸
ま
で
往
復
の
小
移
動
を
し
て
い
る
。
高
公
の
妻
・
鋹
子
や
康

邦
の
弟
で
あ
る
松
平
康や
す

亀ひ
さ

が
筥
崎
丸
（

）
13

で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
け
て
旅
立
つ
の
を
見
送
る
た
め
で
あ
っ
た
。
康
亀
は
八
月
一
日
付
で
三
井
物
産
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に
雇
用
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
店
勤
務
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
（

）
14

。
十
九
日
の
午
後
九
時
に
東
京
駅
か
ら
汽
車
で
神
戸
に
移
動
し
て
い
る
（

）
15

。
旅

行
冊
子
の
日
記
に
よ
る
と
、
二
十
日
は
「
宝
屋
」
で
送
別
会
が
開
か
れ
、
そ
の
後
、
神
戸
港
に
接
岸
中
の
筥
崎
丸
に
出
向
い
て
い
る
。
労
働

代
表
の
一
行
も
乗
り
込
ん
で
い
た
た
め
船
上
は
混
雑
し
て
い
た
と
い
う
。
筥
崎
丸
は
午
後
三
時
に
出
港
。
高
公
一
行
は
東
神
倉
庫
の
小
型
蒸

気
船
で
港
口
ま
で
同
航
し
て
同
船
を
見
送
っ
た
。
港
に
戻
っ
た
後
、
神
戸
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
で
小
休
止
し
、
夕
方
京
都
に
戻
っ
た
。

四
国
旅
行
の
復
路
に
見
送
り
で
き
る
よ
う
に
行
程
を
調
整
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
偶
然
出
会
っ
た
知
人

最
後
に
、
復
路
で
偶
然
会
っ
た
知
人
に
触
れ
て
お
く
。
十
八
日
に
玉
か
ら
京
都
に
移
動
す
る
途
中
、
灘
中
学
校
前
付
近
で
Ｓ
Ｓ
に
乗
っ
て

帰
宅
す
る
途
中
の
「
野
村
氏
」
と
偶
然
遭
遇
し
て
い
る
。
京
都
滞
在
中
の
映
像
に
旅
行
者
五
名
と
は
異
な
る
男
性
の
映
っ
て
い
る
シ
ー
ン
が

あ
る
（
後
掲
第
30
図
）。
そ
れ
を
見
る
限
り
、
こ
の
人
物
は
野
村
合
名
会
社
社
長
の
野
村
義
太
郎
と
思
わ
れ
る
。
し
ば
し
会
談
し
た
の
ち
、

後
日
会
う
こ
と
に
し
て
そ
の
場
は
別
れ
、
翌
日
の
夜
に
京
都
の
料
亭
・
瓢
亭
で
会
食
し
た
。
二
十
一
日
に
京
都
を
出
発
す
る
際
に
野
村
は
大

津
ま
で
Ｓ
Ｓ
で
付
き
添
い
、
見
送
っ
て
い
る
。
当
時
国
内
に
ほ
と
ん
ど
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
Ｓ
Ｓ
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
動
車
愛

好
家
仲
間
の
一
人
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
公
ら
は
旅
先
で
少
な
か
ら
ず
知
人
と
会
っ
て
い
た
。
基
本
的
に
は
自
分
た
ち
で
計
画
・
立
案
す
る
旅
行
だ
っ
た
が
、

場
所
に
よ
っ
て
は
彼
ら
か
ら
支
援
を
受
け
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）　
戦
後
の
高
公
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
よ
る
と
、
一
連
の
自
動
車
旅
行
は
ガ
ソ
リ
ン
の
統
制
が
始
ま
っ
て
中
断
し
た
が
、
九
州
・
北
海
道
の

旅
行
も
構
想
し
て
い
た
と
い
う
（
三
井
八
郎
右
衛
門
「
若
き
日
の
日
本
一
周
プ
ラ
ン
」『
最
新
自
動
車
読
本
』
一
―
二
、
一
九
六
〇
年
、
七
六

頁
）。
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（
2
）　
Ｓ
Ｓ
の
生
産
台
数
や
輸
出
実
績
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
動
車
研
究
家
が
整
理
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
戦
前
日
本
に
輸
出
さ
れ
た

Ｓ
Ｓ
は
三
台
で
、m

itsui

が
二
・
五
リ
ッ
タ
ー
を
一
台
、nosaw

a

が
一
・
五
リ
ッ
タ
ー
と
二
・
五
リ
ッ
タ
ー
を
一
台
ず
つ
購
入
し
て
い
る

（C
rouch�A

llan�SS�&
�Jaguar�C

ars�:�1936-1951(E
ngland:�H

erridge�&
�Sons,�2013),�p181

）。nosaw
a

は
野
沢
三
喜
三
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
資
料
に
よ
る
と
、
高
公
は
Ｓ
Ｓ
二
・
五
リ
ッ
タ
ー
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
高
公
は
Ｓ
Ｓ
二
・
五

リ
ッ
タ
ー
で
ド
ラ
イ
ブ
し
て
お
り
（「《
自
動
車
旅
行
記
録
ノ
ー
ト
》」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
家
未
整
理
史
料
）、
本
人
も
「
Ｓ
Ｓ
ジ
ャ
ガ
ー

は
私
が
持
っ
て
い
ま
し
た
し
、
ジ
ャ
ガ
ー
の
二
・
五
Ｌ
の
車
も
同
じ
く
一
時
乗
っ
て
い
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
前
掲
片
岡
編
著

書
、
一
二
三
頁
）、
実
際
に
二
・
五
リ
ッ
タ
ー
を
所
有
し
て
い
た
よ
う
だ
。
野
沢
は
高
公
と
も
交
流
が
あ
り
、
四
国
旅
行
で
用
い
た
一
・
五
リ
ッ

タ
ー
は
野
沢
を
介
し
て
購
入
し
た
か
、
野
沢
か
ら
購
入
を
持
ち
か
け
ら
れ
て
取
得
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）　
価
格
は
前
掲A

llan�

五
六
頁
。
お
そ
ら
く
価
格
的
に
は
大
衆
車
の
部
類
に
入
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
高
公
の
特
に
愛
用
し
た
と
い
う
ベ
ン

ト
レ
ー
一
九
三
六
年
型
三
・
五
リ
ッ
タ
ー
の
カ
タ
ロ
グ
上
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
販
売
価
格
は
一
四
六
〇
ポ
ン
ド
で
あ
る
（「《3½

LIT
R
E
�B
E
N
T
-

LE
Y

》」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
家
未
整
理
史
料
）。

（
4
）　
ラ
イ
レ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
当
時
の
カ
タ
ロ
グ
画
像
を
参
照
し
た
（「R

iley�A
lpine�Inform

ation�Pages

」http://

rileym
otors.co.uk/alpine.htm

l

（
二
〇
二
一
年
一
月
二
十
五
日
閲
覧
）。

（
5
）　
前
掲
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ク
ラ
ブ
編
著
書
、
一
二
二
～
一
二
三
頁
。

（
6
）　「
三
井
八
郎
右
衛
門
氏
」（『
ド
ラ
イ
ブ
』
一
九
五
六
年
二
月
号
、
二
三
頁
）。
三
井
高
公
関
係
の
新
聞
雑
誌
記
事
を
切
り
抜
い
た
ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
ク
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
家
未
整
理
史
料
）
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
雑
誌
の
巻
数
・
号
数
は
不
明
。

（
7
）　
前
掲
三
井
記
事
一
九
六
〇
年
、
七
七
頁
。

（
8
）　「
北
三
井
家
本
邸
日
記
」
昭
和
十
一
年
七
月
十
七
日
・
十
九
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
二
三
五
）。

（
9
）　「《
自
動
車
旅
行
記
録
ノ
ー
ト
》」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
家
未
整
理
史
料
）。

（
10
）　
造
船
部
神
戸
支
部
支
部
長
兼
任
。
一
九
三
六
年
九
月
時
点
で
は
取
締
役
兼
部
長
と
な
っ
て
い
る
（「
三
井
物
産
株
式
会
社
職
員
録
　
第
三
十

一
版
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
物
産
五
一
―
二
七
）。
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（
11
）　
現
時
点
で
詳
細
不
明
。

（
12
）　「
北
三
井
家
本
邸
日
記
」
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
一
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
二
三
五
）。
た
だ
し
、
こ
の
日
、
高
公
は
長
男
・
高

元
と
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
て
お
り
、
実
際
に
高
公
と
清
水
が
面
会
で
き
た
の
か
確
認
で
き
な
い
。

（
13
）　
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
竣
工
し
た
日
本
郵
船
の
貨
客
船
。
欧
州
航
路
に
投
入
さ
れ
て
い
た
。

（
14
）　
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
八
月
一
日
の
「
社
報
」
で
は
「
当
会
社
に
傭
入
新
嘉
坡
支
店
勤
務
を
命
ず
」「
昭
和
四
年
度
東
京
農
業
大
学
本

科
卒
業
、
元
三
井
合
名
会
社
使
用
人
」
と
あ
る
（「
三
井
物
産
株
式
会
社
社
報
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
物
産
四
二
―
二
七
）。
ま
た
、
同
年
九

月
の
「
職
員
録
」
に
は
「
新
嘉
坡
支
店
庶
務
掛
」
と
あ
る
（「
三
井
物
産
株
式
会
社
職
員
録
　
第
三
十
一
版
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
物
産
五

一
―
二
七
）。

（
15
）　「
北
三
井
家
本
邸
日
記
」
昭
和
十
一
年
八
月
十
九
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
二
三
五
）。
鋹
子
と
高
元
は
東
京
駅
頭
で
康
亀
の
出
発

を
見
送
っ
て
い
る
。

二
　
旅
行
記
録
に
み
え
る
交
通
事
情

1　

高
公
ら
の
道
路
調
査
に
つ
い
て

は
じ
め
に
で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
公
ら
は
自
動
車
旅
行
の
ル
ー
ト
上
に
通
過
点
を
設
定
し
て
お
り
、
そ
の
地
点
の
路
面
の
状
況
を
「
路
情

標
準
」
と
し
て
Ａ
か
ら
Ｄ
の
四
段
階
で
評
価
し
て
い
た
。
Ａ
は
舗
装
道
路
、
Ｂ
は
快
走
し
得
る
良
道
、
Ｃ
は
普
通
に
走
行
し
得
る
道
路
、
Ｄ

は
走
行
困
難
な
悪
路
で
あ
る
。
本
文
末
の
付
表
1
に
各
通
過
点
の
路
情
標
準
を
掲
載
し
て
い
る
。
四
国
一
周
旅
行
の
路
上
調
査
地
点
は
、
東

京
か
ら
玉
ま
で
の
本
州
部
分
と
、
往
復
路
の
重
複
を
含
め
て
、
延
べ
二
四
六
地
点
で
あ
る
。
調
査
地
点
に
は
県
庁
前
・
警
察
前
・
郵
便
局
前

な
ど
の
公
的
機
関
や
、
橋
・
十
字
路
・
峠
な
ど
特
定
し
や
す
い
場
所
を
選
定
し
て
い
る
。
全
体
を
眺
め
た
と
き
、
特
に
四
国
に
入
っ
て
か
ら
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は
調
査
地
点
と
し
て
郵
便
局
前
を
選
ん
で
い
る
所
が
多
い
。
通
過
地
点
と
し
て
わ
か
り
や

す
か
っ
た
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
郵
便
局
は
高
公
ら
の
旅
行
の
準
備
段
階
に

お
い
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
。
前
稿
で
も
触
れ
た
が
、
彼
ら
は
旅
行
準
備
段
階

に
お
い
て
、
ル
ー
ト
上
の
郵
便
局
に
往
復
は
が
き
を
出
し
、
郵
便
局
と
郵
便
局
の
間
の
路

面
状
況
や
バ
ス
の
運
行
の
有
無
、
ハ
イ
ヤ
ー
の
通
行
状
況
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
、
ル
ー
ト

選
択
の
参
考
と
し
て
い
た
（

）
1

。
特
に
目
標
と
な
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
や
施
設
の
無
い
箇
所
で
は

郵
便
局
と
郵
便
局
を
結
ぶ
か
た
ち
で
ル
ー
ト
選
択
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

2　

高
公
ら
の
道
路
評
価
と
交
通
状
況

で
は
、
高
公
ら
の
道
路
評
価
を
み
て
み
よ
う
。
第
2
表
は
路
情
標
準
の
Ａ
か
ら
Ｄ
評
価
の
件
数
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
観
測
地
点
は

二
四
六
地
点
だ
が
、
複
数
の
評
価
を
含
む
箇
所
が
あ
る
た
め
、
件
数
は
そ
れ
よ
り
や
や
多
い
。
こ
こ
で
は
Ａ
を
含
む
地
点
は
五
〇
、
Ｂ
を
含

む
地
点
は
一
四
、
Ｃ
を
含
む
地
点
は
一
二
一
、
Ｄ
を
含
む
地
点
は
八
、
不
明
は
六
八
で
あ
っ
た
。
Ｃ
が
最
も
多
く
、
不
明
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｄ
と

続
く
（

）
2

。
Ｃ
評
価
が
最
多
で
あ
り
、
逆
に
Ｂ
評
価
・
Ｄ
評
価
は
少
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
彼
ら
の
選
択
し
た
道
に
は
、
走
行
不
可
能
な
悪
路

と
見
な
し
う
る
所
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
評
価
別
に
道
路
状
況
と
交
通
状
況
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
Ａ
評
価
の
道
路

先
述
の
と
お
り
、
Ａ
評
価
の
道
路
は
舗
装
道
路
で
あ
る
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
道
路
法
が
成
立
し
、
国
と
地
方
自
治
体
と
の
責

任
・
費
用
分
担
や
、
道
路
の
種
類
・
等
級
な
ど
が
定
め
ら
れ
る
と
、
道
路
の
改
良
が
各
地
で
進
め
ら
れ
た
（

）
3

。
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
の
復
興

事
業
と
し
て
東
京
市
内
の
舗
装
道
路
が
急
速
に
整
備
さ
れ
、
昭
和
に
入
る
と
道
路
事
業
の
ほ
か
失
業
対
策
・
産
業
開
発
の
一
環
と
し
て
、
地

第 ２表　評価別件数

路情�
標準 件数 割合

A 41� 16.7%
A,�B 1 � 0.4%
A,�C 7 � 2.8%
A,�C,�D 1 � 0.4%
B 11� 4.5%
B,�C 2 � 0.8%
C 110� 44.7%
C,�D 1 � 0.4%
D 6 � 2.4%
× 66� 26.8%

合計 246�
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方
で
も
道
路
整
備
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
ま
た
、
陸
軍
特
別
大
演
習
の
際
に
天
皇
や
軍
用
車
の
通
る
道
路
の
改
良
を
行
う
都
市
も
あ
っ
た
。
高

公
ら
は
東
京
か
ら
京
都
の
間
、
京
都
か
ら
姫
路
の
間
の
基
幹
路
で
舗
装
道
路
を
通
行
し
て
い
る
（
付
表
1
№
1
～
45
）。
日
記
で
は
、「
京
阪
、

阪
神
の
国
道
と
山
陽
道
へ
向
つ
て
走
る
。
須
磨
・
明
石
あ
た
り
種
々
の
近
代
的
施
設
の
為
め
幾
分
白
砂
清
松
の
雅
味
が
薄
ら
い
だ
有
様
で
は

あ
る
が
、
姫
路
迄
の
舗
装
道
路
は
実
に
堂
々
た
る
も
の
」（
八
月
八
日
条
）
と
し
て
お
り
、
京
阪
国
道
（

）
4

、
阪
神
国
道
（

）
5

、
神
戸
か
ら
須
磨
・
明

石
を
経
由
し
て
姫
路
に
い
た
る
道
路
な
ど
、
舗
装
道
路
を
利
用
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
5
図
は
京
阪
国
道
を
京
都
か
ら
大
阪
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
映
像
の
一
部
で
、
Ｓ
Ｓ
の
助
手
席
か
ら
前
方
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

第 ５図　京阪国道
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場
所
は
現
在
の
京
阪
本
線
御
殿
山
駅
附
近
と
思
わ
れ
、
画
面
左
手
を
架
線
が
流
れ
て
ゆ
く
。

三
七
秒
ほ
ど
の
映
像
の
な
か
で
、
ト
ラ
ッ
ク
一
台
を
追
走
し
な
が
ら
別
の
ト
ラ
ッ
ク
二
台
を

追
い
抜
き
、
そ
の
間
に
乗
用
車
一
台
・
ト
ラ
ッ
ク
一
台
と
す
れ
違
っ
て
い
る
。
動
画
撮
影
は

八
月
十
日
（
日
）
の
昼
頃
、
気
象
状
況
は
雨
あ
が
り
の
曇
り
で
あ
る
。
天
気
の
悪
い
日
曜
昼

下
が
り
の
京
阪
国
道
の
自
動
車
交
通
量
を
垣
間
見
ら
れ
る
。
幅
員
の
広
い
舗
装
道
路
で
、
比

較
的
速
度
を
上
げ
て
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
他
の
低
速
ト
ラ
ッ
ク
の
追
い
抜
き
も
自
由
自

在
と
い
う
、
快
適
な
道
路
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
6
図
は
京
阪
国
道
か
阪
神
国
道
と
思
わ
れ
る
が
場
所
不
明
で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
が
ラ
イ
レ
ー

を
待
ち
合
わ
せ
て
い
る
シ
ー
ン
の
一
部
で
あ
る
。
三
〇
秒
ほ
ど
の
映
像
の
な
か
で
乗
用
車
一

台
が
通
過
し
、
映
像
の
遠
方
で
は
低
速
の
ト
ラ
ッ
ク
を
別
の
ト
ラ
ッ
ク
が
追
い
抜
い
て
い
る
。

こ
こ
も
路
肩
に
駐
車
し
て
も
な
お
余
裕
の
あ
る
幅
員
の
広
い
道
路
で
あ
り
、
か
つ
並
木
も
整

備
さ
れ
た
近
代
的
な
道
路
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
自
転
車
二
台
、
手
押
し
車
と
思
わ
れ
る
軽
車
両
も
三
台
映
っ
て
お
り
、
様
々
な
車
両
に
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

復
路
で
は
、
大
垣
か
ら
岐
阜
に
か
け
て
整
備
さ
れ
て
い
た
岐
垣
国
道
を
通
行
し
て
い
る
。
日
記
で
も
「
垂
井
を
経
て
大
垣
に
入
る
と
、

こ
ゝ
か
ら
岐
阜
迄
の
約
十
哩
は
舗
装
さ
れ
た
幅
の
広
い
新
道
で
、
瞬
く
間
に
揖
斐
川
、
長
良
川
を
渡
り
十
分
余
り
に
し
て
岐
阜
の
町
へ
着

く
」（
八
月
二
十
一
日
条
）
と
記
し
て
い
る
。
第
7
図
は
岐
垣
国
道
の
起
点
附
近
で
ラ
イ
レ
ー
が
Ｓ
Ｓ
を
待
ち
合
わ
せ
る
シ
ー
ン
の
一
部
で

あ
る
。
撮
影
は
八
月
二
十
一
日
（
木
）
の
昼
過
ぎ
で
あ
る
。
木
の
陰
の
短
さ
か
ら
、
日
差
し
の
強
い
昼
下
が
り
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

短
い
映
像
で
あ
り
他
の
自
動
車
の
通
過
を
確
認
で
き
な
い
が
、
幅
の
広
い
中
央
分
離
帯
で
仕
切
ら
れ
た
幅
員
の
広
い
道
路
と
な
っ
て
お
り
、

第 ６図　京阪国道か阪神国道
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歩
道
内
に
は
街
路
樹
も
植
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
ち
ら
も
近
代
的
な
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（

）
6

。
大
正
末
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
、
特
に
関
西
か
ら
中
部
地
方
で
は
、
道
路
の
近
代
化
改
修
が
順
次
進
め
ら
れ
て
お
り
、
高
公
ら
は
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
快

適
な
自
動
車
移
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
の
他
、
愛
知
県
下
で
は
豊
橋
（
付
表
1
№
26
）・
岡
崎
（
№
27
・
207
）・
知
立
（
№
28
・
206
）・
小
牧
（
№
201
）・
熱
田
（
№
203
）・
鳴
海

（
№
204
）・
有
松
（
№
205
）
で
Ａ
が
付
い
て
い
る
（
名
古
屋
も
舗
装
道
路
と
思
わ
れ
る
が
記
録
な
し
）。
愛
知
県
下
で
は
昭
和
三
年
（
一
九
二

八
）
以
降
道
路
舗
装
が
本
格
化
し
、
名
古
屋
市
内
の
主
要
道
路
の
大
半
が
舗
装
化
し
、
名
古
屋
以
外
に
も
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
頃
ま

で
に
名
古
屋
・
犬
山
・
一
宮
・
岡
崎
・
瀬
戸
・
豊
橋
・
半
田
・
刈
谷
・
知
立
・
田
原
の
主
要
国
道
・
県
道
の
舗
装
を
実
施
し
て
い
た
（

）
7

。
旅
行

記
録
で
は
こ
れ
ら
の
場
所
の
全
て
に
Ａ
を
付
け
て
い
な
い
た
め
、
未
舗
装
区
間
や
工
事
中
の

区
間
も
通
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
国
地
方
・
四
国
地
方
で
も
主
要
地
方
都
市
の
市
街
地
の
一
部
道
路
は
舗
装
さ
れ
て
い
た
。

高
公
ら
は
、
四
国
地
方
で
高
松
か
ら
屋
島
の
間
、
徳
島
市
街
地
、
高
知
市
街
地
で
舗
装
道
路

を
通
っ
て
お
り
、
中
国
地
方
で
岡
山
市
内
の
舗
装
道
路
を
通
行
し
て
い
る
。

四
国
の
場
合
、
例
え
ば
高
松
で
は
「
高
松
～
屋
島
間
凡
ん
ど
舗
装
な
り
」（
付
表
1
№

57
）
と
略
述
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
彼
ら
の
通
っ
た
の
は
国
道
二
二
号
線
（
当
時
）
で
あ
ろ

う
。
国
道
二
二
号
線
は
徳
島
で
最
初
に
整
備
さ
れ
た
国
道
で
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が

施
さ
れ
、
幅
員
も
一
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
五
メ
ー
ト
ル
確
保
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
十
一
年
時

点
で
高
松
市
塩
上
町
か
ら
西
潟
元
ま
で
工
事
が
進
ん
で
い
た
と
い
う
（

）
8

。
高
松
の
宿
泊
地
で
あ

る
川
六
旅
館
か
ら
見
学
地
の
屋
島
ま
で
、
彼
ら
は
整
備
さ
れ
た
ば
か
り
の
舗
装
道
路
を
利
用

第 ７図　岐垣国道
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し
て
高
松
市
内
を
移
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
徳
島
市
街
地
で
は
旅
館
前
（
付
表
1
№
65
）
と
県
庁
裏
（
付
表
1
№
66
、
県
庁
の
南
側
）
で
舗
装
道
路
を
走
っ
て
い
る
。
徳
島
県

庁
裏
に
は
、
徳
島
市
と
小
松
島
港
（
県
下
随
一
の
良
港
）
間
を
最
短
で
結
ぶ
「
産
業
道
路
」
の
起
点
が
あ
っ
た
。
こ
の
道
は
昭
和
七
年
（
一

九
三
二
）
に
竣
工
し
た
改
良
道
路
で
あ
り
（

）
9

、
こ
の
完
成
に
よ
り
小
松
島
と
徳
島
市
街
地
と
の
ア
ク
セ
ス
性
は
大
幅
に
改
善
し
た
。
昭
和
十
一

年
七
月
二
十
五
日
の
通
行
量
調
査
で
は
、
こ
の
道
路
の
一
日
の
通
行
量
（
時
間
は
不
明
）
は
自
家
用
車
一
四
六
台
、
乗
合
自
動
車
六
五
台
、

貨
物
自
動
車
九
三
台
で
あ
り
（

）
10

、
自
家
用
車
の
通
行
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
も
比
較
的
最
近
整
備
さ
れ
た
舗
装
道
路

に
接
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

岡
山
市
街
地
も
一
部
舗
装
化
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
岡
山
の
道
路
整
備
は
遅
れ
て
お
り
、
岡
山
市
内
で
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
陸

軍
大
演
習
に
あ
た
り
、
岡
山
駅
か
ら
城
下
を
経
由
し
て
鶴
見
橋
（
旭
川
に
架
か
る
橋
、
後
楽
園
と
対
岸
の
出
石
町
を
渡
す
）
に
い
た
る
区
間

の
舗
装
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
た
（

）
11

。
高
公
ら
も
岡
山
駅
か
ら
後
楽
園
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
お
り
（
付
表
1
№
145
、
付
表
2
№
145
）、
ま
さ
に
こ

の
舗
装
道
路
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
高
公
ら
の
通
っ
た
舗
装
道
路
を
概
観
し
た
。
特
に
関
西
地
方
で
通
行
し
た
道
路
は
道
幅
を
広
く
し
近
代
的
路
上
施
設
を
設
置
し
た

改
良
道
路
や
新
道
で
あ
り
、
総
じ
て
快
適
な
運
転
が
可
能
な
道
路
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
追
い
抜
き
も
自
在
で
あ
り
、
次
の
通
過
点
ま
で
の
移

動
も
速
や
か
に
行
え
る
道
路
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
Ｂ
評
価
の
道
路

Ｂ
評
価
の
道
路
は
快
走
に
適
し
た
未
舗
装
道
路
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
こ
の
評
価
を
付
け
ら
れ
た
通
過
点
は
少
な
い
。
四
国
で
は
高

知
県
の
安
芸
と
伊
野
、
愛
媛
の
道
後
と
小
松
、
香
川
県
の
高
松
な
ど
わ
ず
か
で
あ
る
。

安
芸
で
は
、
入
口
附
近
三
マ
イ
ル
程
度
に
つ
い
て
「
道
幅
比
較
的
広
く
路
面
ま
た
良
好
、
快
走
し
得
」（
付
表
1
№
89
）
と
あ
り
、
伊
野
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で
は
一
四
・
六
マ
イ
ル
か
ら
切
震
峠
に
か
け
て
「
屈
曲
相
当
あ
れ
ど
、
路
幅
比
較
的
広
く
、
路
面
又
佳
し
」（
付
表
1
№
97
）
と
あ
る
。
路
幅

が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
路
面
状
況
も
未
舗
装
な
が
ら
良
好
で
あ
れ
ば
Ｂ
評
価
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
松
山
か
ら
高
松
の
間
で
も
Ｂ
評
価
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
区
間
に
は
当
時
国
道
二
四
号
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
高
公
ら
も
こ
れ
を

走
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
松
山
近
郊
の
桧
皮
峠
を
除
く
と
平
坦
で
走
り
や
す
い
道
で
あ
っ
た
と
い
う
（

）
12

。
彼
ら
の
記
録
で
は
松
山
近
郊
で

「
松
山
か
ら
九
哩
程
は
新
道
で
路
巾
も
広
い
」（
付
表
1
№
123
）
で
あ
る
と
か
、
金
比
羅
か
ら
高
松
に
か
け
て
の
道
で
「
ほ
と
ん
ど
新
道
な

り
」（
付
表
1
№
139
）、「
高
松
迄
は
殆
ん
ど
幅
の
広
い
新
道
」（
日
記
八
月
十
六
日
条
）
と
し
て
い
る
。
Ｂ
評
価
の
道
路
は
お
お
む
ね
部
分
的

に
改
良
工
事
を
施
し
た
未
舗
装
の
新
道
で
あ
り
、
快
走
可
能
な
道
路
で
通
行
に
支
障
は
無
い
が
、
特
記
事
項
も
少
な
い
道
路
で
あ
っ
た
。
香

川
県
内
の
三
本
松
駅
前
（
付
表
1
№
60
）
は
路
情
標
準
と
し
て
は
Ｂ
だ
が
幅
員
が
狭
い
た
め
Ｃ
と
さ
れ
て
い
る
。
路
面
の
善
し
悪
し
で
評
価

し
つ
つ
、
幅
員
の
広
狭
な
ど
を
加
味
し
て
総
合
的
に
判
定
し
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

（
三
）
Ｃ
評
価
の
道
路

Ｃ
評
価
道
路
は
旅
行
記
録
中
で
最
も
多
く
、
当
時
全
国
各
地
に
あ
り
ふ
れ
て
い
た
道
路
で
あ
っ
た
。
四
国
の
道
路
も
大
半
が
Ｃ
評
価
を
下

さ
れ
て
い
る
。
旅
行
冊
子
の
日
記
部
分
で
道
路
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
箇
所
も
複
数
あ
る
た
め
、
以
下
四
国
の
Ｃ
評
価
道
路
に
つ
い
て
い

く
つ
か
見
て
み
よ
う
。

例
え
ば
、
香
川
・
徳
島
県
境
に
あ
る
大
阪
峠
（

）
13

は
Ｃ
評
価
で
あ
る
。
地
図
で
見
る
限
り
、
極
め
て
屈
曲
の
多
い
道
路
で
走
り
づ
ら
そ
う
な
印

象
を
持
つ
が
、
旅
行
日
記
で
は
「
急
峻
な
る
峠
に
し
て
登
り
長
く
曲
屈
多
け
れ
ど
も
、
土
質
固
く
、
路
面
亦
良
好
に
し
て
運
転
困
難
な
ら
ず
、

幾
分
ト
ラ
ッ
ク
の
轍
跡
に
依
る
凹
み
あ
れ
ど
、
苦
に
な
る
程
に
て
は
無
し
」（
付
表
1
№
63
）
と
し
て
い
る
。
峠
道
で
登
り
が
長
く
屈
曲
し

て
い
る
が
、
路
面
は
比
較
的
良
好
で
あ
り
、
問
題
無
く
運
転
可
能
な
道
路
だ
っ
た
よ
う
だ
。

八
月
十
二
日
の
徳
島
か
ら
高
知
県
室
戸
岬
ま
で
の
行
程
で
は
、
徳
島
市
内
と
評
価
不
明
の
場
所
以
外
全
て
Ｃ
評
価
で
あ
る
。
こ
の
区
間
に
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つ
い
て
、
旅
行
記
録
で
は
「
徳
島
県
の
道
路
は
手
入
行
届
き
路
面
良
く
、
凹
凸
な
し
。
但
し
路
巾
は
広
か
ら
ず
、
処
に
依
り
て
は
す
れ
違
い

困
難
に
て
、
僅
か
な
が
ら
も
後
退
す
る
の
止
む
無
き
様
な
処
も
稀
れ
に
は
あ
り
。
県
境
を
越
え
て
依
り
、
幾
分
路
面
の
凹
凸
あ
れ
ど
さ
し
た

る
事
な
し
、
な
お
街
道
を
走
行
し
あ
る
『
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
』
は
心
よ
く
避
譲
し
呉
る
る
為
、
運
転
愉
快
な
り
」（
付
表
1
№
76
）
と
評
し

て
い
る
。
第
8
図
は
徳
島
県
の
加
島
海
岸
附
近
と
思
わ
れ
る
映
像
か
ら
切
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
イ
レ
ー
・
Ｓ
Ｓ
に
バ
ス
が
一
台
追
従

し
て
い
る
。
道
幅
は
自
動
車
が
一
台
通
れ
る
程
度
で
あ
り
、
こ
の
場
所
で
の
離
合
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
第
9
図
も
徳
島
県
の
加
島
海
岸
付

近
と
思
わ
れ
る
映
像
か
ら
切
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
海
岸
沿
い
の
道
路
で
バ
ス
と
離
合
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
海
に
転
落
せ
ん
ば
か
り
の

シ
ー
ン
で
思
わ
ず
手
に
汗
握
る
。
第
10
図
は
高
知
県
下
（
場
所
不
明
）
で
カ
ー
ブ
で
ト
ラ
ッ
ク
と
離
合
し
よ
う
と
す
る
Ｓ
Ｓ
を
撮
影
し
た
一

第 ８図　徳島県加島海岸附近

第 ９図　徳島県加島海岸附近

第 １０ 図　高知県甲浦・室戸岬間
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コ
マ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ト
ラ
ッ
ク
が
幅
の
広
い
地
点
に
停
止
し
て
Ｓ
Ｓ
を
や
り
過
ご
し
て
い
る
。
第
11
図
は
高
知
県
下
甲
浦
・
室
戸
岬
間

で
ラ
イ
レ
ー
の
助
手
席
か
ら
前
方
を
撮
影
し
た
映
像
で
あ
る
。
車
体
側
面
に
「
野
村
自
動
車
（

）
14

□（株
式
会
社
ヵ
）

□
□
□
」
と
書
か
れ
た
バ
ス
が
砂
塵
を
あ
げ

て
対
向
し
て
き
て
お
り
、
双
方
比
較
的
速
度
を
維
持
し
て
離
合
す
る
。
地
元
の
道
を
知
り
尽
く
し
た
バ
ス
（

）
15

・
ト
ラ
ッ
ク
（

）
16

の
運
転
手
は
離
合
可

能
地
点
を
心
得
て
お
り
、
他
の
自
動
車
に
道
を
譲
り
つ
つ
、
上
手
に
離
合
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

八
月
十
四
日
の
高
知
か
ら
宇
和
島
へ
の
行
程
で
は
、
Ｂ
評
価
の
伊
野
郵
便
局
前
（
付
表
1
№
97
）
と
評
価
不
明
の
地
点
（
付
表
1
№
96
・

103
・
105
・
107
・
109
・
110
）
以
外
全
て
Ｃ
評
価
で
あ
る
。
旅
行
記
録
で
は
高
知
県
の
道
路
は
一
般
的
に
良
好
だ
が
、
宇
和
島
の
手
前
十
数
マ
イ

ル
は
路
面
の
凹
凸
が
多
く
徐
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
所
も
あ
っ
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
高
知
県
佐
川
と
須
崎
の
間
に
あ
る
斗
賀
野
峠
（

）
17

（
付

表
1
№
99
）
は
Ｃ
評
価
で
あ
る
。
日
記
で
は
「
斗
賀

野
峠
を
越
え
て
進
む
。
大
し
た
峠
で
は
な
い
。
急
峻

で
も
な
く
且
又
路
面
も
悪
る
く
な
い
し
、
そ
れ
に
カ

ー
ブ
が
な
か
な
か
よ
く
作
ら
れ
て
居
る
。
巾
を
相
当

広
く
取
つ
て
大
き
な
ト
ラ
ツ
ク
な
ど
も
一
遍
で
回
転

出
来
る
様
に
な
つ
て
居
る
」（
八
月
十
四
日
条
）
と

し
て
い
る
。
路
面
状
況
は
未
舗
装
道
路
に
し
て
は
比

較
的
良
好
で
、
ト
ラ
ッ
ク
も
切
り
返
し
せ
ず
に
転
回

で
き
る
カ
ー
ブ
の
設
計
の
良
さ
な
ど
を
評
価
し
て
い

る
。
第
12
図
・
第
13
図
・
第
14
図
は
高
知
か
ら
須
崎

の
間
で
撮
影
さ
れ
た
映
像
か
ら
切
り
出
し
た
画
像
で

第 １１ 図　高知県甲浦・室戸岬間



272

あ
る
。
具
体
的
な
場
所
は
わ
か
ら
な
い
が
斗
賀
野
峠
を
含
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
12
図
は
ト
ラ
ッ
ク
を
追
い
越
し
た
Ｓ
Ｓ
の
様
子
で
あ
り
、

ト
ラ
ッ
ク
が
路
肩
に
寄
せ
て
一
行
に
道
を
譲
っ
て
い
る
。
第
13
図
は
Ｓ
Ｓ
助
手
席
か
ら
前
方
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
ギ
リ
ギ
リ
で
離
合
し
て

い
く
バ
ス
の
様
子
を
映
し
て
い
る
。
こ
の
バ
ス
も
第
11
図
と
同
じ
く
野
村
自
動
車
株
式
会
社
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
14
図
は
ラ
イ
レ
ー
の

助
手
席
か
ら
撮
影
し
た
ト
ラ
ッ
ク
と
の
離
合
で
あ
り
、
離
合
し
や
す
い
カ
ー
ブ
の
一
角
に
ト
ラ
ッ
ク
を
止
め
て
一
行
を
や
り
過
ご
そ
う
と
し

て
い
る
。
映
像
に
残
っ
て
い
る
道
を
見
る
限
り
、
幅
は
狭
い
も
の
の
、
カ
ー
ブ
の
半
径
は
き
つ
く
な
く
、
ト
ラ
ッ
ク
も
容
易
に
曲
が
れ
る
構

造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
四
）
Ｄ
評
価
の
道
路

第 １３ 図　高知～須崎間

第 １４ 図　高知～須崎間

第 １２ 図　高知～須崎間
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Ｄ
評
価
の
通
過
点
は
全
体
的
に
少
な
く
、
四
国
の
中
に
明
確
に
Ｄ
評
価
を
付
け
ら
れ
て
い
る
道
は
無
い
。
た
と
え
ば
、
岡
山
と
兵
庫
の
県

境
の
片
上
（
付
表
1
№
148
）
や
三
石
（
付
表
1
№
49
・
149
）
が
Ｄ
判
定
で
あ
る
。
上
郡
町
と
備
前
市
の
境
に
あ
る
船
坂
峠
は
山
陽
道
第
一
の

難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
の
明
治
天
皇
行
幸
の
際
、
悪
路
の
た
め
馬
車
が
揺
れ
る
と
い
う
の
で
突
貫
工
事

で
道
路
が
改
修
さ
れ
た
と
い
う
（

）
18

。
三
石
は
船
坂
峠
の
西
側
の
ふ
も
と
の
宿
場
町
で
あ
り
、
蝋
石
の
採
石
と
そ
れ
を
原
料
と
す
る
耐
火
煉
瓦
の

生
産
で
知
ら
れ
て
い
た
。
日
記
に
は
「
船
坂
峠
を
下
つ
て
の
三
石
村
附
近
の
路
は
泣
き
出
し
度
い
位
の
悪
路
で
あ
る
。
雨
で
も
降
つ
た
後
だ

つ
た
ら
ど
う
な
る
事
か
と
思
は
れ
る
。
此
近
所
に
練
瓦
の
原
石
を
採
掘
す
る
処
が
あ
り
、
そ
れ
の
運
搬
に
ト
ラ
ツ
ク
や
荷
馬
車
が
寄
つ
て
た

か
つ
て
の
壊
し
放
題
で
あ
る
」（
八
月
九
日
条
）
と
あ
る
。
道
が
狭
隘
で
、
路
面
も
著
し
く
悪
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
特
に
、
重
量
物

で
あ
る
煉
瓦
原
石
の
輸
送
の
た
め
に
ト
ラ
ッ
ク

や
荷
馬
車
が
往
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
ら

が
路
面
を
破
壊
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
第

15
図
は
原
石
採
掘
所
附
近
を
通
過
す
る
ラ
イ
レ

ー
の
映
像
を
切
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
で

は
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
映
像
で
は
道
路
の
凹
凸

に
注
意
し
な
が
ら
徐
行
運
転
す
る
ラ
イ
レ
ー
が

映
っ
て
お
り
、
舗
装
道
路
や
他
の
道
路
に
比
べ

て
自
動
車
の
動
揺
の
大
き
さ
が
見
て
取
れ
る
。

路
肩
に
石
も
転
が
っ
て
い
て
状
態
の
良
く
な
い

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
16
図
は
船
坂
峠
に
向

第 １５ 図　煉瓦原石採取所附近

第 １６ 図　三石の荷馬車
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か
う
途
中
の
ラ
イ
レ
ー
助
手
席
か
ら
前
方
を
撮
影
し
た
映
像
の
一
部
で
あ
る
。
前
方
を
煉
瓦
原
石
を
積
ん
だ
荷
馬
車
が
同
方
向
に
ゆ
っ
く
り

と
進
ん
で
お
り
、
ラ
イ
レ
ー
の
行
く
手
を
阻
ん
で
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
三
石
は
四
国
一
周
旅
行
の
全
行
程
の
中
で
も
か
な
り
評
価
の
低
い

地
点
で
あ
っ
た
。

も
う
一
箇
所
、
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
Ｄ
評
価
地
点
が
あ
る
。
下
呂
か
ら
の
帰
路
に
通
過
し
た
神
淵
（
付
表
1
№
194
）、
川
辺
（
№
196
）、

古
井
（
№
197
）
に
か
け
て
の
道
路
で
あ
る
。
飛
騨
高
地
と
濃
尾
平
野
の
境
界
に
あ
た
る
川
辺
は
、
木
曾
川
支
流
の
飛
騨
川
沿
い
の
町
で
あ
る
。

飛
騨
川
の
水
運
に
恵
ま
れ
、
飛
騨
と
美
濃
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
旅
行
記
録
で
は
、「
此（神
淵
）処か
ら
道
を
左
に
取
り
神
淵
川
に
つ
い

て
下
り
、
上
麻（麻
生
）
布
で
再
び
益
田
川
の
下
流
で
あ
る
飛
騨
川
に
沿
ひ
、
高
山
線
に
並
行
し
て
走
る
。
此
の
あ
た
り
川
辺
、
古
井
附
近
は
路
巾
も

狭
く
路
面
も
悪
る
い
し
、
そ
れ
に
ト
ラ
ツ
ク
の
往
来
も
相
当
あ
つ
て
余
り
愉
快
な
道
で
は
な
い
」（
八
月
二
十
二
日
条
）
と
し
て
い
る
。
川

辺
・
古
井
近
辺
も
道
幅
の
狭
さ
や
路
面
の
悪
さ
、
ト
ラ
ッ
ク
の
往
来
で
通
行
が
阻
害
さ
れ
る
な
ど
、
快
走
の
難
し
い
道
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
の
区
間
に
あ
る
神
淵
に
つ
い
て
は
Ｃ
評
価
で
「
こ
の
地
方
に
お
い
て
は
最
良
」（
付
表
2
№
195
）
と
評
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
明
確
に
Ｄ
評
価
は
つ
い
て
い
な
い
も
の
の
、
評
価
不
明
の
通
過
地
点
で
道
路
の
悪
さ
に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
と
え

ば
四
国
の
場
合
、
高
知
県
と
愛
媛
県
の
県
境
に
近
い
川
崎
（
付
表
1
№
107
）
で
は
、
仁
井
田
川
に
沿
っ
て
高
知
県
か
ら
愛
媛
県
入
る
と
路
面

が
急
に
悪
く
な
り
車
体
も
振
動
す
る
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
愛
媛
県
内
の
喜
多
灘
（
付
表
1
№
118
）
で
は
、
喜
多
灘
か
ら
上
灘
に
か
け
て
道

幅
が
非
常
に
狭
く
、
自
動
車
一
台
の
幅
で
、
す
れ
違
い
不
可
能
な
場
所
が
多
い
と
し
て
い
る
。
同
じ
く
愛
媛
県
の
大
野
原
（
付
表
1
№
137
）

で
は
道
路
改
修
中
の
箇
所
で
は
路
面
が
甚
だ
悪
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
実
質
的
に
Ｄ
評
価
に
近
い
場
所
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
Ｄ
評
価
の
道
は
い
ず
れ
も
道
幅
が
狭
く
、
路
面
の
凹
凸
は
激
し
く
、
砂
塵
も
舞
い
、
場
所
に
よ
っ
て
は
車
両
往
来
の
激

し
い
所
で
あ
っ
た
。
船
越
峠
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
難
所
と
し
て
知
ら
れ
る
場
所
も
含
ん
で
い
る
。
路
面
状
態
が
極
度
に
悪
く
、
交
通
量
増

加
に
未
対
応
で
あ
り
、
元
来
の
路
面
の
悪
さ
に
加
え
て
貨
物
輸
送
の
ト
ラ
ッ
ク
や
荷
馬
車
が
路
面
破
壊
、
悪
路
化
す
る
場
合
あ
っ
た
。
往
来
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の
激
し
い
未
舗
装
道
路
の
課
題
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

3　

宇
高
航
路
を
利
用
し
た
車
両
の
海
上
輸
送

最
後
に
道
路
で
は
な
い
も
の
の
、
四
国
に
渡
る
た
め
の
車
両
輸
送
手
段
も
当
時
の
交
通
事
情
と
し
て
重
要
で
あ
る
た
め
触
れ
て
お
き
た
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
高
公
ら
旅
行
者
は
玉
造
船
所
の
船
を
利
用
し
て
玉
と
高
松
の
間
を
渡
海
し
た
。
一
方
、
高
公
ら
の
自
動
車
は
、
往

路
・
復
路
と
も
に
宇
野
港
と
高
松
港
を
結
ぶ
宇
高
航
路
で
運
ば
れ
た
。
車
両
の
海
上
輸
送
の
様
子
は
旅
行
記
録
と
映
像
で
残
さ
れ
て
お
り
、

「
貨
車
渡
艀
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
輸
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
貨
車
渡
艀
と
は
、
貨
車
を
艀
に
積
ん
で
曳
船
で
曳
航
す
る
輸
送
方

法
で
あ
る
。
宇
高
航
路
で
は
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
か
ら
導
入
さ
れ
た
連
絡
方
法
で
、
貨

物
輸
送
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
荷
物
事
故
が
増
え
た
こ
と
、
貨
車
と
船
と
の
荷
物
の
積
み
下

ろ
し
の
効
率
改
善
の
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
採
用
さ
れ
た
と
い
う
。
昭
和
五
年
（
一

九
三
〇
）
に
直
接
貨
車
を
積
み
込
め
る
自
航
貨
物
船
「
第
一
宇
高
丸
」
が
就
航
し
、
同
九
年

に
は
「
第
二
宇
高
丸
」
も
就
航
し
て
い
た
が
、
輸
送
力
補
助
の
た
め
に
貨
車
渡
艀
も
併
用
さ

れ
て
い
た
。
戦
時
中
に
は
関
門
海
峡
で
使
用
し
て
い
た
第
一
～
第
五
関
門
丸
も
転
用
さ
れ
、

自
航
式
貨
物
船
に
よ
る
輸
送
力
が
漸
次
増
強
さ
れ
て
い
っ
た
た
め
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四

二
）
に
貨
車
渡
艀
の
運
用
は
終
了
し
た
（

）
19

。

高
公
ら
の
旅
行
で
は
、
十
一
日
に
宇
野
駅
ま
で
自
動
車
を
運
ん
で
自
分
た
ち
で
貨
車
に
自

動
車
を
積
み
込
み
、
貨
車
は
宇
野
港
で
艀
に
載
せ
て
、
曳
船
で
高
松
港
ま
で
運
ば
れ
、
高
松

駅
で
自
動
車
を
受
け
取
り
、
貨
車
か
ら
自
走
で
お
ろ
し
て
い
る
。
復
路
は
そ
の
逆
で
あ
っ
た
。

第 １７ 図　宇野駅での自動車積込
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第
17
図
は
宇
野
駅
で
Ｓ
Ｓ
を
貨
車
に
積
み
込
ん
で
い
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。
高
公
の
運
転
で
、
小
型
無
蓋
貨
車
に
何
度
も
切
り
返
し
を
し
て

自
動
車
を
積
み
込
ん
で
い
る
。
か
な
り
苦
労
し
て
い
る
様
子
だ
が
、
小
型
車
で
あ
る
た
め
切
り
返
し
を
繰
り
返
し
て
自
走
で
積
み
込
み
が
で

き
て
い
る
。
貨
車
一
台
に
つ
き
自
動
車
一
台
を
積
ん
で
い
る
（

）
20

。
第
18
図
は
復
路
の
海
上
輸
送
の
光
景
で
あ
る
。
曳
船
か
ら
曳
航
索
が
伸
び
、

艀
二
艘
直
列
に
連
結
し
て
い
る
。
前
方
の
艀
に
ラ
イ
レ
ー
と
Ｓ
Ｓ
を
載
せ
た
貨
車
と
も
う
一
両
別
の
貨
車
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
積
載
品
の

安
全
管
理
の
た
め
か
、
艀
の
上
に
数
名
の
乗
組
員
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
映
像
は
宇
野
を
目
指
す
貨
車
運
航
船
を
右
舷
か
ら
追
い
抜
い
た
後
、

曳
船
の
前
方
を
横
切
り
な
が
ら
撮
影
し
た
も
の
で
、
貨
車
渡
艀
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
シ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。
第
19
図
は
復
路
の
宇
野
駅

で
の
自
動
車
受
け
取
り
の
様
子
で
あ
る
。
貨
車
を
引
き
取
っ
た
あ
と
、
自
分
た
ち
で
ホ
ー
ム
ま
で
押
し
て
い
き
、
ホ
ー
ム
で
自
動
車
を
発
進

第 １８ 図　貨車渡艀

第 １９ 図　宇野駅での自動車受取）



昭和戦前期の国内自動車旅行と交通事情（下向井）

277

さ
せ
る
映
像
で
あ
る
。
こ
の
シ
ー
ン
で
は
背
景
に
大
型
の
機
関
車
と
客
車
が
宇
野
駅
に
到
着
す
る
様
子
や
、
貨
車
を
移
動
さ
せ
る
小
型
機
関

車
な
ど
も
映
り
込
ん
で
お
り
、
本
四
連
絡
の
要
衝
で
あ
る
宇
野
駅
の
繁
忙
ぶ
り
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
高
公
ら
は

瀬
戸
内
海
の
渡
海
に
際
し
往
復
路
と
も
に
宇
高
航
路
の
貨
車
渡
艀
で
自
動
車
を
輸
送
し
て
い
た
。
貨
車
へ
の
自
動
車
積
み
お
ろ
し
は
自
ら
行

う
も
の
で
あ
り
、
小
型
車
の
取
り
回
し
の
良
さ
を
発
揮
し
つ
つ
も
労
力
の
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）　
前
掲
下
向
井
史
料
紹
介
六
二
頁
。
参
考
と
し
た
の
は
前
掲
片
岡
編
著
書
一
一
三
～
一
一
四
頁
。

（
2
）　
事
前
に
ル
ー
ト
選
定
を
し
て
い
る
の
で
、
走
り
や
す
い
舗
装
道
路
を
通
る
コ
ー
ス
を
選
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）　
武
部
健
一
『
道
路
の
日
本
史
―
古
代
駅
路
か
ら
高
速
道
路
へ
―
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
六
二
～
一
七
二
頁
）、
前
掲
北
原
論

文
二
〇
〇
一
年
。

（
4
）　
区
間
は
現
在
の
京
阪
国
道
口
か
ら
梅
田
駅
南
ま
で
。
梅
田
で
第
一
阪
神
国
道
に
接
続
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
か
ら
昭
和
八
年
（
一
九
三

三
）
に
か
け
て
整
備
さ
れ
、
京
都
・
大
阪
間
に
全
面
舗
装
道
路
が
通
じ
た
。

（
5
）　
第
一
阪
神
国
道
。
区
間
は
現
在
の
梅
田
駅
南
か
ら
三
宮
駅
南
ま
で
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
か
ら
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
か
け
て
整

備
さ
れ
、
大
阪
・
神
戸
間
に
全
面
舗
装
道
路
が
通
じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
阪
神
間
の
貨
物
自
動
車
輸
送
が
活
発
化
し
、
鉄
道
か
ら
自
動
車
に
貨

物
輸
送
が
転
嫁
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
前
掲
北
原
論
文
二
〇
〇
七
年
）。

（
6
）　
や
や
時
代
は
下
る
が
、
自
動
車
道
路
の
安
全
と
迅
速
化
の
た
め
に
必
要
な
路
上
施
設
と
し
て
、
街
路
樹
・
植
樹
帯
、
道
路
標
識
、
街
路
照
明
、

防
護
柵
、
道
路
元
標
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
桜
井
盛
男
『
道
路
』
鉄
道
時
報
局
、
一
九
四
二
年
、
一
七
〇
～
一
八
四
頁
）。

（
7
）　
愛
知
県
警
察
史
編
集
委
員
会
編
『
愛
知
県
警
察
史
』（
第
二
巻
、
愛
知
県
警
察
本
部
、
一
九
七
三
年
、
四
〇
二
～
四
〇
七
頁
）。

（
8
）　『
香
川
県
史
』（
第
六
巻
、
通
史
編
近
代
Ⅱ
、
第
一
二
章
第
八
節
「
交
通
網
の
整
備
と
発
展
」
伊
丹
正
博
・
白
川
悟
・
宮
田
忠
彦
執
筆
分
担
、

一
九
八
八
年
、
二
三
六
頁
）。

（
9
）　『
徳
島
市
史
』（
第
三
巻
、
産
業
経
済
編
・
交
通
通
信
編
、
第
二
編
第
一
章
（
一
）
4
「
県
道
と
産
業
道
路
の
建
設
」、
一
九
八
三
年
、
四
七
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三
～
四
七
八
頁
）。

（
10
）　
前
掲
『
徳
島
市
史
』
四
七
八
頁
。

（
11
）　『
岡
山
県
史
』（
第
一
一
巻
、
近
代
Ⅱ
、
第
一
章
第
四
節
「
都
市
化
と
都
市
計
画
」
由
比
浜
省
吾
執
筆
分
担
、
一
九
八
七
年
、
一
〇
八
頁
）。

『
昭
和
五
年
十
一
月
陸
軍
特
別
大
演
習
並
地
方
行
幸
岡
山
県
記
録
』（
岡
山
県
、
一
九
三
七
年
、
三
二
七
～
三
五
八
頁
）。

（
12
）　『
愛
媛
県
史
』（
近
代
下
、
第
三
章
第
六
節
一
「
交
通
・
運
輸
の
発
達
」
景
浦
勉
執
筆
分
担
、
一
九
八
八
年
、
四
〇
八
頁
）。

（
13
）　
香
川
県
東
か
が
わ
市
と
徳
島
県
鳴
門
市
の
境
で
、
古
代
の
南
海
道
が
通
じ
、
阿
波
と
讃
岐
の
古
く
か
ら
の
幹
線
で
あ
る
。

（
14
）　
野
村
自
動
車
株
式
会
社
は
高
知
県
下
の
バ
ス
会
社
で
、
高
知
市
街
地
か
ら
安
芸
・
室
戸
岬
を
経
由
し
て
甲
浦
を
結
ぶ
路
線
を
有
し
て
い
た
。

こ
れ
は
同
社
が
最
初
に
開
設
し
た
路
線
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
（
鉄
道
省
編
『
全
国
乗
合
自
動
車
総
覧
』
一
九
三
四
年
、
高
知
県
一
頁
）。
室
戸

岬
や
甲
浦
以
南
は
現
在
で
も
鉄
道
の
敷
設
さ
れ
て
い
な
い
区
間
で
あ
り
、
当
時
バ
ス
は
貴
重
な
陸
上
移
動
手
段
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）　
大
正
期
以
降
、
四
国
各
地
に
バ
ス
会
社
・
乗
合
自
動
車
会
社
が
多
数
設
立
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
時
点
の
四
国
各
県
の
旅

客
自
動
車
運
輸
事
業
営
業
者
数
は
徳
島
県
が
三
三
、
高
地
県
が
三
四
、
愛
媛
県
が
三
三
、
香
川
県
が
三
一
あ
っ
た
と
い
う
（
森
正
人
「
近
代
に

お
け
る
空
間
の
編
成
と
四
国
遍
路
の
変
容
―
両
大
戦
間
期
を
中
心
に
―
」『
人
文
地
理
』
五
四
ー
六
、
二
〇
〇
二
年
、
七
頁
）。
昭
和
十
一
年
段

階
の
四
国
に
お
い
て
バ
ス
路
線
網
は
広
範
に
展
開
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
16
）　
映
像
に
映
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
は
い
ず
れ
も
木
材
を
満
載
し
て
い
る
。
四
国
で
は
林
業
関
係
の
輸
送
手
段
と
し
て
ト
ラ
ッ
ク
が
広
く
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
、
関
西
で
は
道
路
整
備
に
よ
り
、
奈
良
か
ら
大
阪
へ
の
園
芸
作
物
（
特
に
ス
イ
カ
）
を
貨
物
自
動
車
で

輸
送
す
る
な
ど
、
近
距
離
の
機
動
性
と
迅
速
性
を
求
め
ら
れ
る
輸
送
に
貨
物
自
動
車
が
活
用
さ
れ
て
い
る
（
北
原
聡
「
戦
間
期
大
阪
の
都
市
化

と
貨
物
自
動
車
輸
送
」
大
阪
大
都
市
圏
地
域
経
済
研
究
班
編
『
都
市
経
済
の
諸
相
』
関
西
大
学
経
済
・
政
治
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）。

（
17
）　
現
在
は
国
道
四
九
四
号
線
の
斗
賀
野
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
た
め
、
峠
道
は
旧
道
に
な
っ
て
い
る
。

（
18
）　「
船
坂
峠
」（『
歴
史
地
名
大
系
』
二
九
、
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
19
）　『
就
航
一
〇
〇
周
年
　
宇
高
連
絡
船
の
歴
史
』（
岡
山
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
宇
高
連
絡
船
愛
好
會
、
二
〇
一
〇
年
、
八
～
一
〇
頁
）。

（
20
）　
映
像
中
の
貨
車
に
は
型
式
が
書
か
れ
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
。
復
路
で
使
用
し
た
貨
車
の
側
面
扉
に
は
「
形
式
ト
一
」「
ト
一
四
一
九
」
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や
「
形
式
ト
二
〇
〇
〇
〇
」「
ト
二
一
六
二
〇
」
と
書
い
て
あ
る
（
実
際
の
数
字
は
英
数
字
）。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
ト
一
形
（
初
代
）
貨
車
と
ト

二
〇
〇
〇
〇
形
一
〇
ト
ン
積
無
蓋
車
と
思
わ
れ
る
。
ト
二
〇
〇
〇
〇
形
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
年
か
ら
製
造
開
始
し
た
貨
車
で
初
の
鋼
製

無
蓋
車
で
あ
っ
た
（
貨
車
技
術
発
達
史
編
纂
委
員
会
編
『
日
本
の
貨
車
―
技
術
発
達
史
―
　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
～
平
成
一
六
（
二
〇
〇

四
）
年
』
日
本
鉄
道
車
輌
工
業
会
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
頁
）。
四
国
旅
行
の
映
像
中
に
は
、
昭
和
戦
前
期
に
新
た
に
開
業
し
た
四
国
各
地
の

鉄
道
路
線
（
土
佐
電
気
鉄
道
安
芸
線
の
安
芸
・
手
結
間
附
近
や
予
讃
本
線
の
喜
多
灘
駅
付
近
）
や
、
新
た
に
投
入
さ
れ
て
い
る
様
々
な
鉄
道
車

両
（
予
讃
本
線
の
Ｃ
一
一
形
機
関
車
、
東
海
道
本
線
の
流
線
型
Ｃ
五
五
形
機
関
車
な
ど
）
も
映
り
込
ん
で
い
る
。
自
動
車
旅
行
の
映
像
な
の
だ

が
、
変
化
の
な
か
に
あ
る
昭
和
戦
前
期
の
鉄
道
輸
送
体
制
の
一
端
も
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　
旅
行
記
録
に
み
え
る
旅
の
様
子

1　

宿
泊
施
設
と
駐
車
場

高
公
ら
の
旅
行
冊
子
を
見
て
い
く
と
、
当
時
の
自
家
用
車
で
の
旅
行
の
様
子
も
わ
か
る
。

旅
行
の
宿
泊
地
に
つ
い
て
、
す
で
に
述
べ
て
い
る
が
、
自
動
車
の
駐
車
方
法
や
そ
れ
ぞ
れ
の

宿
泊
地
で
の
過
ご
し
方
と
と
も
に
あ
ら
た
め
て
み
て
み
よ
う
。

玉
で
は
往
路
・
復
路
と
も
に
玉
造
船
所
の
三
井
倶
楽
部
に
投
宿
し
（
第
20
図
）、
自
動
車

は
造
船
部
の
車
庫
に
格
納
し
た
（
付
表
2
№
54
・
139
）。
先
述
し
た
よ
う
に
三
井
物
産
造
船

部
で
の
歓
待
を
受
け
て
い
る
。

高
松
で
は
往
路
・
復
路
と
も
に
高
松
市
内
の
老
舗
・
川
六
旅
館
に
投
宿
し
た
（
第
21
図
）。

第 ２０ 図　三井倶楽部
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自
動
車
は
近
隣
の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
車
庫
に
格
納
し
て
い
る
（
第
22
図
）。
復
路
に
高
松
に
泊
ま
っ
た
際
は
市
内
で
開
催
さ
れ
て
い
た
盆
踊

り
を
見
物
し
て
い
る
（
第
23
図
）。

徳
島
で
は
徳
島
市
内
の
老
舗
・
澄
屋
旅
館
に
投
宿
し
た
（
付
表
2
№
65
、
第
24
図
）。
自
動
車
は
清
水
徳
島
県
知
事
ら
の
好
意
に
よ
り
県

庁
の
車
庫
に
格
納
し
て
い
る
。
徳
島
で
は
先
述
し
た
よ
う
に
知
事
の
招
宴
を
受
け
て
い
る
が
、
日
記
に
は
「
名
物
夕
凪
の
甚
し
い
の
に
は
閉

口
。
夕
方
か
ら
無
風
状
態
、
こ
れ
が
十
時
十
一
時
過
ぎ
迄
続
く
に
は
驚
か
さ
れ
た
」（
八
月
十
一
日
条
）
と
あ
り
、
旅
館
で
は
夕
凪
に
よ
る

暑
さ
に
苦
し
め
ら
れ
た
よ
う
だ
。

室
戸
岬
で
は
室
戸
岬
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
た
。
駐
車
場
は
無
か
っ
た
が
、
自
動
車
は
ホ
テ
ル
の
入
口
脇
に
駐
車
し
て
い
る
（
付
表
2
№
82
、

第 ２１ 図　川六旅館附近

第 ２２ 図　日本タクシー車庫入れ

第 ２３ 図　盆踊り
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第
25
図
）。
こ
こ
で
は
室
戸
岬
特
有
の
奇
岩
や
熱
帯
性
の
植
生
に
東
京
と
の
違
い
を
感
じ
つ
つ
、
部
屋
か
ら
太
平
洋
の
眺
望
を
堪
能
し
て
い

る
（
第
26
図
）。
日
記
に
は
「
真
向
ふ
か
ら
吹
き
込
む
風
は
こ
こ
二
三
日
の
暑
さ
に
比
べ
て
勿
体
な
い
位
の
涼
し
さ
を
持
っ
て
来
る
。
今
夜

は
初
め
て
浮
世
を
離
れ
て
波
の
音
を
聞
き
乍
ら
熟
睡
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
放
送
に
か
す
か
に
浮
世
の
匂
ひ
が
す
る
の

み
」（
八
月
十
二
日
条
）
と
あ
り
、
接
待
尽
く
め
の
前
日
ま
で
の
過
ご
し
方
と
違
い
、
よ
う
や
く
旅
情
が
出
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
夜
は
ベ

ル
リ
ン
五
輪
（

）
1

の
ラ
ジ
オ
中
継
を
聞
い
て
過
ご
し
て
い
る
。

高
知
で
は
高
知
市
内
の
老
舗
・
城
西
館
に
投
宿
し
た
。
旅
行
冊
子
で
は
自
動
車
を
城
西
館
付
近
の
自
動
車
屋
の
車
庫
に
格
納
し
た
と
あ
る

（
付
表
2
№
95
）。
他
方
、
残
っ
て
い
る
映
像
で
は
旅
館
の
路
地
に
駐
車
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
（
第
27
図
）。
旅
館
到
着
時
か
出
発
時

第 ２４ 図　澄屋旅館前

第 ２５ 図　室戸岬ホテル

第 ２６ 図　室戸岬ホテルからの眺望
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に
自
動
車
を
入
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
日
は
夕
立
が
降
っ
た
こ
と
で
夜
は
涼
し
く
な
り
、「
御
蔭
様
に
て
清
涼
な
夜
気
を
楽
し
む
事

が
出
来
た
」（
八
月
十
三
日
条
）
と
い
う
。

宇
和
島
で
は
宇
和
島
城
近
傍
の
老
舗
・
蔦
屋
旅
館
に
投
宿
し
た
。
自
動
車
は
旅
館
の
路
地
に
駐
車
し
て
い
る
（
付
表
2
№
110
、
第
28
図
）。

日
記
に
は
「
二
階
の
三
室
を
占
領
、
サ
ー
ビ
ス
其
の
他
仲
々
の
歓
待
だ
が
何
と
云
つ
て
も
ま
る
で
無
風
状
態
だ
。
汗
を
流
し
て
せ
め
て
扇
風

機
の
風
に
で
も
あ
た
ら
う
と
し
た
と
こ
ろ
税
金
の
関
係
で
備
付
け
て
あ
り
ま
せ
ん
と
の
事
、
聞
い
た
だ
け
で
又
暑
く
な
つ
た
。
ま
ゝ
よ
氷
水

で
も
飲
ん
で
寝
て
し
ま
へ
」（
八
月
十
四
日
条
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
無
風
状
態
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。

道
後
で
は
道
後
温
泉
の
老
舗
・
鮒
屋
旅
館
に
投
宿
し
た
。
自
動
車
は
鮒
屋
旅
館
の
門
内
に
駐
車
し
て
い
る
（
付
表
2
№
122
、
第
29
図
）。

第 ２７ 図　城西館

第 ２８ 図　蔦屋旅館

第 ２９ 図　鮒屋旅館
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彼
ら
は
道
後
温
泉
に
泊
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
温
泉
に
入
っ
て
い
な
い
。
日
記
で
も
「
入
浴
場
は
旅
館
よ
り
三
四
丁
と
か
、
出
掛
け
る

程
の
興
味
も
な
く
、
宿
の
沸
し
湯
に
て
勝
手
に
温
泉
気
分
を
味
ひ
、
温
泉
場
に
来
り
温
泉
に
入
ら
ず
、
と
云
ふ
奇
現
象
」（
八
月
十
五
日

条
）
と
記
し
て
い
る
。
旅
館
に
内
湯
が
備
わ
っ
て
お
ら
ず
、
温
泉
場
に
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
う
え
、
温
泉
に
関
心
を
持
っ
て
い

な
い
の
で
旅
館
の
風
呂
で
す
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
後
温
泉
で
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
利
用
者
減
少
が
続
い
て
い
た
。
内
湯
設
備

が
無
い
こ
と
な
ど
は
当
時
か
ら
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
て
、
設
備
改
修
な
ど
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
（

）
2

。
道
後
温
泉
に
お
け
る
高
公
ら
の

行
動
パ
タ
ー
ン
は
当
時
珍
し
く
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

京
都
で
は
復
路
で
下
賀
茂
の
永
田
旅
館
に
投
宿
し
た
。
自
動
車
は
三
条
の
「
マ
ス
ト
自
動
車
」
に
格
納
し
て
い
る
（
付
表
2
№
161
、
第
30

図
）。「
マ
ス
ト
自
動
車
」
は
高
公
の
自
動
車
旅
行
で
し
ば
し
ば
登
場
し
、
自
動
車
格
納
で
世

話
に
な
っ
て
い
る
施
設
で
あ
る
。
当
時
の
京
都
に
は
油
小
路
邸
（
北
家
の
京
都
の
屋
敷
、
近

世
に
は
本
邸
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
）
や
、
下
鴨
別
邸
（
三
井
家
の
先
祖
を
祀
る
神
社
・
顕
名
霊

社
の
附
属
施
設
）
な
ど
、
三
井
家
の
別
邸
が
複
数
あ
っ
た
。
油
小
路
別
邸
の
日
誌
に
よ
る
と
、

高
公
は
十
九
日
の
夕
方
に
油
小
路
邸
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
の
だ
が
泊
ま
っ
て
は
い
な
い
（

）
3

。
彼

ら
は
往
復
路
と
も
に
京
都
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
が
、
三
井
家
の
施
設
を
利
用
し
て
休
憩
・
宿

泊
を
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
旅
行
と
し
て
考
え
て
い
た
た

め
で
あ
ろ
う
か
。

下
呂
で
は
下
呂
温
泉
に
寄
り
、
湯
ノ
島
館
に
投
宿
し
た
。
湯
ノ
島
館
は
昭
和
六
年
（
一
九

三
一
）
竣
工
の
旅
館
で
、
外
部
資
本
（
名
古
屋
の
投
資
家
）
で
建
設
さ
れ
た
点
、
内
湯
を
重

視
し
て
い
た
点
が
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
う
（

）
4

。
高
公
ら
は
「
旅
館
附
属
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

第 ３０ 図　マスト自動車
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四
台
格
納
し
得
る
車
庫
」
に
自
動
車
を
駐
車
し
て
い
る
（
付
表
2
№
188
）。
全
行
程
中
で
唯
一
専
用
駐
車
場
を
備
え
て
い
た
旅
館
で
あ
る
。

湯
ノ
島
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
館
内
設
備
と
し
て
駐
車
場
の
記
載
は
無
い
。
旅
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
鉄
道

利
用
を
紹
介
し
、
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
中
津
川
方
面
か
ら
の
乗
合
自
動
車
の
利
用
や
下
呂
駅
か
ら
旅
館
ま
で
五
人
乗
り
の
貸
切
自
動
車
を

手
配
す
る
旨
を
紹
介
す
る
の
み
で
あ
る
（

）
5

。
自
家
用
車
で
の
来
訪
を
勧
め
て
い
な
い
が
、
旅
行
ブ
ー
ム
の
新
た
な
形
態
の
旅
行
者
に
対
応
し
た

設
備
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宿
泊
し
た
旅
館
の
多
く
が
老
舗
旅
館
で
あ
り
、
観
光
案
内
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
旅
館
で
あ
っ
た
。
高
公
ら
は
旅
行
準

備
段
階
で
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
宿
を
確
保
し
て
い
た
。
高
公
ら
の
宿
泊
料
に
つ
い
て
は
記
録
に
残
っ

て
い
な
い
が
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
ク
ー
ポ
ン
旅
館
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旅
館
が
何
軒
か
あ
る
。
ク
ー
ポ
ン
券
所
持

者
の
一
人
あ
た
り
の
宿
泊
料
金
を
列
記
す
る
と
、
川
六
旅
館
で
和
室
七
円
・
洋
室
九
円
、
澄
屋
旅
館
で
六
円
、
城
西
館
で
五
円
、
鮒
屋
旅
館

で
六
円
、
湯
之
島
館
で
七
円
で
あ
っ
た
（

）
6

。
概
ね
五
円
か
ら
七
円
で
宿
泊
で
き
る
宿
を
選
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
高
公
ら
は
宿
を
確
保
す
る

際
、
駐
車
場
の
有
無
に
つ
い
て
も
問
い
合
わ
せ
て
い
た
。
宿
泊
地
で
の
駐
車
方
法
は
無
計
画
で
は
な
く
、
事
前
に
駐
車
場
所
を
確
保
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
四
国
旅
行
で
利
用
し
た
旅
館
は
ほ
と
ん
ど
自
前
の
駐
車
場
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
玄
関
・
門
内
・
路
地
に
駐
車
す
る
な

ど
工
夫
し
た
り
、
近
隣
の
駐
車
設
備
を
借
用
し
て
対
応
し
て
い
た
。
自
家
用
車
で
の
旅
行
は
一
般
的
で
は
な
い
も
の
の
、
路
上
駐
車
す
る
こ

と
な
し
に
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
自
動
車
を
泊
め
る
こ
と
は
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

2　

自
家
用
車
旅
行
特
有
の
苦
労

（
一
）
自
動
車
の
燃
料
確
保

高
公
ら
の
旅
行
で
は
、
自
動
車
旅
行
特
有
の
苦
労
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
燃
料
補
給
で
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あ
る
。
自
動
車
旅
行
の
燃
料
補
給
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
略
述
し
た
が
、
四
国
一
周
旅
行
の
燃
料
補
給
に
つ
い
て
は
調
べ
き
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
本
稿
で
改
め
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

四
国
旅
行
の
記
録
に
は
Ｓ
Ｓ
の
補
給
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
補
給
場
所
の
全
て
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
Ｓ
Ｓ
の
給
油
は

記
録
上
で
一
一
回
確
認
で
き
る
。
往
路
は
①
浜
松
（
付
表
2
№
21
）
で
赤
貝
一
〇
ガ
ロ
ン
（
三
七
・
八
リ
ッ
ト
ル
、
以
下
リ
ッ
ト
ル
換
算
の

み
表
記
）、
②
京
都
（
付
表
2
№
39
、
補
給
量
不
明
）、
③
玉
（
付
表
2
№
54
）
で
赤
貝
二
八
・
三
リ
ッ
ト
ル
、
④
高
松
（
付
表
2
№
55
）
で

赤
貝
と
ベ
ン
ゼ
ン
の
混
合
液
一
一
・
三
リ
ッ
ト
ル
、
⑤
徳
島
（
付
表
2
№
65
）
で
ベ
ン
ゼ
ン
七
・
六
リ
ッ
ト
ル
、
⑥
宇
和
島
（
付
表
2
№
111
）

で
黒
貝
一
三
・
二
リ
ッ
ト
ル
と
ベ
ン
ゼ
ン
一
一
・
三
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。
徳
島
・
宇
和
島
間
の
給
油
記
録
は
無
い
が
、
長
距
離
を
給
油
無
し
で

移
動
す
る
の
は
考
え
に
く
い
た
め
、
ど
こ
か
で
燃
料
を
補
充
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

復
路
は
⑦
玉
（
付
表
2
№
141
）
で
赤
貝
三
〇
・
二
リ
ッ
ト
ル
と
ベ
ン
ゼ
ン
九
・
四
リ
ッ
ト
ル
、
⑧
神
戸
（
付
表
2
№
164
）
で
赤
貝
一
八
・
九

リ
ッ
ト
ル
と
ベ
ン
ゼ
ン
九
・
四
リ
ッ
ト
ル
、
⑨
金
山
（
付
表
2
№
190
）
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
黒
貝
七
・
五
リ
ッ
ト
ル
と
ベ
ン
ゼ
ン
七
・
五

リ
ッ
ト
ル
、
⑩
豊
橋
（
付
表
2
№
210
）
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
黒
貝
三
・
七
リ
ッ
ト
ル
、
⑪
浜
松
（
付
表
2
№
213
）
で
赤
貝
三
四
リ
ッ
ト

ル
と
ベ
ン
ゼ
ン
一
一
・
三
リ
ッ
ト
ル
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｓ
が
一
度
に
補
給
し
た
最
大
の
数
値
は
復
路
の
浜
松
の
一
二
米
ガ
ロ
ン
（
約
四
五
リ
ッ

ト
ル
）
で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
の
カ
タ
ロ
グ
上
の
燃
料
搭
載
量
九
英
ガ
ロ
ン
（
約
四
一
リ
ッ
ト
ル
（

）
7

）
よ
り
多
い
こ
と
に
な
る
が
、
つ
ぎ
足
し
で
き
る

余
裕
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

高
公
ら
の
使
用
し
て
い
た
ガ
ソ
リ
ン
の
銘
柄
は
主
に
赤
貝
で
あ
る
。
赤
貝
が
無
い
場
合
に
黒
貝
を
使
用
し
、
不
足
を
ベ
ン
ゼ
ン
で
補
っ
て

い
た
。
赤
貝
・
黒
貝
と
は
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
サ
ン
石
油
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
系
の
日
本
代
理
店
）
の
製
品
で
あ
り
、
赤
貝
は
高
級

品
、
黒
貝
は
低
級
品
だ
っ
た
よ
う
だ
。
右
で
み
た
よ
う
に
黒
貝
を
補
給
し
て
い
る
の
は
宇
和
島
、
金
山
、
豊
橋
の
三
ヶ
所
で
あ
る
。
宇
和
島

で
は
缶
入
り
の
赤
貝
を
入
手
で
き
ず
、
松
山
ま
で
問
い
合
わ
せ
る
も
在
庫
が
無
く
、
や
む
を
得
ず
黒
貝
を
購
入
し
日
記
で
も
「
ち
よ
つ
と
辺
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鄙
な
気
持
ち
も
す
る
」（
八
月
十
四
日
条
）
と
い
う
感
想
を
漏
ら
し
て
い
る
。

給
油
は
ル
ー
ト
上
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
ガ
ソ
リ
ン
の
取
扱
店
で
行
っ
て
い
る
。
復
路
の
金
山
と
豊
橋
で
は
ス
タ
ン
ド
で
補
給
し
た
旨

明
記
し
て
い
る
。
宇
和
島
で
は
旅
館
に
依
頼
し
て
缶
入
り
の
黒
貝
を
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
浜
松
に
は
懇
意
に
し
て
い
る
「
油
屋
さ
ん
」

が
あ
り
、
そ
こ
で
ガ
ソ
リ
ン
を
補
充
し
て
い
る
。
前
稿
で
も
紹
介
し
た
が
、
日
記
に
は
「
浜
松
の
、
東
海
道
通
過
の
際
は
必
ず
此
家
で
燃
料

を
補
充
す
る
油
屋
さ
ん
へ
着
い
た
の
が
十
時
。
そ
ろ
そ
ろ
戸
を
閉
め
か
け
た
と
こ
ろ
へ
打
止
め
の
御
客
、
各
車
十
ガ
ロ
ン
程
を
補
給
」（
八

月
八
日
条
）「
浜
松
の
例
の
油
屋
さ
ん
で
ガ
ソ
リ
ン
十
ガ
ロ
ン
を
補
充
、
ラ
イ
レ
ー
を
待
合
せ
出
発
」（
八
月
二
十
二
日
条
）
と
出
て
く
る
。

彼
ら
は
旅
行
の
準
備
段
階
で
ル
ー
ト
を
決
め
る
際
に
、
補
給
場
所
も
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
て
旅
行
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
給

油
自
体
は
滞
り
な
く
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
好
ん
で
使
用
し
て
い
た
赤
貝
を
必
ず
し
も
入
手
で
き
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
外
国
人
旅
行
客
向
け
に
作
成
さ
れ
た
旅
行
手
引
書
が
あ
る
（

）
8

。
そ
こ
に
は
国
内
（
朝
鮮
を
含
む
）
に
あ
る
、
シ

ェ
ル
系
と
ソ
コ
ニ
ー
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
系
の
主
要
取
扱
店
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
シ
ェ
ル
は
全
国
に
一
五
二
店
、
ソ
コ
ニ

ー
は
一
八
九
店
確
認
で
き
る
。
シ
ェ
ル
の
リ
ス
ト
に
は
英
語
の
添
え
書
き
が
あ
り
、
リ
ス
ト
以
外
に
も
携
帯
用
ポ
ン
プ
で
小
売
り
す
る
よ
う

な
店
は
多
数
あ
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
シ
ェ
ル
の
オ
イ
ル
を
入
手
で
き
な
い
町
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
完
備
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、
自
家
用
車
で
ガ
ソ
リ
ン
の
銘
柄
に
あ
る
程
度
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
長
距
離
旅
行
で
き
る
環
境
は
整
備
さ

れ
て
い
た
と
い
え
る
。

（
二
）
自
動
車
の
故
障

高
公
ら
の
旅
行
記
録
で
は
し
ば
し
ば
自
動
車
の
故
障
・
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
Ｓ
Ｓ
の
場
合
、
以
下
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
そ
の
都
度
応
急
処
置
を
行
っ
て
い
た
。

ま
ず
は
ラ
イ
ト
の
調
整
・
交
換
で
あ
る
。
往
路
の
浜
松
附
近
（
付
表
2
№
21
）
で
前
照
灯
の
不
具
合
が
発
生
し
て
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
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鈴
鹿
峠
（
付
表
2
№
34
）
の
ト
ン
ネ
ル
出
口
で
は
尾
灯
が
切
れ
た
た
め
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

次
い
で
車
輪
の
パ
ン
ク
で
あ
る
。
意
外
に
も
全
行
程
中
で
一
度
し
か
発
生
し
て
い
な
い
。
往
路
の
桑
名
で
後
輪
が
パ
ン
ク
し
て
い
る
の
だ

が
、
桑
名
で
自
走
で
き
る
程
度
に
処
置
を
し
て
走
り
、
京
都
で
修
理
を
行
っ
て
い
る
（
日
記
八
月
八
日
条
）。
他
に
機
械
的
な
ト
ラ
ブ
ル
と

し
て
、
四
国
の
後
免
附
近
（
付
表
2
№
92
・
93
）
で
燃
料
パ
イ
プ
の
閉
塞
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
は
パ
イ
プ
に
空
気
を
注
入
し
て
事
な
き

を
得
た
。
そ
の
他
、
ワ
イ
パ
ー
の
不
具
合
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
宿
泊
地
で
駐
車
し
て
い
る
間
に
誤
作
動
し
て
い
て
バ
ッ
テ
リ
ー
が
上
が
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
（
日
記
八
月
二
十
二
日
条
）。
復
路
で
は
静
岡
県
内
か
ら
箱
根
に
か
け
て
雨
天
で
の
運
転
中
に
ワ
イ
パ
ー
が

作
動
せ
ず
、
修
理
を
試
み
る
も
直
ら
な
か
っ
た
。
ワ
イ
パ
ー
無
し
で
箱
根
峠
を
越
え
、
箱
根
町
附
近
で
路
面
の
凹
凸
の
衝
撃
で
動
き
出
す
、

と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
る
（
付
表
2
№
228
・
230
・
232
・
238
・
239
）。

Ｓ
Ｓ
の
故
障
は
軽
微
な
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
ラ
イ
レ
ー
は
手
の
か
か
る
故
障
が
多
か
っ
た
。
往
路
の
那
波
（
付
表
2
№
47
）
で
は
ダ
イ

ナ
モ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
車
軸
に
動
力
を
伝
え
る
装
置
の
一
つ
）
の
調
整
や
、
カ
ム
シ
ャ
フ
ト
（
エ
ン
ジ
ン
内
部
の
部
品
の
一
つ
）
へ
の
注
油
、

パ
ン
ク
修
理
を
行
っ
た
。
日
記
に
も
「
ラ
イ
レ
ー
に
会
ふ
と
ど
う
も
エ
ン
ヂ
ン
に
変
な
音
が
聞
え
る
と
の
事
、
そ
れ
に
停
車
と
同
時
に
タ
イ

ヤ
の
空
気
も
抜
け
て
し
ま
つ
た
様
な
次
第
な
の
で
早
速
修
理
に
取
り
か
ゝ
る
。
一
人
は
走
つ
て
近
所
の
氷
屋
に
氷
水
を
注
文
す
る
。
汗
を
流

し
て
ポ
ン
プ
を
押
し
た
り
、
油
だ
ら
け
に
な
つ
て
修
繕
し
た
り
し
た
後
で
は
こ
れ
が
何
よ
り
の
御
褒
美
。
ラ
ム
ネ
を
か
け
た
氷
水
を
飲
み
度

い
一
心
に
仕
事
も
捗
ど
る
。
エ
ン
ヂ
ン
の
騒
音
は
『
ダ
イ
ナ
モ
カ
ツ
プ
リ
ン
グ
』『
カ
ム
シ
ヤ
フ
ト
』
の
注
油
で
円
滑
と
な
り
、
パ
ン
ク
の

方
も
直
ぐ
パ
ツ
チ
を
張
つ
て
修
繕
し
て
置
く
。
然
し
此
間
約
一
時
間
半
を
費
し
た
」（
八
月
九
日
条
）
と
あ
る
。
エ
ン
ジ
ン
の
異
音
に
気
づ

き
、
一
時
間
半
か
け
て
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
原
因
を
特
定
し
整
備
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
復
路
の
小
磯
（
付
表
2
№
242
）
付
近
で

は
左
前
の
車
輪
と
車
体
を
つ
な
ぐ
ス
プ
リ
ン
グ
が
折
れ
る
故
障
を
起
こ
し
て
い
る
（
第
31
図
）。
前
年
の
旅
行
で
は
使
用
し
て
い
た
ラ
イ
レ

ー
・
ナ
イ
ン
が
同
様
の
故
障
を
起
こ
し
て
い
た
よ
う
で
、
四
国
旅
行
に
は
修
理
用
の
枕
木
や
工
具
一
式
持
参
し
て
い
た
（
日
記
八
月
二
十
二
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日
条
）。
旅
行
者
一
同
で
ラ
イ
レ
ー
に
応
急
処
理
を
施
し
て
走
行
可
能
な
状
態
に
直
し
て
東

京
ま
で
完
走
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
高
公
ら
の
自
動
車
旅
行
で
は
頻
繁
に
様
々
な
車
両
故
障
に
見
舞
わ

れ
、
そ
の
た
び
に
自
分
た
ち
で
修
理
を
し
て
い
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
各
地
に
「
自
動
車

屋
」
が
で
き
て
い
る
た
め
、
現
地
で
修
理
を
依
頼
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
ま
だ
自
動
車
の
信
頼
性
の
高
く
な
い
時
代
に
お
い
て
、
自
家
用
車
で
の
長
距
離
旅
行
を

成
し
遂
げ
る
に
は
旅
行
者
自
身
の
整
備
技
術
も
相
当
に
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
警
察
の
取
り
締
ま
り

自
家
用
車
旅
行
の
苦
労
と
し
て
、
警
察
の
取
り
締
ま
り
も
挙
げ
て
お
こ
う
。
高
公
ら
は
往

路
・
復
路
と
も
に
警
察
の
不
審
訊
問
や
検
問
と
鉢
合
わ
せ
て
い
る
。

往
路
で
は
八
月
八
日
と
九
日
の
日
付
の
変
わ
る
頃
と
午
前
二
時
頃
、
愛
知
県
下
で
不
審
尋

問
に
三
度
も
遭
遇
し
て
い
る
。
二
川
町
（
付
表
2
№
24
）、
御
油
（
№
27
）、
伊
勢
大
橋
際
（
№
30
）
で
あ
る
。
日
記
に
は
二
川
町
で
「
暗
の

中
か
ら
異
様
の
風
態
の
怪
漢
二
人
。
一
人
は
十
手
を
閃
か
し
て
車
の
前
に
立
つ
。（
省
略
）
こ
れ
が
刑
事
殿
の
不
審
尋
問
。
答
へ
て
曰
く
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
京
都
迄
行
く
と
こ
ろ
で
す
。
で
、
無
事
通
過
」
と
あ
る
。
何
ら
か
の
警
戒
警
備
を
実
施
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

簡
単
な
質
問
の
み
で
終
わ
っ
て
い
る
。

復
路
の
八
月
二
十
二
日
の
夕
方
、
静
岡
県
下
で
自
動
車
一
斉
検
査
に
四
度
遭
遇
し
て
い
る
。
中
泉
（
付
表
2
№
215
、
一
六
時
三
〇
分
か
ら

三
五
分
ま
で
足
止
め
）、
袋
井
と
掛
川
の
間
（
№
217
、
一
七
時
〇
〇
分
か
ら
九
分
ま
で
足
止
め
）、
掛
川
警
察
前
（
№
218
、
一
七
時
一
三
分
か

ら
一
八
分
ま
で
足
止
め
）、
掛
川
と
日
坂
の
間
（
№
219
、
一
七
時
二
一
分
か
ら
二
六
分
ま
で
足
止
め
）
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
頻
繁
で
あ
り
、

第 ３１ 図　ライレー破損箇所
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掛
川
警
察
前
で
五
分
足
止
め
さ
れ
た
あ
と
、
三
分
後
に
ま
た
五
分
足
止
め
さ
れ
て
い
る
た
め
、
最
後
に
は
「
少
々
不
愉
快
な
り
」
と
漏
ら
し

て
い
る
。
日
記
に
よ
る
と
、
最
初
の
検
問
の
後
、
自
動
車
運
転
免
許
証
を
用
意
し
、
車
体
に
「
飛
沫
除
け
」
を
取
り
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

免
許
所
持
の
確
認
と
、
自
動
車
の
装
備
一
式
が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
記
で
は
「
中
泉
附
近
で
一
斉
検
査

に
合
ふ
。
型
の
如
き
訊
問
あ
つ
て
通
過
。（
中
略
）
此
の
先
々
で
も
や
つ
て
居
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
本
県
下
は
、
今
日
は
至
る

処
夕
方
六
時
迄
は
や
つ
て
居
る
と
の
話
。
で
は
検
査
済
の
紙
を
貰
い
度
い
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
本
県
に
は
そ
ん
な
規
定
は
な
い
由
（
中
略
）

こ
れ
は
ど
う
し
て
も
一
度
調
べ
が
済
ん
だ
車
に
は
、
検
査
済
の
札
で
も
渡
さ
な
い
で
は
、
遠
道
す
る
者
に
は
真
に
迷
惑
な
次
第
で
あ
る
」
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
警
察
の
取
り
締
ま
り
に
よ
っ
て
足
止
め
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
検
査
済
の
車
両
と
未
了
の
車
両
を
区
別
し
て

い
な
い
よ
う
に
、
警
察
側
も
効
率
的
な
取
り
締
ま
り
を
行
う
し
く
み
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
阻
害
さ
せ

る
要
因
と
も
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
愛
知
・
静
岡
で
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
い
理
由
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
確
認
で
き
て
お
ら

ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
四
）
道
路
標
識
の
不
備

こ
の
と
き
の
旅
行
で
、
高
公
ら
は
し
ば
し
ば
道
を
間
違
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
往
路
に
姫
路
（
付
表
2
№
46
）
を
通
過
し
た
地
点
で
Ｓ

Ｓ
・
ラ
イ
レ
ー
と
も
に
本
道
か
ら
別
の
道
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
Ｓ
Ｓ
は
新
道
を
進
む
べ
き
と
こ
ろ
を
旧
道
に
入
っ
て
し
ま
い
、
破
損
し
て

通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
橋
に
た
ど
り
着
き
、
間
道
を
抜
け
て
新
道
に
復
帰
し
た
。
ラ
イ
レ
ー
は
Ｓ
Ｓ
よ
り
遅
れ
て
走
っ
て
い
た
た
め
旧
道

に
入
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
別
の
迂
回
路
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
記
で
は
「
姫
路
を
出
て
暫
ら
く
行
く
と
橋
が
あ
る
。
此
の
橋
を
渡
り
切

る
と
右
へ
曲
つ
て
居
る
道
が
あ
る
。
そ
の
道
の
方
が
本
物
の
山
陽
道
よ
り
は
路
幅
が
広
い
。
気
を
付
け
て
ゐ
な
い
と
そ
つ
ち
へ
行
つ
て
仕
舞

ふ
。
ラ
イ
レ
ー
な
ど
も
そ
の
口
で
あ
つ
た
」（
八
月
八
日
条
）
と
あ
り
、
ラ
イ
レ
ー
は
見
た
目
で
判
断
し
て
道
幅
の
広
い
道
路
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
だ
。
ラ
イ
レ
ー
は
大
き
く
迂
回
し
て
、
那
波
で
本
道
に
復
帰
し
、
待
ち
受
け
て
い
た
Ｓ
Ｓ
と
合
流
し
た
。
ま
た
、
復
路
に
下
呂
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に
向
か
う
途
中
、
金
山
で
Ｓ
Ｓ
が
道
を
間
違
え
て
い
る
（
付
表
2
№
185
）。
本
来
で
あ
れ
ば
金
山
か
ら
中
山
七
里
を
抜
け
て
走
る
べ
き
と
こ

ろ
を
逆
方
向
に
曲
が
っ
て
し
ま
い
、
祖
師
原
と
い
う
所
で
間
違
い
に
気
づ
い
て
引
き
返
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
間
違
い
は
、
道
路
案
内
標

識
の
未
整
備
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
復
路
の
下
呂
か
ら
名
古
屋
方
面
に
戻
る
途
中
の
上
麻
生
（
付
表
2
№
195
）
に
お
い
て
「
道
路
標
識

は
兵
庫
県
の
方
優
秀
な
り
」
と
メ
モ
し
て
い
る
。
右
で
み
た
よ
う
に
、
往
路
の
兵
庫
県
那
波
附
近
で
も
道
を
間
違
え
て
い
る
が
、
標
識
の
整

備
状
況
に
お
い
て
は
兵
庫
県
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
当
時
の
標
識
は
各
地
で
不
統
一
だ
っ
た
た

め
、
自
動
車
運
転
者
か
ら
み
て
県
ご
と
に
優
劣
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

道
の
間
違
い
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
東
海
道
を
調
査
し
た
関
西
道
路
調
査
会
の
座
談
会
で
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
道
路
標
識
が

不
十
分
で
道
に
迷
っ
た
と
い
う
意
見
が
複
数
出
さ
れ
て
る
。
そ
こ
で
は
大
津
・
豊
橋
・
沼
津
の
市
街
地
、
箱
根
、
名
古
屋
な
ど
で
道
を
間
違

え
た
と
し
て
い
る
（

）
9

。
関
西
道
路
調
査
会
で
は
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
か
、
昭
和
十
一
年
に
東
京
か
ら
大
阪
ま
で
の
道
路
に
お
け
る
道
路
標
識

の
状
況
調
査
を
行
い
、
報
告
書
に
ま
と
め
て
い
る
（

）
10

。

案
内
標
識
の
不
備
は
、
戦
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
も
高
公
の
自
動
車
旅
行
に
つ
き
ま
と
う
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）
六
月
に
高
公
夫
妻
は
紀
伊
半
島
一
周
旅
行
に
出
掛
け
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
語
っ
た
高
公
夫
妻
と
康
邦
の
対
談
が
残
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
妻
の
鋹
子
は
「
私
が
記
録
係
な
ん
で
す
が
、
町
の
標
識
の
無
い
処
が
多
い
の
で
困
り
ま
し
た
。
あ
っ
て
も
、
ま
ち
ま
ち
で
見
失

う
事
が
多
い
。
私
た
ち
が
外
国
で
自
動
車
旅
行
し
た
時
は
、
そ
の
点
あ
ち
ら
は
よ
く
出
来
て
い
ま
し
た
。
日
本
も
全
国
統
一
の
標
識
が
あ
る

と
い
い
と
思
い
ま
し
た
わ
（

）
11

」
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
道
路
標
識
の
整
備
は
大
正
期
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
七
年
（
一

九
四
二
）
に
施
行
さ
れ
た
「
道
路
標
識
統
一
に
関
す
る
命
令
」
が
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
改
正
さ
れ
て
「
道
路
標
識
令
」
と
し
て

制
定
、
公
布
さ
れ
、
現
在
の
標
識
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
道
路
標
識
令
が
廃
止
さ
れ
、「
道
路
標
識
、

区
画
線
及
び
道
路
標
識
に
関
す
る
命
令
」
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
度
重
な
る
改
正
に
よ
っ
て
現
在
の
よ
う
な
道
路
標
識
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
（

）
12

。
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戦
後
の
高
公
夫
妻
の
紀
伊
半
島
一
周
旅
行
時
点
で
も
ま
だ
整
備
途
上
と
い
っ
て
よ
い
状
況
で
あ
っ
た
。
自
家
用
車
で
不
慣
れ
な
道
を
走
る
旅

行
者
に
と
っ
て
、
道
路
案
内
標
識
の
不
備
に
よ
る
道
間
違
い
は
し
ば
し
ば
発
生
し
、
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
四
国
で
は
古
い
道
標
・
石
標
が
高
公
ら
の
移
動
時
の
距
離
計
算
や
道
案
内
に
役
立
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
徳
島
の
牟
岐
で
は

「
諸
所
に
設
置
さ
れ
あ
る
哩
程
標
甚
だ
利
益
あ
り
」（
付
表
2
№
73
）
と
あ
り
、
道
後
か
ら
金
比
羅
に
向
か
う
途
中
で
は
「
豊
浜
の
三
叉
路
か

ら
昔
な
が
ら
の
石
の
道
標
、
こ
ん
ぴ
ら
分
れ
道
に
教
へ
ら
れ
て
右
へ
進
む
」（
日
記
八
月
十
六
日
条
）
と
あ
る
。
四
国
は
八
十
八
ヶ
所
巡
り

の
た
め
の
道
（
遍
路
道
）
が
各
地
に
広
が
っ
て
お
り
、
道
案
内
の
た
め
の
道
標
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
（

）
13

。
ま
た
、
金
刀
比
羅
宮
参
詣
の
た
め

の
金
比
羅
道
（
讃
岐
道
）
が
松
山
か
ら
高
縄
半
島
の
基
部
を
東
へ
向
か
い
、
西
条
か
ら
燧
灘
に
沿
っ
て
讃
岐
ま
で
通
じ
て
お
り
、
や
は
り
道

標
が
道
中
に
複
数
置
か
れ
て
い
る
（

）
14

。
四
国
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
の
道
標
を
頼
り
に
進
路

を
取
る
局
面
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
自
家
用
車
で
不
案
内
な
土
地
を
円
滑
に
旅
行
す
る
た

め
の
全
国
統
一
規
格
の
環
境
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
特
に
四
国
に
お
い
て
は
徒
歩

参
詣
者
向
け
の
道
標
が
自
家
用
車
で
の
旅
行
に
お
い
て
も
有
効
に
機
能
し
て
い
た
と
い
え

よ
う
（

）
15

。
3　

四
国
観
光
と
八
十
八
ヶ
所
巡
り

高
公
ら
の
四
国
一
周
旅
行
は
自
動
車
で
の
遠
乗
り
が
主
目
的
で
あ
り
、
各
地
の
観
光
地
を

巡
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
。
四
国
で
見
物
し
て
い
る
の
は
屋
島
（
付
表
2
№

57
）、
室
戸
岬
（
№
83
）、
金
刀
比
羅
宮
（

）
16

（
№
138
、
第
32
図
）、
女
木
島
（

）
17

（
№
141
、
第
33
図
）

な
ど
わ
ず
か
で
あ
り
、
む
し
ろ
車
窓
か
ら
見
え
る
風
景
や
、
車
を
停
め
て
昼
食
や
休
憩
を
と

第 ３２ 図　金刀比羅宮展望台
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る
際
に
眺
め
る
景
色
を
楽
し
ん
で
い
る
。
例
え
ば
徳
島
を
出
発
し
て
高
知
に
向
か
う
途
中
の

海
沿
い
の
風
景
を
、
日
記
の
中
で
は
「
仲
々
景
色
の
佳
い
所
が
多
い
。
瀬
戸
内
の
明
眉
さ
が

優
雅
で
あ
る
な
ら
ば
、
澎
湃
た
る
大
（
マ
マ
）平

洋
に
臨
ん
だ
此
の
地
方
の
風
景
は
男
性
的
な
美
し
さ

が
あ
る
。
未
だ
人
の
手
の
触
れ
な
い
自
然
の
美
し
さ
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
転
つ
て
居
る
。
若
し
東
京

附
近
に
移
す
事
が
出
来
る
な
れ
ば
、
何
処
の
一
小
部
分
を
切
取
つ
て
持
つ
て
来
て
も
、
そ
ん

ぢ
よ
そ
こ
ら
の
所
謂
名
勝
は
、
忽
ち
太
陽
の
前
の
星
の
如
く
な
る
事
請
合
ひ
で
あ
る
程
、
そ

ん
な
に
佳
い
景
色
で
あ
る
」（
八
月
十
二
日
条
）
と
記
し
て
い
る
。
普
段
の
生
活
環
境
で
は

見
ら
れ
な
い
四
国
の
海
・
山
・
川
の
風
景
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

わ
ず
か
な
が
ら
八
十
八
ヶ
所
の
札
所
を
訪
れ
て
い
る
場
所
も
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
確
認
し
て
み
よ
う
。

（
1
）
屋
島
と
屋
島
寺

四
国
上
陸
後
最
初
の
見
物
地
が
屋
島
で
あ
っ
た
。
屋
島
は
高
松
市
の
北
東
部
に
あ
り
、
備
讃
瀬
戸
に
突
出
し
た
台
地
状
の
半
島
で
あ
る
。

山
上
に
は
八
十
四
番
札
所
屋
島
寺
が
あ
り
、
展
望
地
か
ら
は
高
松
平
野
・
五
剣
山
・
備
讃
瀬
戸
を
一
望
で
き
る
。
屋
島
は
南
嶺
と
北
嶺
に
分

か
れ
て
お
り
、
南
嶺
に
は
談だ
ん

古こ

嶺れ
い

と
獅

（

）
18

子
の
霊
巌
（

）
19

、
北
嶺
に
は
遊
鶴
亭
と
い
う
展
望
地
が
あ
る
。

高
公
ら
は
南
嶺
に
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
登
山
し
、
談
古
嶺
で
茶
屋
の
女
性
か
ら
景
観
や
源
平
合
戦
の
説
明
を
受
け
、
か
わ
ら
け
投
げ
に

興
じ
（

）
20

、
獅
子
の
霊
巌
の
茶
屋
で
昼
食
を
と
っ
て
い
る
（
第
34
図
）。
そ
の
後
、
下
山
す
る
際
に
屋
島
寺
に
寄
っ
て
い
る
。
日
記
に
は�

「
此（談
古
嶺
）

処
は
南
嶺
の
東
北
端
に
あ
つ
て
、
此
地
点
か
ら
の
眺
め
は
実
に
目
覚
め
る
許
り
美
く
し
い
。
屋
島
を
中
心
と
し
た
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
（

）
21

の
価
値
も
頷
け
る
。
眼
前
五
剣
山
の
鋭
峰
と
相
対
し
、
足
下
浪
静
か
な
る
内
海
に
浮
べ
る
大
小
無
数
の
島
々
を
眺
め
、
壇
の
浦
の
古
戦
場
を

第 ３３ 図　女木島の洞窟
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俯
眼
す
る
あ
た
り
、
よ
く
筆
舌
の
尽
く
す
と
こ
ろ
に
非
ら
ず
と
、
古
い
な
が
ら
も
そ
れ
が
真
実
の
表
現
で
あ
る
」（
八
月
十
一
日
条
）
と
記

す
。
屋
島
で
は
展
望
台
か
ら
見
え
る
瀬
戸
内
・
四
国
の
眺
望
を
堪
能
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
2
）
室
戸
岬
と
最
御
崎
寺

次
の
見
物
地
は
室
戸
岬
で
あ
る
。
四
国
・
高
知
県
東
南
端
の
岬
で
あ
り
、
先
述
の
よ
う
に
奇
岩
・
乱
礁
と
亜
熱
帯
植
物
の
特
徴
的
な
景
勝

地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
高
公
ら
も
室
戸
岬
の
「
海
岸
に
露
出
せ
る
怪
岩
乱
石
」
を
見
な
が
ら
車
を
走
ら
せ
て
（
第
35
図
）、
室
戸
岬
で
一
泊

し
た
。
翌
朝
出
発
前
に
二
十
四
番
札
所
の
最
御
崎
寺
や
弘
法
大
師
関
連
史
跡
、
室
戸
岬
灯
台
な
ど
を
見
物
し
て
い
る
。
最
御
崎
寺
に
つ
い
て

は
「
此
の
山
上
に
室
戸
岬
灯
台
と
遍
路
『
第
二
十
四
番
霊
場
最
御
崎
寺
（
東
寺
）』
が
あ
る
。
敬
虔
な
る
順
拝
者
で
あ
る
吾
々
は
南
無
大
師

遍
照
金
剛
の
声
も
高
ら
か
に
参
詣
、
や
つ
と

目
的
の
う
ち
二
ヶ
所
を
済
ま
せ
た
の
で
あ

る
」（
八
月
十
三
日
条
）
と
記
す
。
室
戸
岬

ま
で
来
て
八
十
八
ヶ
所
の
札
所
の
う
ち
参
拝

で
き
た
の
は
二
つ
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、

空
海
修
行
の
大
岩
窟
、
大
師
行
水
の
池
、
大

師
一
夜
の
岩
屋
な
ど
を
見
物
し
、
水
掛
地
蔵

を
お
参
り
し
て
い
る
（
第
36
図
）。
わ
ず
か

な
時
間
を
利
用
し
て
駆
け
足
で
一
回
り
し
た

よ
う
で
あ
る
。

第 ３５ 図　室戸岬

第 ３４ 図　獅子の霊巌で昼食
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（
3
）
そ
の
他
の
札
所
に
つ
い
て

屋
島
・
室
戸
岬
で
見
た
よ
う
に
高
公
ら
は
四
国
旅
行
の
間
に
二
ヶ
所
の
札
所
に
詣
で
て
い

る
の
だ
が
、
む
し
ろ
こ
れ
は
例
外
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
札
所
の
近
く
を
通
る
場
所
が
多
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
札
所
に
寄
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
日
記
で
は
「
平
坦
な
路
を
走

る
事
数
哩
、
志
度
の
町
を
過
ぎ
る
。
お
つ
と
抜
か
し
た
『
八
十
六
番
志
度
寺
』
の
参
拝
を
。

車
を
下
り
て
詣
ず
る
程
の
信
心
を
ど
う
も
持
ち
合
は
せ
て
居
な
そ
う
な
此
お
遍
路
さ
ん
達
は
、

何
か
の
理
屈
を
つ
け
て
は
そ
の
儘
素
通
り
す
る
。
此
調
子
で
行
く
と
八
十
八
ヶ
所
引
く
一
ヶ

所
参
詣
残
り
八
十
七
ヶ
所
な
ど
と
云
ふ
答
が
出
や
し
ま
い
か
心
細
い
限
り
で
あ
る
」（
八
月

十
一
日
条
）
と
か
「
気
持
ち
よ
く
飛
ば
し
て
居
る
う
ち
に
立
江
に
あ
る
『
十
九
番
立
江
寺
』、

日
和
佐
の
『
二
十
三
番
薬
王
寺
』
も
飛
ば
し
て
し
ま
つ
た
」（
八
月
十
二
日
条
）
な
ど
と
記

し
、
札
所
巡
り
よ
り
も
目
的
地
に
到
達
す
る
こ
と
を
優
先
し
て
走
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
。
日
記
の
冒
頭
に
「
大
師
様
の
御
利
益
に
す
が
ら
う
と
す
る
宗
教
的
意
味
を
含
め
た
と
こ
ろ
」
と
記
し
て
い
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
自

動
車
で
の
旅
行
そ
の
も
の
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
八
十
八
ヶ
所
巡
り
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
香
川
・
徳
島
の
内
陸
部
、
高
知

県
南
西
部
（
足
摺
岬
な
ど
）、
愛
媛
県
の
北
部
（
今
治
な
ど
）
や
内
陸
部
を
通
ら
な
い
ル
ー
ト
を
設
定
し
て
い
る
の
で
、
札
所
を
全
て
ま
わ

る
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
日
記
の
し
め
く
く
り
に
「
八
十
八
ヶ
所
詣
は
結
局
、
屋
島
と
室
戸
岬
の
二
ヶ
所
詣
に
終

り
、
仏
様
に
は
申
訳
け
な
い
次
第
で
あ
っ
た
が
、
何
れ
東
京
へ
な
り
御
出
開
帳
の
節
、
御
詣
り
さ
せ
て
頂
く
事
と
し
て
、
そ
れ
迄
は
ま
あ
二

ヶ
所
巡
り
の
御
利
益
丈
で
も
垂
れ
さ
せ
給
は
り
ま
す
様
虫
の
好
い
御
願
を
し
て
又
来
年
の
旅
行
迄
」（
八
月
二
十
二
日
条
）
と
も
記
し
て
い

る
。
参
詣
で
き
た
場
所
の
少
な
さ
を
申
し
訳
な
く
感
じ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
八
十
八
ヶ
所
そ
の
も
の
は
軽
ん
じ
て
い
な
か
っ
た
と
い

第 ３６ 図　水掛地蔵
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え
る
。

（
1
）　
昭
和
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
室
戸
岬
に
宿
泊
し
た
十
二
日
夜
に
は
、

水
泳
男
子
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
が
行
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
カ
が
優
勝
、
日
本
の
鵜
藤
俊
平
が
二
着
と
な
っ
て
い
る
。

前
日
の
十
一
日
に
女
子
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で
前
畑
秀
子
が
優
勝
し
た
。

（
2
）　
高
柳
友
彦
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
温
泉
経
営
の
展
開
と
転
地
療
養
所
運
営
─
愛
媛
県
道
後
温
泉
を
事
例
に
─
」（『
三
田
学
会
雑
誌
』
一

〇
七
ー
三
、
二
〇
一
四
年
、
二
二
～
二
三
頁
）。

（
3
）　「
北
三
井
家
油
小
路
邸
日
誌
」
昭
和
十
一
年
八
月
十
九
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
三
四
八
）。

（
4
）　
笠
井
雅
直
「
両
大
戦
間
期
の
下
呂
温
泉
と
鉄
道
網
の
発
達
─
温
泉
観
光
ブ
ー
ム
の
創
出
─
」（『
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
　
社
会
科
学
篇
』
四

〇
ー
一
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
5
）　「
下
呂
温
泉
御
案
内
　
湯
之
島
館
」（
湯
之
島
館
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
下
向
井
収
集
資
料
）。

（
6
）　
鉄
道
省
編
『
時
刻
表
』（
一
九
三
五
年
）。

（
7
）　
前
掲A

llan�

著
書
、
五
六
頁
。

（
8
）　
ダ
グ
ラ
ス
・
Ｈ
・
オ
デ
ル
『
自
動
車
愛
好
家
必
携
』（
オ
デ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ー
ス
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
一
九
三
〇
年
、
三
八
六
～
四
〇
六
頁
）。

（
9
）　
前
掲
関
西
道
路
研
究
会
編
著
書
一
九
三
五
年
、
六
〇
頁
。

（
10
）　
関
西
道
路
研
究
会
編
『
道
路
標
識
調
査
報
告
書
』（
一
九
三
六
年
）。

（
11
）　「
紀
州
一
周
ド
ラ
イ
ブ
」（『
三
友
新
聞
』
一
九
五
九
年
七
月
八
日
）。

（
12
）　
標
識
に
関
す
る
法
律
の
変
遷
に
つ
い
て
は
時
崎
賢
二
「
道
路
標
識
の
国
際
化
」（『
月
刊
交
通
』
二
一
―
四
、
一
九
九
〇
年
、
二
一
～
二
三

頁
）
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。

（
13
）　「
徳
島
県
総
論
　
遍
路
道
」（『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
三
七
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
今
村
賢
司
「
道
標
石
か
ら
見
た
四
国
遍
路
」（
愛



296

媛
大
学
四
国
遍
路
・
世
界
の
巡
礼
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
四
国
遍
路
の
世
界
』）
筑
摩
書
房
、
二
〇
二
〇
年
、
八
五
～
一
〇
一
頁
）。

（
14
）　「
愛
媛
県
総
論
　
遍
路
道
」（『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
三
九
、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）。

（
15
）　
現
在
、
歩
車
併
用
の
道
路
な
ど
で
は
自
動
車
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
道
標
が
失
わ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
と
い
う
（
今
村
賢
司
「
愛
媛
の
道

標
石
か
ら
見
た
四
国
遍
路
」『
四
国
遍
路
と
世
界
の
巡
礼
』
三
、
二
〇
一
八
年
）。

（
16
）　
金
刀
比
羅
宮
は
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
に
あ
る
神
社
で
旧
国
幣
中
社
で
あ
る
。
近
世
に
は
航
海
者
の
信
仰
を
集
め
た
、
航
海
安
全
の
神
社

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
神
社
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
驟
雨
の
な
か
金
比
羅
に
詣
で
て
い
る
。
日
記
で
は
「
長
い
長
い
石
段
の
登
り
は
仲
々
骨
が

折
れ
る
」
と
漏
ら
す
。
登
り
切
っ
た
社
頭
か
ら
遠
く
讃
岐
富
士
（
飯
野
山
、
丸
亀
と
坂
出
の
境
に
あ
る
山
。
整
っ
た
形
か
ら
讃
岐
富
士
と
呼
ば

れ
る
。
標
高
四
二
一
メ
ー
ト
ル
）
を
望
ん
で
い
る
。
苦
労
し
て
長
い
階
段
を
登
っ
て
金
刀
比
羅
宮
に
た
ど
り
着
い
た
も
の
の
、
記
述
は
少
な
い
。

（
17
）　
高
松
市
の
北
方
三
キ
ロ
の
沖
合
に
あ
る
島
。
桃
太
郎
伝
説
と
結
び
つ
け
て
鬼
ヶ
島
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
島
で
、
山
上
に
人
工
の
洞
窟
が
あ
り
、

鬼
の
す
み
か
と
称
し
て
観
光
名
所
に
な
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
発
行
し
た
昭
和
十
六
年
版
の
四
国
の
観
光
ガ

イ
ド
で
は
「
女
木
島
は
周
囲
八
粁
許
り
あ
り
、
近
年
童
話
桃
太
郎
の
鬼
ヶ
島
で
あ
る
と
云
は
れ
」（『
ツ
ー
リ
ス
ト
案
内
叢
書
第
二
輯
　
四
国
地

方
』
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
一
九
四
〇
年
、
一
〇
頁
）
と
あ
り
、
鬼
ヶ
島
と
し
て
の
女
木
島
は
、
比
較
的
新
し
い
観
光
名

所
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
高
公
ら
は
山
上
か
ら
の
瀬
戸
内
海
の
風
景
を
眺
め
、
眼
下
に
自
分
た
ち
の
自
動
車
を
運
ぶ
貨
車
運
航
船
を
見

つ
け
る
と
、
下
山
し
て
船
に
乗
り
込
み
、
こ
れ
を
追
い
抜
い
て
い
る
。

（
18
）　
屋
島
の
三
大
展
望
台
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
。
屋
島
合
戦
の
舞
台
を
眼
下
に
一
望
で
き
る
。

（
19
）　
屋
島
の
三
大
展
望
台
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
。
現
在
で
は
夕
日
の
美
し
い
場
所
と
し
て
有
名
な
展
望
台
。

（
20
）　
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
三
月
、
高
公
は
妻
・
鋹
子
と
と
も
に
玉
造
船
所
の
朝
日
山
丸
の
進
水
式
に
参
列
し
た
。
そ
の
後
で
、
鋹
子
や
長

男
・
高
元
、
関
係
者
と
と
も
に
高
松
に
渡
っ
て
い
る
（「
北
三
井
家
本
邸
日
誌
」
昭
和
十
年
三
月
二
十
五
日
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
二

三
一
）。
こ
の
時
に
も
屋
島
を
訪
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
北
家
の
映
像
フ
ィ
ル
ム
の
中
に
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
塩
田
、
瀬
戸
内
の
眺
望
と
と
も

に
彼
ら
の
か
わ
ら
け
投
げ
の
様
子
を
映
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム
に
は
「
№
八
八
　
湖
・
見
晴
台
」
と
仮
タ
イ
ト
ル
を
振
ら
れ
て
い

る
が
、
昭
和
十
年
の
高
松
渡
海
時
に
屋
島
を
訪
れ
た
際
に
撮
ら
れ
た
映
像
で
あ
ろ
う
。
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（
21
）　
国
立
公
園
法
に
よ
り
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
雲
仙
、
霧
島
と
と
も
に
最
初
に
指
定
さ
れ
た
国
立
公
園
。
屋
島
は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園

内
の
著
名
な
景
勝
地
の
一
つ
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
高
公
と
自
動
車
愛
好
家
仲
間
の
四
国
一
周
自
動
車
旅
行
を
、
彼
ら
の
作
成
し
た
記
録
冊
子
と
映
像
資
料
か
ら
見
て
き
た
。
彼
ら
の

自
家
用
車
を
用
い
た
四
国
旅
行
は
、
昭
和
五
年
か
ら
毎
年
夏
期
に
行
っ
て
き
た
長
期
間
・
長
距
離
に
わ
た
る
自
動
車
旅
行
の
一
つ
で
あ
り
、

一
連
の
旅
行
の
最
後
で
あ
る
と
と
も
に
本
州
外
へ
の
最
初
の
遠
征
で
も
あ
っ
た
。
高
速
道
路
は
無
く
道
路
環
境
も
整
備
途
上
で
あ
る
な
か
、

二
週
間
以
上
か
け
て
二
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
を
移
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

高
公
ら
の
作
成
し
た
記
録
冊
子
に
は
ル
ー
ト
上
の
路
面
状
況
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
行
く
先
々
の
道
路
が
ど
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
期
の
高
公
ら
の
記
録
か
ら
は
、
当
時
各
地
で
道
路
改
良
事
業
が
少
し
ず
つ
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
特
に
大
津
か
ら
姫
路
の
間
に
か
け
て
の
道
路
改
良
の
成
果
が
如
実
で
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
、
道
路
を
舗
装
し
、
幅
員
を
拡
張
し
、

直
線
化
し
、
街
路
樹
を
植
え
る
な
ど
近
代
的
設
備
を
整
え
た
道
路
は
自
動
車
で
の
移
動
を
極
め
て
快
適
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
高
公
ら
は
各
地
の
主
要
地
方
都
市
で
も
開
通
間
も
な
い
改
良
道
路
を
利
用
し
て
い
る
場
所
も
あ
っ
た
。
舗
装
道
路
化
さ
れ
て
い

な
い
改
良
道
路
も
含
ま
れ
る
が
、
地
方
都
市
で
の
道
路
改
良
も
徐
々
に
進
展
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

他
方
、
彼
ら
が
悪
路
と
評
価
し
た
場
所
は
少
な
か
っ
た
。
事
前
の
ル
ー
ト
選
択
時
に
走
行
困
難
な
場
所
は
通
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
た
め
当
然
で
は
あ
る
が
、
悪
路
・
難
所
と
し
て
有
名
な
場
所
や
、
往
来
の
ト
ラ
ッ
ク
が
路
面
を
著
し
く
破
損
さ
せ
て
い
る
道
路
な

ど
ご
く
一
部
で
あ
っ
た
。
旅
行
記
録
や
映
像
を
見
る
限
り
、
四
国
で
は
、
幅
員
が
狭
く
、
路
面
が
凹
凸
で
あ
り
、
屈
曲
が
多
い
道
路
を
い
く
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つ
も
通
っ
て
い
た
。
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
と
か
ろ
う
じ
て
離
合
で
き
る
場
所
も
多
数
あ
っ
た
。
彼
ら
の
路
面
調
査
で
は
離
合
不
可
能
な
場
所
や

路
面
の
悪
い
場
所
を
指
摘
し
て
い
る
場
所
も
点
在
し
て
い
る
が
、
概
ね
普
通
の
道
と
し
て
評
価
し
て
お
り
、
彼
ら
の
目
に
著
し
い
悪
路
と
し

て
映
っ
て
い
る
場
所
は
少
な
か
っ
た
。
旅
行
冊
子
の
日
記
で
は
最
後
に
「
一
帯
に
今
度
の
通
過
地
の
道
路
状
況
は
良
好
で
あ
つ
た
。
四
国
の

路
も
思
ひ
の
外
良
く
路
の
為
め
に
苦
労
を
す
る
と
云
ふ
様
な
事
は
ま
あ
無
い
と
云
つ
て
よ
い
」
と
総
括
し
て
い
る
。
四
国
の
道
は
狭
小
で
屈

曲
は
多
い
が
、
彼
ら
の
選
択
し
た
道
、
彼
ら
の
使
用
し
た
自
動
車
、
彼
ら
の
運
転
技
術
の
な
か
で
は
、
運
転
が
苦
に
な
ら
な
い
程
度
の
道
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
道
路
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
痛
ん
で
い
な
い
だ
け
な
の
か
、
四

国
に
お
け
る
自
動
車
の
普
及
率
と
利
用
状
況
、
道
路
補
修
状
況
、
通
行
量
な
ど
多
角
的
に
踏
ま
え
て
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

四
国
旅
行
の
交
通
事
情
と
し
て
、
本
四
連
絡
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
高
公
ら
は
渡
海
の
利
便
性
を
重
視
し
て
初
の
本
州
外
の
旅

行
先
と
し
て
四
国
を
選
ん
だ
。
本
州
と
四
国
と
の
間
の
車
両
輸
送
に
は
本
四
連
絡
の
主
要
航
路
で
あ
っ
た
宇
高
航
路
を
利
用
し
て
い
る
。
宇

高
航
路
で
は
貨
車
渡
艀
と
い
う
方
法
で
自
動
車
を
運
搬
し
て
い
た
。
宇
野
駅
・
高
松
駅
で
貨
車
に
自
動
車
を
積
み
込
み
、
自
動
車
を
積
ん
だ

貨
車
は
艀
に
載
せ
ら
れ
、
曳
船
に
曳
航
さ
れ
て
瀬
戸
内
海
を
渡
海
す
る
輸
送
方
法
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
と
き
宇
高
航
路
に
は
自
航
式
の
貨

車
運
搬
船
も
就
役
し
て
い
る
が
、
輸
送
力
補
助
の
た
め
に
貨
車
渡
艀
を
併
用
し
て
い
た
実
態
も
見
て
と
れ
る
。
彼
ら
は
宇
野
駅
・
高
松
駅
で
、

自
分
た
ち
の
運
転
で
自
動
車
を
貨
車
に
積
み
お
ろ
し
て
い
る
。
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
や
本
四
連
絡
橋
の
整
備
さ
れ
て
い
な
い
時
代
、
自
動
車
を
四

国
に
輸
送
す
る
こ
と
自
体
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
よ
う
。

高
公
ら
の
自
動
車
旅
行
の
記
録
か
ら
は
、
昭
和
戦
前
期
の
自
家
用
車
旅
行
の
課
題
・
苦
労
も
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
車
両
そ
の
も
の
に

由
来
す
る
問
題
と
し
て
燃
料
補
給
と
故
障
へ
の
対
応
、
交
通
環
境
の
問
題
と
し
て
警
察
の
取
り
締
ま
り
と
標
識
の
不
備
な
ど
で
あ
る
。
燃
料

補
給
に
つ
い
て
は
、
高
公
ら
は
各
地
で
補
給
す
る
こ
と
自
体
は
滞
り
な
く
で
き
て
い
る
。
好
ん
で
使
っ
て
い
る
赤
貝
を
入
手
で
き
な
い
ケ
ー
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ス
は
あ
る
も
の
の
、
津
々
浦
々
で
ガ
ソ
リ
ン
を
補
給
し
た
り
ガ
ソ
リ
ン
缶
を
購
入
で
き
る
環
境
は
整
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
自
動
車

の
信
頼
性
が
現
在
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
故
障
・
ト
ラ
ブ
ル
は
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
都
度
彼
ら
は
自
分
た
ち
で
修

理
・
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
旅
行
記
録
を
見
て
い
く
と
各
地
に
自
動
車
屋
が
あ
る
た
め
、
現
地
で
修
理
を
依
頼
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
が
、
当
時
の
長
距
離
自
動
車
旅
行
に
お
い
て
は
、
自
動
車
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
の
知
識
や
応
急
処
置
の
技
術
も
必
要
だ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

警
察
の
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
は
、
往
路
の
愛
知
で
不
審
訊
問
、
復
路
の
静
岡
で
一
斉
検
査
を
受
け
て
い
る
。
特
に
復
路
で
は
数
分
に
一

度
の
頻
度
で
検
問
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
所
も
あ
り
、
効
率
的
な
自
動
車
取
り
締
ま
り
の
ル
ー
ル
が
整
備
途
上
で
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が

え
る
。
標
識
の
不
備
に
つ
い
て
は
高
公
ら
を
悩
ま
せ
て
お
り
、
道
の
間
違
い
と
移
動
時
間
の
ロ
ス
を
少
な
か
ら
ず
招
い
て
い
る
。
一
方
で
、

四
国
で
は
八
十
八
ヶ
所
巡
り
や
金
比
羅
詣
で
の
歩
行
者
向
け
の
石
標
が
自
動
車
旅
行
に
も
役
立
っ
て
い
た
。
同
時
期
に
東
海
道
・
山
陽
道
を

自
動
車
で
調
査
し
た
関
西
道
路
研
究
会
の
報
告
書
で
も
同
様
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
家
用
車
で
慣
れ
な
い
場
所
を
走
る
に
は
、

当
時
の
道
路
は
極
め
て
不
案
内
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
高
公
ら
の
自
動
車
旅
行
記
録
に
基
づ
い
て
四
国
旅
行
と
交
通
事
情
を
見
て
き
た
。
旅
行
記
録
を
基
に
し
た
事

例
紹
介
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
道
路
状
況
、
自
動
車
普
及
状
況
な
ど
多
面
的
な
分
析
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
近
年
盛
ん
に
な
っ
て
い
る

旅
行
史
、
交
通
史
の
分
野
と
絡
め
て
検
討
し
う
る
素
材
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
こ
に
も
至
ら
な
か
っ
た
。
高
公
ら
は
四
国
だ
け
で
な
く
、

他
の
場
所
に
も
出
掛
け
て
い
る
。
高
公
ら
の
他
の
自
動
車
旅
行
も
踏
ま
え
て
広
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
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付表 １　四国一周旅行の道路概況� （距離単位　km）

No. 月日 時分 通過地名 記録地点 走行
距離

路情
標準 道路概況

1 8 月
8 日

12:45 東京 京橋 0.0� A

2 13:31
13:40

神奈川 26.9� A

3 13:45 横浜 駅前 30.3� A
4 14:27 平塚 駅前 65.5� A,�C 藤沢～茅ヶ崎A・C

茅ヶ崎～平塚C
5 14:55 小田原 丁字路 86.6� A 二宮～塔ノ沢A
6 15:02

15:06
三枚橋 92.2� A

7 15:07
15:12

湯本 入口 92.5� A

8 15:31 宮ノ下 富士屋ホ
テル前

99.5� C

9 15:37 箱根町 ホテル前 112.5� C
10 16:00

16:19
十二丁峠 頂上 114.1� C 箱根峠下り道は凹凸多く車の動揺

多し。
11 17:00 沼津 駅前十字

路
138.6� A,�C

12 17:48 富士川鉄橋 中央 165.1� C
13 18:05

18:57
由比海岸 堤防上 175.4� C

14 19:31
19:38

静岡 駅前 199.2� A 清水～静岡は幅員広き舗装道路に
て，快走に適す。

15 20:12 藤枝 郵便局 221.0� C
16 20:27 島田 鈴蘭電灯

入口
231.3� C

17 20:33
20:44

不明 234.6� ×

18 20:54 小夜中山 トンネル
中央

241.4� C

19 21:12 掛川 警察前 252.5� C
20 21:59 浜松 駅前 284.2� C
21 22:02

22:50
浜松 ガソリン

屋
285.8� C

22 22:57
22:58

不明 290.3� ×

23 23:10 弁天島 駅前 298.4� × 浜松～弁天島の道路は良好ならず。
土埃多し。

24 23:21
23:23

鷲津 305.8� ×

25 23:54
23:58

豊橋 東神町 323.6� C

26 9 日 00:01 豊橋 公会堂前 324.6� A,�C
27 00:44 岡崎 電車踏切 357.6� A



昭和戦前期の国内自動車旅行と交通事情（下向井）

301

No. 月日 時分 通過地名 記録地点 走行
距離

路情
標準 道路概況

28 01:01
01:40

知立 371.3� A,�C 知立～熱田A

29 02:05 熱田 郵便局前 391.1� × 熱田～伊勢大橋は新道にて舗装せ
るところ，然らざるところ，又中
には走行困難なる程度のところあ
れど，漸次良好とならん。

30 02:39
02:46

伊勢大橋 中央 415.7� ×

31 02:49 桑名 電車踏切 417.6� C
32 02:56

03:06
四日市手前 422.6� C

33 03:20 四日市 十字路 431.6� C
34 03:53

04:13
鈴鹿峠 トンネル

出口
450.5� C

35 04:58
05:04

不明 473.0� C 鈴鹿峠下より草津あたりまでの路
は幅員広からざれど，路面よく快
走し得。

36 05:32
05:44

水上 491.3� B

37 06:20 草津 手前 516.6� B 草津入口にて町に入らず，新道を
左折，直線道路を走る。

38 06:50 大津 県庁前 531.4� B
39 07:08

11:34
京都 543.6� A 大津～京都，幅員広き舗装道路。

40 12:23
12:32

大阪 入口
（都島）

589.3� A 淀川堤防上を走る京阪国道は全部
舗装道路にて設備良し。

41 13:30
13:33

神戸 東神戸
（阪神国
道終点）

628.1� A

42 14:05
14:23

須磨 644.2� A

43 15:01 加古川 加古川橋 677.2� A
44 姫路 入口（市

川橋）
689.4� A 須磨よりこの地点までは幅員広く

見透しの利く舗装道路にて疾走に
適す。

45 15:22
15:30

姫路 城下 692.8� A

46 16:08 正条 正条橋 710.4� C 姫路よりの山陽道は幅員甚だ狭く，
路面また平坦ならず。場所により
ては車のすれ違いも困難なる様の
地点ありて，堂々たる山陽道の名
にふさわしからざる道路なり。特
に神戸～姫路の良道を走り来りし
直後なる為め，一入その感深し。
正条橋は揖保川に架せる橋梁なり。

47 16:40
18:20

那波 十字路 716.8� C

48 19:02 船坂峠 （県境） 737.9� C 下り道の方，急にして道巾狭し。
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No. 月日 時分 通過地名 記録地点 走行
距離

路情
標準 道路概況

49 19:10 三ツ石 入口 740.3� D 附近に練瓦原石の採鉱所あり。こ
れらを運搬の為め甚しき悪路にし
て，運転困難なり。雨天の時に至
っては人の歩みよりも遅きくらい
ならん。

50 19:43 片上村 郵便局 752.5� × この辺路巾狭く，曲り角にてはす
れ違い得ず。

51 20:55 岡山 西大寺町
交叉点

782.5� × 岡山より倉敷に向う新道あり。但
し未だ補装されず。

52 21:33 倉敷 入口 800.6� ×
53 22:46 玉 三井倶楽

部前
827.7� ×

54 10日 玉 0.0� ×
55 高松 0.0� ×

56 11日 11:48 高松 0.0� ×
57 12:04

15:01
屋島 ケーブル

駅前
8.7� A 高松～屋島，凡んど補装なり。

58 15:17 志度 警察前 17.1� C 屋島～志度，道巾広からざれど，
路面概して良好なり。

59 15:35 津田 郵便局前 27.8� ×
60 15:53 三本松 駅前 38.9� C 路情標準よりいへばBの標準なれ

ど，幾分幅員狭きため，Cとす。
61 16:06 引田 警察前 47.0� C
62 16:08

16:27
相生 神社前 48.4� C

63 16:37 大阪 峠頂上
（県境）

55.8� C 急峻なる峠にして，登り長く曲屈
多けれども，土質固く，路面亦良
好にして運転困難ならず，幾分ト
ラックの轍跡に依る凹みあれど，
苦になる程にては無し。

64 坂西 警察前 66.9� C
65 17:26 徳島 澄屋旅館 83.8� A

66 12日 10:00 徳島 0.0� ×
67 10:05

10:09
県庁裏 1.3� A

68 10:24 小松島 駅前 10.6� C
69 10:34 立江 15.8� C
70 10:40 羽ノ浦 郵便局前 19.0� C 20マイル（32.2�km）位の地点よ

り路巾狭くなり。所に依りては車
のすれ違い困難なり。

71 11:35 星越峠 頂上 44.4� C
72 12:02 日和佐 郵便局前 57.1� C 日和佐手前より路巾広くなる。
73 12:43 牟岐 郵便局前 78.5� C 此処より道路は海岸に沿い海上島

嶼の散在するを眺め乍ら走行し得。
風光佳し。

74 13:00
13:50

加島（浅川
付近）

海岸 86.1� C



昭和戦前期の国内自動車旅行と交通事情（下向井）

303

No. 月日 時分 通過地名 記録地点 走行
距離

路情
標準 道路概況

75 14:05 鞆奥 郵便局前 93.7� C
76 14:31 県境 104.8� × 徳島県の道路は手入行届き路面良

く，凹凸なし。但し路巾は広から
ず，処に依りてはすれ違い困難に
て，僅かながらも後退するの止む
無き様な処も稀れにはあり。県境
を越えて依り，幾分路面の凹凸あ
れどさしたる事なし。尚街道を走
行しある「バス・トラック」は心
よく避譲し呉るる為め，運転愉快
なり。

77 14:34 甲ノ浦 郵便局前 105.9� C
78 14:55 野根 114.3� C
79 15:25 佐喜ノ浜 郵便局前 129.4� × 甲ノ浦～室戸岬は徳島県側より屈

曲多し。
80 15:36

15:43
鹿岡ノ鼻 134.9� ×

81 16:05
16:12

室戸岬 石碑前 147.3� C

82 16:15 室戸岬ホテ
ル

147.7� ×

83 13日 12:50 室戸岬ホテ
ル

0.0� C

84 12:58 室戸岬町 役場前 3.4� C
85 13:05 室戸町 郵便局前 6.8� C
86 13:21 吉良川 郵便局前 15.6� C
87 13:48 奈半利 郵便局前 30.9� C
88 13:52 田野 郵便局前 32.8� C
89 14:22 安芸 郵便局前 47.8� B 安芸町入口附近 3マイル（4.8�km）

余，道幅比較的広く路面亦良好，
快走し得。

90 14:41 和食（赤野
付近）

郵便局前 57.8� C 風光佳し。

91 15:00 赤岡 郵便局前 68.9� C
92 15:10

15:12
不明 75.0� × 此の付近より路巾広くなる。

93 15:15
15:22

後免 入口附近 76.4� C

94 15:47 高知 郵便局前 89.6� A 本日走行道路，概して路面良好な
り。路巾は一般的に広からず。屈
曲多き処あれど海岸に沿いて，風
光頗る佳し。

95 15:52 高知 城西館 91.4� ×

96 14日 09:55 高知 城西館 0.0� ×
97 10:11 伊野 郵便局前 10.6� B 14.6マイル（23.5�km）の地点より

切震峠にかかる屈曲相当あれど，
路巾比較的広く，路面又佳し。頂
上は15.5マイル（24.9�km）の地点
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No. 月日 時分 通過地名 記録地点 走行
距離

路情
標準 道路概況

なり。
98 10:35 佐川 左折点 27.0� C 町中央を左へ。19.7マイル（31.7�

km）より峠にかかる。
99 10:51 斗賀野峠 頂上 34.9� C 此の峠も路面よく屈曲多けれども，

特にカーブに於て幅員を広くなし，
トラック等も一度にて転換為し得
る様作られ居れり。

100 11:05 吾桑 郵便局 41.7� C
101 11:15

11:24
須崎 駅前 46.7� C 須崎の町外れ十字路を左へ。29.9

マイル（48.1�km）の地点より山
に入る。路面悪からざれども巾狭
し。暫くして海沿ひに山の中腹を
或は高く，或は底く下りて走る。

102 12:07 久礼 丁字路 64.1� C 海を離れ山に入る。
103 12:34 七子峠（床

鍋峠）
頂上 75.2� × 非常に長く屈曲甚だ多き峠，路面

悪からず。
104 12:55 窪川 十字路 88.7� C 十字路を右へ。
105 13:32

14:02
下岡 108.5� ×

106 14:12 田野々 郵便局 114.6� C 仁井田川に沿いて前進。景色佳し。
107 15:28 川崎（江川

崎）
同上 159.2� × 川崎～吉野生にて高知県より愛媛

県に入る。路面急に悪くなり車体
震動す。

108 15:58 吉野生 十字路 168.8� C
109 16:10 松丸 警察前 174.9� × 高知県の道路は一般的に良好なり。
110 17:03 宇和島 蔦屋旅館 197.8� × 宇和島入口十数マイルの間，路面

凹凸多くして徐行の止むなき箇所
多し。

111 15日 10:50 宇和島 蔦屋旅館 0.0� ×
112 11:07 吉田 10.8� C 昨日通過せる宇和島入口よりは路

面遙かに良好なり。
113 11:42

11:51
法華津峠 頂上 21.6� C 屈曲多く相当長き峠なり。路面は

普通なり。
114 12:07 宇和 十字路 27.0� C 此の間（宇和～大洲）に鳥坂峠あ

り，急峻ならざれども長し。
115 13:10 大洲 鉄橋 54.2� C 大洲町外れて竹藪に沿ひて左折，

長浜経由海岸の道を取る。
116 13:25 粟津 62.9� C
117 13:45 長浜 波止場 72.4� ×
118 13:57

14:35
喜多灘 海岸 75.3� × 喜多灘～上灘には道幅非常に狭き

ところ多くありて，凡んど自動車
一台の巾なり。すれ違いは勿論不
可能なる所多し。

119 15:09 上灘 郵便局 90.8� ×
120 15:37 郡中 郵便局 102.7� ×
121 16:05 松山 県庁前 116.0� ×
122 16:10 道後 鮒屋旅館 118.9� ×
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No. 月日 時分 通過地名 記録地点 走行
距離

路情
標準 道路概況

123 16日 09:26 道後 鮒屋旅館 0.0� B 松山より約 9哩（14.5�km）の間，
新道にて幅員広し。此の地点より
登り道。

124 09:54 不明 18.2� C
125 10:03 檜和田ノ峠 頂上 23.0� C
126 10:23 桜樹 郵便局前 32.2� C 24マイル（38.6�km）の地点より新

道あり。
127 10:45 小松 郵便局前 46.2� B
128 11:00 西条 駅前 54.1� C
129 11:25 泉川 郵便局前 65.7� C
130 11:40

11:42
不明 74.2� C

131 11:52 入野 郵便局 78.9� C
132 12:08 寒川 郵便局 89.2� C
133 12:15 三島 県社前 92.4� C
134 12:27 川之江 駅前 98.0� C
135 12:38

13:12
余木崎 海岸 102.8� C

136 13:25 豊浜 こんぴら
分れ道

108.6� C 此処海に別れ右へ道をとる。

137 13:30 大野原 111.4� × 此の附近道路改修中にてわずかの
距離なれど甚だ悪し。

138 14:07
15:28

琴平 金比羅宮
下

132.8� C

139 16:18 高松 川六旅館 166.6� B 琴平～高松，ほとんど新道なり。

140 17日 高松 川六旅館 0.0� ×
141 玉 0.0� ×

142 18日 09:52 玉 三井倶楽
部前

0.0� ×

143 10:30 彦崎 郵便局前 16.9� C
144 10:49 妹尾 駅前 25.1� C
145 11:09 岡山 駅前 34.4� A
146 11:15

11:24
岡山 後楽園前 36.5� ×

147 11:35 長岡 郵便局前 44.4� C
148 12:22 片上 郵便局前 65.5� D 此の間（片上～三石）荷馬車の通

行多く，此等の為め道路は損ぜら
れて，凹凸甚しく10マイル（16.1�
km）以下の速力しか出せず。

149 12:58 三石 郵便局前 77.1� D
150 13:06 船坂峠 県境 80.1� C 此の辺より道路回復。
151 13:17

13:52
鯰峠 下り道 85.3� C

152 14:23 那波町 十字路 100.9� C
153 14:44

14:47
鵤（いかる
が）

郵便局前 111.7� A
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No. 月日 時分 通過地名 記録地点 走行
距離

路情
標準 道路概況

154 15:15 姫路 警察前 124.2� A
155 15:30 加古川 役場前 140.7� A
156 15:50 明石 警察前 160.8� A

157 16:28
18:02

神戸 三井物産
支店前

184.8� A

158 18:12
18:27

灘中学前 194.4� A

159 19:07 大阪 桜橋 217.6� A
160 20:10

20:20
京都 東寺 262.8� A

161 20:33 京都 三条マス
ト自動車
前

268.3� A

162 19日 京都 三条 0.0� ×

163 20日 京都 三条 0.0� ×
164 神戸 埠頭 0.0� ×
165 京都 三条 172.7� ×

166 21日 09:03 京都 三条 0.0� ×
167 09:18

09:22
大津 10.9� A 元大津駅迄A（8.8マイル〔14.2�

km〕）
168 09:41 瀬田大橋 18.5� A,�

C,�D
A約 2 マイル（3.2�km）。

169 09:54 草津 丁字路 27.4� B,�C B新道あり。
170 10:06 野洲川橋 33.8� C
171 10:46

10:49
御幸橋 橋上 57.0� × 武佐よりB。

172 11:23 米原 郵便局前 77.1� C,�D 米原手前約 2マイルよりC又はD。
173 11:23

（ママ）
柏原 郵便局前 77.1�

（ママ）
C 米原以東，柏原迄幅員狭く快走し

得ず。柏原より稍々良好。
174 11:46

11:50
柏原東方 91.1� C

175 12:01 関ヶ原 郵便局前 97.4� B
176 12:09 垂井 警察前 102.8� B
177 12:25 大垣 市中央 112.8� A 大垣～岐阜，新国道は幅員約13メ

ートル舗装道路にて快走に適す。
178 12:43

12:46
岐阜 入口 127.6� A

179 12:48
12:59

岐阜 駅前 129.2� × 岐阜市内路面不良。

180 13:25 関町 踏切 149.8� C 埃多し。
181 13:38

14:15
富野村字梅
ノ木

157.1� B,�C 温井附近より幅員狭く屈曲多きも
路面の手入よし。

182 14:48 神淵 三叉路 178.5� C
183 15:00 袋坂峠 頂上 184.9� C
184 15:22 金山 駅前 196.2� C 菅田迄は屈曲多けれど，菅田～金
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No. 月日 時分 通過地名 記録地点 走行
距離

路情
標準 道路概況

山は直線道路ありて快走し得。
185 15:42

15:51
祖師原 206.2� ×

186 16:12 金山 分れ路 216.0� C
187 16:52 帯雲橋 238.7� C 中山七里は飛騨川に沿い風光よく

路巾狭けれども，路面は悪からず。
所々待避所あり。但し水力電気の
堰堤を作りつつあるところありて，
路悪き個処もあり。

188 17:04 下呂 湯ノ島館 243.8� × 下呂町中央共同浴場の処を右折，
急坂を上る。

189 22日 08:23 下呂 湯ノ島館 0.0� ×
190 09:13

09:35
金山 丁字路 27.7� C

191 09:47 菅田 郵便局 34.8� ×
192 不明 38.8� C この地点より袋坂峠にかかる。
193 （袋坂峠） 39.8� C 頂上，さしたる峠ならず。左折，

太田へ。
194 10:11 神淵 丁字路 45.7� D
195 10:34 上麻布 郵便局前 57.8� C
196 10:51 川辺 町中央 67.9� D 路幅狭く，トラックとのすれ違ひ

困難なり。
197 11:00 古井 郵便局前 71.9� D 路面凹凸甚しく土埃激甚，而かも

トラックの往来頻繁にして，路巾
も狭し。

198 11:06 太田 中山道十
字路

75.6� ×

199 11:22 鵜沼 丁字路 86.1� B 太田より新道あり。路面良好快走
す。ただし土埃は多し。

200 11:23 犬山橋 橋上 87.2� ×
201 11:42 小牧 郵便局前 100.1� A,�C 犬山より名古屋への道路は拡張さ

れたる処と，然からざるところ
半々位にして，舗装されたる所未
だ少し。名古屋の入口は路面悪し。

202 12:00
12:06

名古屋 大曽根 112.7� ×

203 12:20 熱田 神宮前 121.8� A
204 12:34 鳴海 郵便局前 129.2� A
205 12:40 有松 郵便局前 132.4� A
206 12:50 知立 シエルス

タンド前
141.8� A 知立より舗装なし。

207 13:10 岡崎 駅前十字
路

155.3� A,�C 町中はA。

208 13:39 御油 警察前 176.1� C
209 13:58 豊橋 公会堂 188.1� C
210 14:02

14:04
豊橋 市出口 190.1� C
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No. 月日 時分 通過地名 記録地点 走行
距離

路情
標準 道路概況

211 14:10 二川 郵便局前 196.2� C

212 14:32
15:06

弁天島（西
浜 名 橋 東
際）

212.8� C

213 15:30
16:00

浜松 ガソリン
屋

226.6� C

214 16:20 天竜川橋 橋中央 236.1� ×
215 16:30

16:35
不明 241.9� ×

216 16:45 袋井 郵便局前 249.8� C
217 17:00

17:09
不明 258.0� ×

218 17:13
17:18

掛川 警察傍十
字路

260.1� C

219 17:21
17:26

不明 265.9� ×

220 17:30 日坂 郵便局前 267.5� C
221 17:35 日坂 トンネル

入口
270.9� C 登り道路面悪し。

222 17:45 大井川橋 橋中央 277.8� ×
223 17:50 島田 郵便局前 281.3� ×
224 18:06 藤枝 警察前 291.8� C
225 18:13 岡部 郵便局前 297.2� C
226 18:20 宇都ノ谷峠 トンネル

入口
301.3� C

227 18:36 安倍川橋 橋中央 310.1� ×
228 18:37

18:49
安倍川橋 橋東際 310.3� ×

229 18:54 静岡 駅前 313.3� A
230 19:12

19:20
興津 町入口 328.8� C

231 19:23 興津 郵便局前 329.8� ×
232 19:28

19:48
興津 海岸 332.2� ×

233 20:00 由比 郵便局前 338.4� C
234 20:15 富士川橋 橋中央 347.6� ×
235 20:28 吉原 郵便局前 354.5� C
236 20:30

20:52
鈴川附近 357.3� ×

237 21:08 沼津 駅前十字
路

374.7� A,�C

238 21:18 三島 神社前 381.3� C
239 21:55 箱根町 ホテル前 401.5� C
240 22:22 宮ノ下 富士屋前 414.7� ×
241 22:43 小田原 丁字路 427.6� A
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No. 月日 時分 通過地名 記録地点 走行
距離

路情
標準 道路概況

242 23日 23:00
00:03

小磯 身代地蔵
前

442.4� A,�B

243 00:15 平塚 警察前 449.2� C
244 01:06 横浜 駅前 485.7� A
245 01:37 八ツ山橋 508.9� A
246 01:48 京橋 516.1� A

出所）　「四国一週旅行記録」（三井文庫所蔵史料　北家未整理史料）。
注）　史料中の表を加工。文字遣いを現代仮名遣いに直し，適宜句読点を付した。
　通過地点の「不明」は史料中に記載無しのため，筆者が補った。
　路上標準の×は史料で記載無しのため筆者が補った。
　史料中の距離単位はマイルだが，便宜上キロメートルに換算した。
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付表 ２　四国一周旅行の地点別記録

No. 月日 時間 通過地名 記録地点 地点別記録

1 8 月
8 日

12:45 東京 京橋 晴。南風，気温32℃，湿度75，気圧766 m。

2 13:31
13:40

神奈川 停車 9分。逗子へ郵便投入の為め。

3 13:45 横浜 駅前
4 14:27 平塚 駅前
5 14:55 小田原 丁字路
6 15:02

15:06
三枚橋 停車 4分。

7 15:07
15:12

湯本 入口 停車 5分。S.S.湯本丸井タクシー前にてラジエー
ター水取替。塔ノ沢附近より驟雨あれどさしたる
事なし。

8 15:31 宮ノ下 富士屋ホ
テル前

15:42，大平台にてライレー水取替。

9 15:37 箱根町 ホテル前 芦ノ湯附近にて雨止み，陽光輝き東方に鮮明なる
虹を認む。

10 16:00
16:19

十二丁峠 頂上 停車19分。雨後の涼風に少憩。撮影。

11 17:00 沼津 駅前十字
路

12 17:48 富士川鉄橋 中央
13 18:05

18:57
由比海岸 堤防上 停車52分。由比海岸防波堤上にて夕食を採る。

気温29℃，湿度77，気圧765 m，点灯。
14 19:31

19:38
静岡 駅前 停車 7分。飲料水補充。

15 20:12 藤枝 郵便局
16 20:27 島田 鈴蘭電灯

入口
17 20:33

20:44
不明 停車11分。ライレーを待合せの為め。

18 20:54 小夜中山 トンネル
中央

19 21:12 掛川 警察前
20 21:59 浜松 駅前
21 22:02

22:50
浜松 ガソリン

屋
停車48分。東海道道中の際は必ずこの商店にて
燃料の補充を為す（赤貝10ガロン）。赤貝缶入り
の備付けあり。ライレーを待合せ氷水を飲み出発。

22 22:57
22:58

不明 停車 1分。180.4マイル（290.3�km）の地点にて
前照灯の射光調整。

23 23:10 弁天島 駅前
24 23:21

23:23
鷲津 停車 2分。道路標識用に白墨を購う。二川道路

上にて不審訊問に会う。
25 23:54

23:58
豊橋 東神町 停車 4分。豊橋市の出口は複雑なる為めライレ

ーを待合す。

26 9 日 00:01 豊橋 公会堂前
27 00:44 岡崎 電車踏切 御油にて再び不審訊問に会う。
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No. 月日 時間 通過地名 記録地点 地点別記録

28 01:01
01:40

知立 停車39分。シェル・スタンド前飲食店路上にて
ビールに渇を醫し，睡魔を払うて出発。

29 02:05 熱田 郵便局前
30 02:39

02:46
伊勢大橋 中央 停車 7分。ライレーと遇う為め。伊勢大橋際に

て不審訊問にあふ。
31 02:49 桑名 電車踏切
32 02:56

03:06
四日市手前 停車10分。SS左後車輪パンクし取替ノ為め。

33 03:20 四日市 十字路
34 03:53

04:13
鈴鹿峠 トンネル

出口
停車20分。尾灯電球取替。

35 04:58
05:04

不明 停車 6分。気温23℃，湿度67，気圧738 m。

36 05:32
05:44

水上 停車12分。車中に微睡む。

37 06:20 草津 手前
38 06:50 大津 県庁前
39 07:08

11:34
京都 停車 4時間26分。朝食，休憩，パンク直し。此

の間マスト自動車まで車輌を運びガソリン補給す
（2.6マイル〔4.2�km〕）。
気温28.5℃，湿度77，気圧764 m。京都出発後小
雨。京阪国道途中にて止む。

40 12:23
12:32

大阪 入口
（都島）

停車 9分。ライレー待合せ。気温35℃，湿度66。

41 13:30
13:33

神戸 東神戸
（阪神国
道終点）

停車 3分。ライレーと連絡を取り神戸の町を抜
ける。気温33℃，湿度62。

42 14:05
14:23

須磨 停車18分。休憩。撮影。

43 15:01 加古川 加古川橋
44 姫路 入口（市

川橋）
45 15:22

15:30
姫路 城下 停車 8分。白鷺城撮影。今後の道路を自動車屋

に尋ぬ。
46 16:08 正条 正条橋 此地点より約 1マイル前にて新道に入る可かり

しを，誤りて旧道を前進したる為め，路上橋梁破
損し通行不可能なるに出会し，止むなく間道を取
りて新道と合致す。合致点たる正条橋上にてライ
レーを待合すも，仲々来たらず。通行のトラック
に聞きたるところ，多分姫路出口付近にて直進す
可き路を左折したるなる可し，然るときは幾分迂
回して今少し先にて本道と落合う由を聞きたるた
め，再び前進す。

47 16:40
18:20

那波 十字路 停車 1時間40分。ライレー迂回道路を通りて来
り落ち合う。なお同車のダイナモカップリング調
整，カムシャフト注油，並にパンク直しに 1時
間40分を費す。

48 19:02 船坂峠 （県境） 兵庫・岡山の県境なり。
49 19:10 三ツ石 入口 点灯
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No. 月日 時間 通過地名 記録地点 地点別記録

50 19:43 片上村 郵便局 気温28℃，湿度81，気圧763 m
51 20:55 岡山 西大寺町

交叉点
52 21:33 倉敷 入口
53 22:46 玉 三井倶楽

部前
気温28℃，湿度81，気圧763 m

54 10日 玉 玉より宇野に赴き，宇野駅にて貨車積をなし，貨
車輸送船にて高松に運搬。一行は造船部兒島丸に
て渡航。直ちに先着の車輌を高松駅より引取り，
川六旅館前日本タクシーに格納して，川六旅館に
投宿。給油（赤貝7.5ガロン）。

55 高松 給油（赤貝・ベンゾール混合液 3ガロン）。

56 11日 11:48 高松
57 12:04

15:01
屋島 ケーブル

駅前
停車 2時間57分。車を下りケーブルカーに乗り
て屋島に上り見物，昼食をなす。

58 15:17 志度 警察前
59 15:35 津田 郵便局前
60 15:53 三本松 駅前
61 16:06 引田 警察前
62 16:08

16:27
相生 神社前 停車19分。徳島県知事清水良策氏，「ビュイック」

にて出迎えられ誘導さる。
63 16:37 大阪 峠 頂 上

（県境）
64 坂西 警察前
65 17:26 徳島 澄屋旅館 澄屋旅館投宿。車は県の御好意に依り県庁車庫に

格納。給油（ベンゾール 2ガロン）。
気温37℃，湿度83，気圧766 m。

66 12日 10:00 徳島 清水氏の御見送りを受け御誘導を願ひて市中を通
過。
気温34℃，湿度63，気圧766。

67 10:05
10:09

県庁裏 停車 4分。この地点にて清水氏と御別れす。

68 10:24 小松島 駅前
69 10:34 立江
70 10:40 羽ノ浦 郵便局前
71 11:35 星越峠 頂上
72 12:02 日和佐 郵便局前 気温34℃，湿度60，気圧765 m。
73 12:43 牟岐 郵便局前 諸所に設置されある哩程標，甚だ利益あり。
74 13:00

13:50
加島（浅川
付近）

海岸 停車50分。海岸の崖土にて昼食。暑し。

75 14:05 鞆奥 郵便局前
76 14:31 県境 徳島県・高知県々境。
77 14:34 甲ノ浦 郵便局前
78 14:55 野根
79 15:25 佐喜ノ浜 郵便局前
80 15:36 鹿岡ノ鼻 停車 7分。この辺，風光佳し休憩。撮影。
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15:43
81 16:05

16:12
室戸岬 石碑前 停車 7分。同上。気温36℃，湿度69，気圧765 m。

82 16:15 室戸岬ホテ
ル

車輌格納する場所無きため，玄関横に置く。

83 13日 12:50 室戸岬ホテ
ル

午前中第廿四番所東寺，室戸岬灯台，水掛地蔵等
見物。昼食を済ませ出発。曇。気温36℃，湿度
73，気圧767 m。

84 12:58 室戸岬町 役場前
85 13:05 室戸町 郵便局前
86 13:21 吉良川 郵便局前
87 13:48 奈半利 郵便局前
88 13:52 田野 郵便局前
89 14:22 安芸 郵便局前 停車 5分。23.6マイル（14.7�km）の地点にて。

撮影。
90 14:41 和食（赤野

付近）
郵便局前

91 15:00 赤岡 郵便局前
92 15:10

15:12
不明 停車 2分。S.S.ガソリンパイプ閉塞。伹し直ちに

回復す。
93 15:12

15:22
後免 入口附近 停車 7分。再びパイプツマリ。空気ポンプにて

エアー注入に依り回復。この辺より雨降り始む。
94 15:47 高知 郵便局前 夕立益々激し。雨。気温28℃，湿度81，気圧

766 m。
95 15:52 高知 城西館 車を附近の自動車屋の車庫に格納。猛烈なる雷雨

暫し降り続く。気温28℃，湿度73，気圧768 m。

96 14日 09:55 高知 城西館
97 10:11 伊野 郵便局前
98 10:35 佐川 左折点
99 10:51 斗賀野峠 頂上
100 11:05 吾桑 郵便局
101 11:15

11:24
須崎 駅前 停車19分。北上する道と南下する道との二路あ

り。何れを取りても目的地には到達すれども，そ
の良き方を自動車屋にて尋ねたるに，南下の道よ
ろしき由にて此を選ぶ。

102 12:07 久礼 丁字路 須崎～久礼には気色佳き海岸を走るところあり。
小松茂れる島嶼多く，波静かにして水清く，頗る
愉快なる道なり。

103 12:34 七子峠（床
鍋峠）

頂上 曇。気温37℃，湿度82，気圧746 m。

104 12:55 窪川 十字路
105 13:32

14:02
下岡 停車30分。車を路傍の木陰に寄せ弁当を開く。

106 14:12 田野々 郵便局
107 15:28 川崎（江川

崎）
同上

108 15:58 吉野生 十字路
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109 16:10 松丸 警察前
110 17:03 宇和島 蔦屋旅館 蔦屋旅館投宿。格納場処無く旅館の路次に駐車せ

しむ。気温33℃，湿度68，気圧767 m。

111 15日 10:50 宇和島 蔦屋旅館 給油（黒貝3.5 G，ベンゾール 3 G）。
112 11:07 吉田 この辺，気色佳し。
113 11:42

11:51
法華津峠 頂上 停車 9分。頂上より海を遠く眼下に眺め展望佳

良，撮影。
114 12:07 宇和 十字路
115 13:10 大洲 鉄橋
116 13:25 粟津
117 13:45 長浜 波止場 気温35℃，湿度57，気圧676 m。
118 13:57

14:35
喜多灘 海岸 停車28分。海岸にて弁当。ラジエーターへ水補

給す。
119 15:09 上灘 郵便局
120 15:37 郡中 郵便局
121 16:05 松山 県庁前
122 16:10 道後 鮒屋旅館 鮒屋旅館投宿。自動車は門内に駐車。晴。気温

36℃，湿度57，気圧760 m。

123 16日 09:26 道後 鮒屋旅館 気温30℃，湿度67，気圧765 m。
124 09:54 不明
125 10:03 檜和田ノ峠 頂上
126 10:23 桜樹 郵便局前
127 10:45 小松 郵便局前
128 11:00 西条 駅前
129 11:25 泉川 郵便局前
130 11:40

11:42
不明 停車 2分。

131 11:52 入野 郵便局
132 12:08 寒川 郵便局
133 12:15 三島 県社前
134 12:27 川之江 駅前 気温33.5℃，湿度65，気圧767�m。
135 12:38

13:12
余木崎 海岸 停車34分。波打際にて弁当。

136 13:25 豊浜 こんぴら
分れ道

137 13:30 大野原
138 14:07

15:28
琴平 金比羅宮

下
停車 1時間12分。金刀比羅宮参詣。参詣中雨降
る。但し，再び出発の時は止む。

139 16:18 高松 川六旅館 川六旅館に投宿。車は同旅館前の日本タクシーに
格納。気温37℃，湿度71，気圧760 m。

140 17日 高松 川六旅館 午前高松駅に車を運び貨車積込を為し，貨車輸送
船にて宇野へ渡す。

141 玉 一行は玉三井造船部のモーターボートにて途中鬼
ヶ島見物を為し，玉に渡り，途中宇野駅に於て車
輌を引取り，造船部車庫に格納す。一行は三井倶
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楽部宿泊。気温23.5℃，湿度59，気圧768。給油
（赤貝 8ガロン，ベンゾール2.5ガロン，蒸留水
500，モビル1.25）。

142 18日 09:52 玉 三井倶楽
部前

143 10:30 彦崎 郵便局前 駅より少し先を右へ。
144 10:49 妹尾 駅前
145 11:09 岡山 駅前
146 11:15

11:24
岡山 後楽園前 停車 9分。ライレー待合せの時間を利用して公

園入口迄赴く。
147 11:35 長岡 郵便局前 気温33℃，湿度62，気圧766 m。
148 12:22 片上 郵便局前
149 12:58 三石 郵便局前
150 13:06 船坂峠 県境 兵庫県～岡山県県境。
151 13:17

13:52
鯰峠 下り道 停車35分。昼食の為め。

152 14:23 那波町 十字路
153 14:44

14:47
鵤（いかる
が）

郵便局前 停車 3分。

154 15:15 姫路 警察前
155 15:30 加古川 役場前
156 15:50 明石 警察前
157 16:28

18:02
神戸 三井物産

支店前
停車 1時間34分。古川三井物産船舶部長と明石
街路上にて面会の打合せ為し置きたるに，予定時
間より早かりし為，直接神戸市店に同氏を訪問せ
るに行違いと為り，相当長時間待合せの為めに費
せり。気温32℃，湿度62。

158 18:12
18:27

灘中学前 停車15分。ライレーの姿見えざる為め停車。待
合せ中，野村氏S.S.にて御影別邸に帰らるる途中
に会い，暫し談合。
気温25℃，湿度51，気圧766 m。

159 19:07 大阪 桜橋
160 20:10

20:20
京都 東寺 停車10分。ライレー待合せの為め。

161 20:33 京都 三条マス
ト自動車
前

マスト自動車に格納，永田旅館投宿。気温27℃，
湿度58，気圧765 m。

162 19日 京都 三条 京都滞在休養。

163 20日 京都 三条
164 神戸 埠頭 神戸埠頭に松平康亀氏の筥崎丸にて出発を（シン

ガポール三井物産支店赴任）見送り京都へ引返す。
給油（赤貝 5ガロン，ベンゾール2.5ガロン）。

165 京都 三条 晴。気温27℃，湿度69，気圧762 m。

166 21日 09:03 京都 三条
167 09:18

09:22
大津 停車 4分。野村氏S.S.にて見送られ，ここにて袂

を分つ。
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168 09:41 瀬田大橋
169 09:54 草津 丁字路
170 10:06 野洲川橋
171 10:46

10:49
御幸橋 橋上 停車 3分。ライレー待合せの為め。

172 11:23 米原 郵便局前
173 11:23 柏原 郵便局前
174 11:46

11:50
柏原東方 停車 4分。

175 12:01 関ヶ原 郵便局前
176 12:09 垂井 警察前
177 12:25 大垣 市中央
178 12:43

12:46
岐阜 入口 停車 3分。ライレー待合せ。気温37℃，湿度52，

気圧765 m。
179 12:48

12:59
岐阜 駅前 停車11分。下呂温泉への道路問合せのため。

180 13:25 関町 踏切
181 13:38

14:15
富野村字梅
ノ木

停車37分。昼食のため休憩。

182 14:48 神淵 三叉路
183 15:00 袋坂峠 頂上
184 15:22 金山 駅前
185 15:42

15:51
祖師原 停車 9分。金山の町より道を右に取りて中山七

里を通過す可きを，左に曲り，和良川に沿いて上
りたる為め，祖師堂より引返し再び金山に出づ。
此の間約 6マイル（3.7�km）を走行す。

186 16:12 金山 分れ路
187 16:52 帯雲橋
188 17:04 下呂 湯ノ島館 湯ノ島館投宿。旅館附属の鉄筋コンクリート四台

格納し得る車庫あり。此に車を納む。気温28℃，
湿度63，気圧727 m。

189 22日 08:23 下呂 湯ノ島館 気温27℃，湿度81，気圧727 m。
190 09:13

09:35
金山 丁字路 停車22分。スタンドにて黒貝注入，並にライレ

ー待合せ。給油（ベンゾール 2ガロン，黒貝 2
ガロン）。

191 09:47 菅田 郵便局
192 不明
193 （袋坂峠）
194 10:11 神淵 丁字路
195 10:34 上麻布 郵便局前 岐阜県の路面情況はこの地方においては最良なり。

ただし，道路標識は兵庫県の方優秀なり。
196 10:51 川辺 町中央
197 11:00 古井 郵便局前
198 11:06 太田 中山道十

字路
199 11:22 鵜沼 丁字路 木曽川に沿い景色佳し。名古屋への道。
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200 11:23 犬山橋 橋上 気温32℃，温度56，気圧762。
201 11:42 小牧 郵便局前
202 12:00

12:06
名古屋 大曽根 停車 6分。ライレー待合せ。気温36℃，湿度53，

気圧765 m。
203 12:20 熱田 神宮前
204 12:34 鳴海 郵便局前
205 12:40 有松 郵便局前
206 12:50 知立 シエルス

タンド前
207 13:10 岡崎 駅前十字

路
208 13:39 御油 警察前
209 13:58 豊橋 公会堂
210 14:02

14:04
豊橋 市出口 停車 2分。スタンドにてガソリン補充の為め。

給油（黒貝 1ガロン）。
211 14:20 二川 郵便局前
212 14:32

15:06
弁天島（西
浜 名 橋 東
際）

停車34分。昼食の為め。食事中，第十列車の通
過を見送る。

213 15:30
16:00

浜松 ガソリン
屋

停車30分。燃料補充。並にライレー待合せ。出
発せんとするころより小雨降り始む。給油（赤貝
9ガロン，ベンゾール 3ガロン）。

214 16:20 天竜川橋 橋中央
215 16:30

16:35
不明 停車 5分。一斉検査のため。

216 16:45 袋井 郵便局前
217 17:00

17:09
不明 停車 9分。再び一斉検査に遇う。本日静岡県下

各所にて行い居る由。然るに検査場の紙標無き為
め，何度にても其の個処通過の際は停止を命ぜら
れ取調べを受く。相互に甚だ不便なり。飛沫除け
取付。

218 17:13
17:18

掛川 警察傍十
字路

停車 5分。三度検査を受く。

219 17:21
17:26

不明 停車 5分。一斉検査。余り頻繁にして凡んど走
る時間の方少なく，少々不愉快なり。

220 17:30 日坂 郵便局前
221 17:35 日坂 トンネル

入口
222 17:45 大井川橋 橋中央
223 17:50 島田 郵便局前
224 18:06 藤枝 警察前
225 18:13 岡部 郵便局前
226 18:20 宇都ノ谷峠 トンネル

入口
227 18:36 安倍川橋 橋中央
228 18:37

18:49
安倍川橋 橋東際 停車12分。ワイパー調子悪く修理す。



318

No. 月日 時間 通過地名 記録地点 地点別記録

229 18:54 静岡 駅前 気温27℃，湿度77，気圧767 m。
230 19:12

19:20
興津 町入口 停車 8分。清水辺凡んど雨止み居たる為め，ワ

イパーを停止したるに再び雨となりたれど動かず。
止むなく止めたる儘出発。

231 19:23 興津 郵便局前
232 19:28

19:48
興津 海岸 停車20分。雨相当となり，ワイパーなしにては

運転困難なる為め，徹底的に修理せんとしたるも，
何分暗夜の堤防上にて具合悪く，再び其の儘出発。
ライレー先行。

233 20:00 由比 郵便局前
234 20:15 富士川橋 橋中央
235 20:28 吉原 郵便局前
236 20:30

20:52
鈴川附近 停車22分。沼川にて流灯会あり。群集道路上に

溢れ，剰え折柄の降雨，右往左往整理至て不完全
のため橋上に立往生。十数台のバス，乗用車通行
不可能となる。

237 21:08 沼津 駅前十字
路

238 21:18 三島 神社前 降雨中をワイパーなしにて箱根峠にかかる。
239 21:55 箱根町 ホテル前 三島より登り道にかかり，山中通過頃突然車体の

震動にてワイパー動き出し，愁眉を開く。此れよ
り速力を早めて登行。

240 22:22 宮ノ下 富士屋前
241 22:43 小田原 丁字路 塔ノ沢辺，雨特に激しかりしも，小田原にて止む。

242 23日 23:00
00:03

小磯 身代地蔵
前

停車 1時間03分。ライレー前左スプリング全損。
早速用意の枕木を当て応急修理を為す。

243 00:15 平塚 警察前
244 01:06 横浜 駅前
245 01:37 八ツ山橋
246 01:48 京橋 無事帰京を祝し一同会食の上解散。気温27℃，

湿度66，気圧768 m。

出所）　「四国一週旅行記録」（三井文庫所蔵史料　北家未整理史料）。
注）　史料中の表を加工。表現を現代仮名遣いに修正し，適宜読みやすいように加工した。


